
        
            
                
            
        

    













































お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ






鈴木大輔




ＭＦ文庫Ｊ







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　最初に断っておきたい。

　この物語は、





『とある事情でしばらく離れ離れになっていたものの、ゆえあって再び一つ屋根の下で暮らすようになったふたりの兄妹きようだいが、特に波乱もない平和な日常をのんべんだらりと送っていく様子を、これといった起承転結もなくつづっていくだけの単調な物語』





　である。

　たぶん、そんなに面白くはならない。

　だけどそれも当然のことだ。

　兄と妹の日常なんて、本来そういうものだと思うし。

　もとよりそういう日常を望んだからこそ、僕は妹とまたいっしょに暮らせるよう、いろいろ苦心を重ねてきたのだ。

　くりかえそう。この物語は、たぶんそんなに面白くはならない。

　大事件も起きないし、意外な展開にもならないし、ド派手なアクションとかもない。

　兄妹きようだいなのでお色気シーンもない。

　そういう物語的なダイナミズムを期待しているみなさんには、今すぐ本のページを閉じることをオススメする。大事件も意外な展開もド派手なアクションもあり、ついでにお色気シーンまで完備している優秀な物語は、この世にごまんと存在するから。きっとそちらを楽しんだほうがあなたのためだ。

　なにせくりかえし主張しているように、この物語はいわゆる『娯楽作品の醍だい醐ご味み』的なものを提供する気がまったくない。

　他ほかならぬこの僕自身が、語かたり部べであるこの僕こそが。誰だれよりもそんな物語を望んでいるのだから──





「お兄ちゃん、お兄ちゃん」

「……ん？」

「お願いがあるんですが、聞いてもらえますか？」

「なんだい？」

「今夜はわたしと寝てください」

「…………
 」

　読んでいた本から顔を上げ、僕は発言者の顔をまじまじと見つめた。

　長い黒髪を眉まゆのあたりで切りそろえた姫カット。

　期待の色にきらきら輝く、ちょっと吊つり目めがちな瞳ひとみ。

　絵に描いたようなお嬢さま系。文句なしの美少女。

　ただし妹。

「──なあ秋あき子こ」

　湯飲みのお茶をひとくち含んでから僕は言う。

「そりゃあ昔はね、お前と同じ布団で毎日寝てたさ」

「はい。幸せな毎日でした」

「でもな、あの頃ころはまだお互いに子供だったわけで。今となっちゃ僕もお前も十六歳だ」

「はい」

「男女七歳にして席を同じうせず、という言葉もある。お前の提案は、いい歳としした実の兄妹がやるようなことじゃない。わかるか？」

「はい。わかります」

　思いのほか素直にうなずく妹に、僕は心の中でホッとする。

　だってそうだろう？

　彼女は妹だけど、なにしろ六年ものあいだ別々に暮らしてたんだから。

　六年も顔を合わせなければ、もう兄妹きようだいというより見知らぬ他人と言うほうが近い。しかも彼女は、僕が想像していた以上の美人に育っている。そんな妹から『わたしと寝てください』とか言われてみ？　そりゃキョドるってもんだ。

「安心してくださいお兄ちゃん」

　そんな僕の気持ちを察してくれたのだろうか。

　妹はニッコリ笑ってみせて、

「わたしとお兄ちゃんは、今日からまたいっしょに暮らせるようになったんですから。わたしはなるべくお兄ちゃんの言うことを聞く、いい子でありたいと思ってます。なので、お兄ちゃんといっしょのお布団で寝るのはあきらめます」

「ん。そうか。いや悪いな、せっかく久しぶりに会えたのに水を差すようなこと言って」

「とんでもないです。わたしのほうこそ子供みたいなこと言ってごめんなさい」

「……僕としても、できるだけお前の言うことは聞いてあげたいんだけどな。ちょっとこればっかりは、な？」

「その言葉だけで十分です。六年ぶりのお兄ちゃんも相変わらずやさしいですね。秋あき子こはうれしいです」

　こくりとうなずき、ニッコリ笑ってくれる。

　彼女としても、久しぶりに会ったうれしさに勢い余って、ついあんなことを言ってしまったのだろう。いわゆる『気の迷い』というやつだ。

　そう。今日からこの家で、妹とふたりきりで暮らすことになるんだけど。何も心配することはない。

　彼女は昔と何も変わらない。昔と何も変わらず、いい妹のままだ。

　僕はこの先、安心して彼女と一つ屋根の下で暮らすことができるだろう。

「それにしても、お兄ちゃんは大胆になりましたね」

　頬ほおを染め、もじもじ身をよじらせながら妹が言う。

「お兄ちゃんに比べたら、わたしなんてまだまだ子供も同然です。さすがはお兄ちゃんです」

「んん？　そうか？　そんなこと言ったつもりないんだけど」

「初夜からいきなりお布団じゃなくて、お外でするだなんて……恥ずかしいですけどわたし、がんばります」

「いやおいちょっと待て」

　僕はあわてて問いただす。

「お前なに言ってる？　初夜ってなんのこと？」

「愛し合っている男女が初めて迎える夜のことです」

「いやいや。そういう辞書的な説明を聞きたいんじゃなくて。なんでいつの間にそんな話になってんの？　いっしょの布団で寝るかどうか、ってことを話してたはずだよね？　僕たち」

「いいえ？　わたしとお兄ちゃんの記念すべき初めての夜をどう過ごすか、という話をしていましたよね？」

　僕は眉み間けんをもみほぐし、ちょっと間をおいてから、

「……あのさ、どういうつもりか知らないけど。僕はお前の言う『初夜』を過ごすつもりなんてまったくないからね？」

「ええええええ
 !?
 」

　いきなり大声をあげる妹。

「う、うそですよね!?
 　冗談ですよね!?
 　そんなまさか、今夜中にわたしと初夜を迎えないなんて、そんなことあるはずありませんよね!?
 」

「……僕はむしろ、お前がなんでそんなにびっくりしてるのか理解に苦しむんだけど」

「六年ぶりに会ったんですよ!?
 」

「いや六年ぶり関係ないし。兄妹きようだいだぜ？」

「兄妹である以前に男と女です！」

「いや逆だろ普通。男と女である以前に兄妹だろ、僕ら」

　もういちど眉間をもみほぐして、

「ちょっと状況を整理しよう。僕とお前は兄妹だ」

「はい。長いこと離れ離れになっていて、ようやく再会して、今日からこの家で暮らし始める、かけがえのない兄妹です」

「その僕たちが？　初夜？」

「はい。秋あき子こはとてもどきどきしています」

「血のつながった兄妹だぞ？」

「愛の深さは血のつながりを超えます」

「その愛ってやつは、いわゆる兄妹愛のことだよな？」

「愛に種類なんてありません。深いか、浅いか。愛に対して真に問うべきは、ただそれだけです」

　しばらく会わないうちに口が達者になったらしい。

「……ともかくお前の言いたいことはわかった」

「はい。わかっていただけましたか」

「今日はもう夜もおそいし、明日は早いし、そろそろ寝なきゃならない」

「お待ちかねですね。わたしはとっくに心の準備ができています」

「おやすみ秋子。僕は自分の部屋でひとりで寝るから、お前も自分の部屋でひとりで寝るように」

「えええええええええええええ
 っ!?
 」

　悲鳴をあげる妹。まるで楳うめ図ずがすおのマンガに出てくるキャラみたいな顔してるけど、僕たち兄妹きようだいだからな？　しつこいようだけど。

「そんな、ひどいですお兄ちゃん！」

「ひどくない。僕はごくまっとうな判断をしてるはずだ」

「どうしてそんなつまらない常識にとらわれるんですか!?
 　わたしたちは単に血のつながった兄妹なだけじゃないですか!?
 」

「お前はいかにも大したことなさそうに言うけど、血のつながってる兄妹がお前のいう意味で『寝る』としたら一大事だぞ？　わかってる？」

「六年ぶりなのに!?
 」

「六十年ぶりだったとしても答えはいっしょだ」

「期待してたのに！　乙女の純情を踏みにじるなんて、お兄ちゃんはひどい人です！」

「乙女の純情より兄妹の倫理のほうが大事だろ」

「愛し合ってる男女が一夜を過ごすのに、どうして肌を重ね合ってはいけないんですか!?
 　そんなのおかしいじゃないですか！」

「だ・か・ら！　お前の主張には大前提が抜けてるんだって！　男女である前に僕らは兄妹だろうが!?
 」

　ちょっと本気で疲れてきた。

　ふう、とため息をつき、ちらりと妹を見やる。

　チワワみたいに目をうるうるさせ、『お願い』ポーズでこちらを見てくる妹。

　首から下に目をやれば、細い肩とは不釣り合いに育った胸。

　両手ですっぽり包めそうなくびれたウエスト。

　女性らしいラインを描いてすらりと長い脚。

　六年ぶりに会えば他人も同然の妹、だけど。

　…………
 。

　……いや。べつに変な気は起こしてないよ？　ほんとだよ？

「とにかくだ」

　コホンと咳せき払ばらい。

「僕はもう寝る。僕の部屋で、僕ひとりでだ。これは絶対にゆずらない」

「……わかりました。仕方ありません」

　妹はしゅんとうつむき、肩を落として、

「お兄ちゃんがそこまで言うのなら、秋あき子こはあきらめます」

「そうか。いや悪いな、僕だってお前の言うことはできるだけ聞いてやりたいけど」

[image: ]


「いいえ。無理を言ったのはわたしのほうです。考えてみれば、兄妹同士でそんなことするなんて間違ってますよね。わたしどうかしてました。きっとお兄ちゃんと久しぶりに会ったから、感情が変に高ぶってしまったんだと思います」

「うんうん、そうかそうか」

「わたし、もう二度とあんなことは口にしません。慎つつしみ深さを旨むねとする姫ひめの小路こうじ家の子女らしく、今後はもっと自重していきたいと思います。すいませんでしたお兄ちゃん、どうぞゆっくり休んでください。秋あき子こは一切の邪魔をいたしませんから」

「うんうんいい心がけだ」

「いえいえそれほどでも」

「で、本音は？」

「はい。お兄ちゃんがどうしても素直になってくれないというなら、草木も寝静まる深夜になるのを待って夜よ這ばいをかけ──」

　ぴしゃん！

　がちゃり！　がちゃがちゃがちゃ！

「ああっ!?
 　容赦なく戸を閉めただけでなく、二重に鍵かぎをかけましたね!?
 　これでどうやって夜這いをしろと言うんですか！　ひどい、ひどすぎます！」

　何やら戸の外で理不尽なことを言ってるけど気にしない。僕は布団を頭からかぶり、しっかりと耳みみ栓せんをする。





三月二十六日（同居二日目）









　十六歳。男。

　高校二年生。

　身長普通。容姿平凡。成績は可も不可もなく。

　両親を亡なくし、親類の家に身を寄せて暮らしている──という以外には特にこれといって目立ったプロフィールのない、どこにでもいそうな面白みのないやつ。

　それがこの僕、姫ひめの小路こうじ秋あき人とのすべてだった。ほんの先日までは。





「ブラコンは個性だと思うんです」

　朝ごはんを食べながら、妹が力説する。

「ブラザーコンプレックス……それは近しい血縁者の間にだけ許される、得がたい愛の形なんです。だって考えてもみてください。この地球には何十億という人間がいますけど、その中でブラコンの対象になりうる人間が何人いるというんです？　せいぜいひとりかふたり、どんなに多くたって十人とかそのくらいですよね？　お兄ちゃんはまず、その希少性を正しく認識するべきです。そしてその近親者に特別な感情を抱くことの素晴らしさについても、大いに認める必要があります」

「うんうん」

「そしてわたしほどブラコンであることを堂々と公表し、そのことを誇りにしている人間は他ほかにいないと思います。ブラコンであることはわたしの個性であると同時に、勲章でもあるんです」

「そうかそうか。ところでうまいなこのみそ汁」

「はい。今日の自信作です。おかわりもありますよ？」

「お、いいね。もらおうか」

「はい。どのくらいにします？　お椀わんにいっぱい？　半分くらい？」

「じゃ、半分で」

「わかりました。──はいどうぞ」

「うん。ありがとう」

「たくさん食べて栄養つけてくださいね。それでですね、ブラコンというのは──」

「おっ？　なんだ、この漬つけ物ものもうまいじゃん。これも秋あき子こが作ったの？」

「はい。こうしてお兄ちゃんといっしょに暮らす日のために、前々からぬか床を用意してたんです。お口に合いましたか？」

「うん、いいよこれ。料理うまくなったんだなあ秋子」

「はい、がんばって勉強しました。ところでブラコンというのは──」

「おっ？　うまいなこのふりかけ」

「それはただの市販品です！　お兄ちゃん、さてはわたしの話を聞く気がありませんね!?
 」

　僕のねらいに気づいて怒りだす妹だけど。

　そりゃそうだろう？　何が楽しくて朝一からブラコン談義を聞かされなきゃいけない？　しかも彼女の感情の対象はこの僕だときてるのに。

「大事な話なので、ちゃんと聞いてください！」

「いや、ていうかさ」

　僕はため息をつきながら、

「お前がブラコンなのはわかったけど。なんでそんなに僕のことを？　正直いって、そこまで好かれるようなやつだとは思えないんだけど、僕って」

「そんなことありません！」こぶしをふるって妹は力説する。「お兄ちゃんはとてもかっこいいと思います！　わたしは昔からずっとお兄ちゃん一筋です！」

「六年ぶりだぜ？　しかも昨日再会したばっかよ？」

「そんなの関係ないです！」

　なんでそこまで断言できるのかわからないけど。とにかく自分の主張を曲げる気がないことだけはひしひしと伝わってくる。

「わかった。わかったよ」

　とりあえず僕は折れた。

「ちゃんと聞くよ、お前の話。まあ確かにあれだ、放ほうっておくわけにもいかないよな。これからいっしょに暮らす妹の性癖を」

「性癖とか言わないでください。個性です個性。もしくはアイデンティティ」

「わかったわかった。お前のブラコンは個性で希少価値でむしろ誇りなんだな。それで？　けっきょく何が言いたいんだ？」

「はい。つまりですね」

　こほんと咳せき払ばらい。

「今朝のお料理はおいしくできたので、ごほうびに抱っこしてください」

「……お前の頭の中身がどうなってるのか、お兄ちゃんは本気で心配になってきたよ」

「ごめんなさい。ちょっと調子に乗りました」

「わかればいいんだ」

「はい、抱っこはあきらめます。キスで十分です」

「いやハードル上がってるからそれ」

「もしくは抱いてくれるだけでもいいです」

「それっていわゆるハグのことじゃなくて、男と女の関係って意味だよな？」

「とにかく！」

　妹は『だんっ！』っと机を叩たたき、眉まゆをきりりとつり上げて、

「わたしはお兄ちゃんからごほうびさえもらえればいいんです！　どうしてそれをわかってくれないんですか！」

「逆ギレすんなよ」

「要するにわたしは、お兄ちゃんといちゃいちゃしてさえいれば満足なんです！」

「さらにぶっちゃけたなおい」

「……ふふ、まだ気づいていないんですねお兄ちゃん」

　にやり、くちびるをつり上げて不敵に笑う妹。

「こうして他愛もないやり取りを続けることからして、すでにいちゃいちゃの範はん疇ちゆうに入ってるわけです。もし今の状況を誰だれかが見ていれば、そのひとは確実にこう思うことでしょう。『あいつらラブラブだなあ』って。ふふ……すでにわたしの術中にはまっているとも知らず、そんな平和な顔して。お兄ちゃんはかわいい人ですね」

「とりあえずみそ汁のおかわりもらっていい？　すっげーおいしかったから」

「はい！　たくさんあるので、どんどん食べてくださいね！」

　なにやら悪役っぽい顔でぶつぶつ言ってたけど、お椀わんを差し出すとニコニコ顔で受け取ってくれる。かわいいやつだ。

　なんというか……まだ再会の興奮が冷めやらず、単にはしゃいでるだけなのかもしれなかった。ブラコンがどうこうという話も本気で言ってるんじゃなくて、テンションが上がりすぎて妙なことを口走ってるだけ、なのかも？

　そりゃまあ、僕だってうれしくないわけじゃないんだけどさ。こうして妹といっしょにいられることは。






　　　　＊







　確かに。

　よく懐いてはいたのだ、この妹は。

　昔から何をするにも僕らはいっしょだったし。

　仕事の忙しかった両親は家を空けがちで、同い年の妹の面倒は主に僕がみていたし。

『お兄ちゃんだいすき！』

　みたいなことも、毎日のように言われてた気がする。

　もちろんその頃ころは夢にも思わなかったけど。彼女の言う『好き』が、肉親に対するものじゃなくて異性に向けているものだなんて。

「いい天気ですね」

　縁側に並んで座った妹が、湯気を立てる湯飲みを両手で抱きながら言った。

　ひなたぼっこをする猫みたいにリラックスした表情で、

「……これでお兄ちゃんが膝ひざまくらのひとつもしてくれれば、もう何も言うことはないんですけど」

「いちおう言っとくけど。やらないからな？」

「……これでお兄ちゃんが膝まくらのひとつもしてくれれば、もう何も思い残すことはないんですけど」

「一気に湿っぽくなったなおい」

　とはいえ、僕の気分もいい具合にまったりしている。

　長いこと離れ離れに暮らしていて、半ば他人みたいなものとはいえ。やっぱり妹は妹。

　肩の凝らないこの感じは、悪くない。

　そう。

　いま現在、三月の末。

　春休みになるのを待って、僕たちは引っ越しをした。

　それぞれ身を寄せていた縁えん故この元を離れて。

　この築七十年、木造二階建てのオンボロ寮に。

（……我ながらよく思い切ったなあ）

　まだ手入れの行き届いてない、枯れ草だらけの庭を見ながら思う。

　これまで住んできた家に比べれば、ずいぶんとひなびた住すみ処かだけど。近々取り壊される予定だったこの寮の住人は今、僕と妹のふたりだけ──

「有あり栖す川がわの家には感謝しています」

　ちょっとだけ真面目まじめな声で妹は言う。

「大変お世話になりましたし、いろいろ良くしてくれましたし。実の娘のようにわたしを育ててくださいました」

「そうだな。清きよ嗣つぐさんと笙しよう子こさんにはいろいろ思うところもあるけど……僕だって感謝しているさ、本当に。それだけに今回のことは──」

「もう済んだことです」

「ま、そうなんだけどね」

「それに実を言うと、ずっと前から決めてたことなんです。お兄ちゃんと離れ離れになったあの日からずっと。いずれ有栖川の家を出て、お兄ちゃんとふたりで暮らすんだ、って」

「……まあ、そうなんだろな。お前の言動を見てる限り」

「はい。ようやくです。ようやく」

　そう言って、妹はうっすら微笑ほほえんだ。

　三寒四温を通り過ぎ、一寒六温ぐらいになってきたこの時期にはふさわしくない、散りかけの桜みたいに儚はかない微笑。

　まるでこの六年間に思いをはせてるような。

「あらためまして。よろしくお願いしますね、お兄ちゃん」

　……思う。

　ほんと、よく育ったなあ──と。

　名家中の名家に引きとられ、一門にふさわしかるべく育てられてきた妹は。

　見た目、立ち居振る舞い、その他もろもろ。どこに出しても恥ずかしくないであろう、立派なお嬢さんに変身していた。

　この六年間は文通しか（それも有あり栖す川がわと鷹たかノの宮みやの両家の検けん閲えつつきで、数ヶ月に一回ゆるされるかどうかの）認めてくれなかった有栖川だけど。その点だけは大いに感謝すべきだろう。

　まあ、自ら誇りをもって宣言するほどのブラコンに育ってしまったことについては……ご愛あい嬌きよう、ではちょっと済まされない失態だとは思うけど。むしろ一発なぐってやるから歯を食いしばれ、って感じだけど。

「……ごめんなさいお兄ちゃん」

　そんなことを考えてると、妹が申し訳なさそうに謝ってきた。
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「湿っぽい話というのは、こういう話のことを言うんですよね。やめましょう、今のわたしたちにはふさわしくない話題です」

「ん……まあそうだな」

「わたしたちは仲の良い兄妹きようだいでしたけど。それでも六年も会ってなかったわけですから、どうしてもぎこちないところはあると思うんです」

「うん。そうだな」

「そこで、です」

　妹はコホンと咳せき払ばらいして、こちらを真剣な目で見つめながら。

「……秋あき人とさん」

「え？」

「秋人さん」

「……？　？」

　いきなり僕を下の名前で呼んできた。

「え？　なに？　どうした？　なんでいきなりそんな呼び方すんの？　お前って基本、僕のこと『お兄ちゃん』としか呼ばないよね？」

「はい。そこなんです秋人さん」

　妹は『ぐぐぐっ』と力をこめる感じで顔を近づけながら、

「わたしたちの関係って今、ぎこちないですよね？　秋人さん」

「え？　うん、まあ……そう、かな？」

　長いあいだ、それも思春期のもっとも多感な時期を離れ離れに過ごしたんだ。昔とまったく同じように接しろと言われたって、そりゃ無理な相談だろう。もちろん僕は、できるだけ昔と同じように妹と接しようとはしてるんだけど。

「仕方のないこと、であるのはわかってます。秋人さん」

　ちょっと及び腰の僕に『ぐぐぐっ』と迫ってきながら、妹は熱っぽく語る。

「だけどもったいないと思うんです。せっかく苦労していっしょに暮らせるようになったのに……実の兄妹が、まるで他人みたいによそよそしいなんて。そんなの間違ってると思いませんか？　秋人さん」

「う、うん。まあそうだよな、たしかに」

　それはわかるけど。

　そのことと、僕をファーストネームで呼ぶこととの間に、なんの関係があるんだ？

　しかもお前さ。なんかさっきからちょっと無理してセリフの最後に『秋人さん』って入れてない？

「はい。いいところに気づきました」

　にっこり笑って、

「お兄ちゃんと呼んでいた長年の習慣をすてて、あえて下の名前で呼ぶ。そのことに、わたしの涙ぐましいまでの努力が隠されています」

「はあ」

「だってそうでしょう？　下の名前で呼ぶなんてことは、かなり近しい関係じゃなければできないことです。わたしにとってもかなりハードルの高いことでしたが……でも、がんばって呼んでみました」

　たしかに一理ある。

　欧米ならいざ知らず、日本で面と向かって誰だれかのファーストネームを呼ぶには、いろんな条件をクリアしなきゃいけない──なんてことは、説明するまでもない常識だ。

　つまりお互いを名前で呼び合うということは、自動的にふたりの間に存在するぎこちなさを和やわらげてくれることになる、と。

　なるほど。彼女なりにいろいろ考えてくれてるんだな。いや、これは僕が反省しなきゃいけないか。兄として当然、率先してやるべきことだった──

「って、んなわけないだろ」

　思わず自分つっこみ。

「やっぱおかしくないか？　なんか違和感ありまくりだぞ、お前から下の名前で呼ばれるのって」

「慣れの問題ですよ。すぐにそれが自然になります」

「いやでもなあ……妹から『秋あき人とさん』呼ばわりされるのはなあ……正直微妙というかなんというか」

「千里の道も一歩から、といいます。まずはやれることから少しずつやっていかないと」

「まあね、それもわかるんだけどね」

「だめ……ですか？」

「うーん。いやまあ、絶対ダメってこともないんだけどさ。倫理的におかしいってこともないし、まして法律に触れてるわけでもないし……」

「ぜひ認めてください。それでお互いに一歩が踏み出せると思うんです。そしてそのことをきっかけにして、わたしたちの溝みぞを埋めていきましょう。お互いの中にあるぎこちなさ、わだかまり、不自然さを、ひとつひとつ取り除いていきましょう」

　力説する妹に、僕もだんだんその気になってきた。

　これからいっしょに暮らす妹との間にヘンな空気があったら、たしかに居心地わるいだろうし。それを解消するアイデアの持ち合わせが僕にあるわけでもないし。

「よしわかった。それでいこうじゃないか」

「はい。ありがとうございます、わたしの意見を聞き入れてくれて」

「礼を言われることじゃないさ。せっかくこうしていっしょに暮らせるようになったんだ、僕だってお前と仲良く暮らしていきたいと思ってるんだよ」

「ありがとうございます。そう言ってもらえるとうれしいです」

　にっこり。百点満点の笑顔を咲かせる妹。

　……うん。

　昔からそうだった。

　この妹は小さい頃ころから、とにかく素直でいい子だったのだ。

　そしてこれは自慢だけど。彼女がいい子に育った理由の何パーセントかは、僕にある。

　さっきも言ったように、僕らの両親は家を留守にしがちで。妹を育てるのは僕の役目、みたいなところがあって。それで僕は口を酸っぱくして『立派な人になりなさい』と教育してきて、彼女はそれによく応こたえてくれていたから。

「さて、それではさっそく」

　妹はコホンと咳せき払ばらいしてから、

「秋あき人とさん」

「ん？　なんだ？」

「何でもありません。呼んでみただけです」

「……そうか」

「えへへ。秋人さん」

「なに？」

「いいえ。呼んでみただけです」

「……そうか」

　妹はやたらと機嫌がいい。

　……まあ、これでお互いのわだかまりが消えるかどうかは別として。これだけ喜んでくれるなら価値はあるよな。僕に甲か斐い性しようがなかったばっかりに、六年間も離れ離れになっちゃったわけだし。これで少しでも罪滅ぼしができるなら悪くない。

「にしてもうれしそうだな秋あき子こ」

「はい、うれしいです。これでまた一歩、野望の達成に近づけました」

「野望？」

「だって秋人さんって、想像以上に奥手なんですもん」

　妹はくねくねと身をよじらせながら、

「せっかくふたりの愛の巣に引っ越したというのに、まだ指一本ふれてもらってないというこのぎこちない状況……これは一刻も早く打破しなくてはいけません。こうやって少しずつお互いの壁を切り崩していって、早く記念すべき初夜を迎えないと、ですよね？」

「秋子」

「はい？」

「僕の名前呼ぶの、やっぱ禁止な」

「えええええええええ
 っ!?
 」

　のけぞりながら驚きよう愕がくする妹だけど。むしろおかしいのは、そこで驚愕するお前のほうだからね？　わかってる？

「まったく油断もスキもない。お前はホント、何でもかんでもそっち方向に持ってこうとするのな」

「だって距離の近い恋人同士は、お互いを名前で呼び合うものじゃないですか！」

「いつから僕とお前が恋人同士になった。ていうか兄妹きようだいだっつのに」

「ひどいです！　ついさっき決まったことをあっという間に翻ひるがえすなんて！　朝ちよう令れい暮ぼ改かいにもほどがあります！」

「とにかく禁止。わかった？」

「待って！　待ってください！」

　必死にすがってくる妹。

「じゃあこうしましょう。すこし呼び方を変えてみますから、それで手を打ちませんか」

「呼び方を変える？」

　どういうこっちゃ？

「はい。呼び方のニュアンスを変えることによって、お兄ちゃんに植えつけられてしまった悪いイメージを拭ぬぐい去ることができるかもしれません。たとえば──」

　コホンコホンと咳せき払ばらいして、にっこり笑ってから、

「……秋あき人とさん♡」

「うおっ!?
 」

　なんだろう？　気のせいか、妙な身の危険を感じたような。

「どうです？」

「いや、どうですというか、お前それって──」

「いまいちだったんですね。じゃあこんなのはどうでしょう」

　ふたたびコホンコホンしてから、にっこり。

「……秋人さん（はぁはぁ）」

「ぬおっ!?
 」

　な、なんだ？　さらに身の危険を感じたぞ……正直背筋が寒くなった……

「むう。これでもまだダメですか。それじゃあ」

　コホンコホン。

「……秋人さん。ぐへへ」

「いや。口に出して言ってるからそれ」

　さすがにわかるぞ、そこまでされたら僕だって。

　まったくこの妹は……。

「お前さ、僕に植えつけられてしまった悪いイメージを拭ぬぐい去るんじゃなかったのか？　明らかにイメージダウンだろうが今のは」

「えへへ。バレましたか」

「……あのね、いい加減にしないといけないぜ？　なんでもかんでもそっちの方向へ持っていって……発情した猫じゃあるまいし」

「む。それはちょっと失礼なんじゃないでしょうか」

「あー……いや、そうだな確かに。悪かった」

「ええ、猫なんかといっしょにしてもらってはこまります。猫の愛らしさは大いに認めるところですし、できるならこの寮で猫を飼いたいとも思ってますし、街で猫を見かけたら必ず懐柔して抱っこするほど猫好きのわたしですが。しょせん猫などは本能で発情しているだけの小動物に過ぎません。自らの意志で一年中発情しているわたしとはまったく勝負になりませんよ。楽勝です楽勝」

「……長いセリフをせっかく最後まで聞いたというのに、自らをフォローするどころか開き直って勝ち誇られてしまった僕を、いったい僕はどうやってなぐさめたらいいんだろうね？」

　はあ、とため息をつく。

　そんな僕をニコニコしながら見守っている妹。

　……まあアレだ。

　こんなバカなやり取りをくりかえすごとに、『どこかぎこちない空気』が少しずつ和やわらいでいくんだろうけど。

　妹はそれを見越して、こんな話題ばっかり持ち出してくるんだろうけど。

「安心してくださいお兄ちゃん。わたしは誰だれにでも発情してるわけじゃありません。お兄ちゃんに対してだけです」

「いやそれフォローになってないから」

　もう一度ため息。

　素直でかわいくていい妹で。

　こうして再会してまたいっしょに暮らせるのは、望外なほどありがたいことだけど。

　正直、ちょっと持て余し気味です。





三月二十七日（同居三日目）
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『やあ君か。元気してたかい？』

　電話越しの友人の声は、いつになく快活だった。

『今になってようやく電話をよこすとは、君もなかなか薄情じゃないか。君が引っ越して以来、連絡が来るのを一日千秋の思いで待っていたというのに』

　ただし、そのセリフはちょっぴり恨み節。

「ごめんごめん。引っ越し関係のあれこれが思ったよりも忙しくて」

『まあいいさ。君からの連絡がないがために、毎晩のように枕まくらを涙でぬらしていた僕だけど。こうして君と話しているだけで、その無念が霧のように晴れていくのを実感しているところだ。それに免じて、君の薄情っぷりは水に流すとしよう』

「大げさなやつだな」

『それでどうだい？　麗うるわしの妹くんとの同どう棲せい生活は』

「いや同棲とかじゃないから。相手妹だから。ったく、君までそんなこと言って……」

『ふむ。つまりこうして電話をよこしたのは、その妹くんの話題か』

「うんまあ。そういうことなんだけどさ」

　と言って、妹との暮らしぶりをざっと話して聞かせる。

『──なるほど。それで君としては戸惑っているというわけだ』

「まあそんな感じ。清きよ嗣つぐさんと笙しよう子こさん──有あり栖す川がわの人たちが手放しでほめてたくらいだしさ、よほどお上品に育ってるんだと思ってたからさ」

『上品は上品なんだろう？』

「まあね、見違えるくらいお嬢さまに育ってたよ。僕に対する言動以外は、だけど」

『君の話を聞く限りじゃ、妹くんは十分に節度のある子だと思うけどね』

「兄に対して何度も性的な言動を向けてくるのに？」

『そりゃしょうがないさ。だって妹くんは、君のことが大好きで大好きでしょうがないんだろう？　ひとりの異性として』

「…………
 。血のつながった兄妹きようだいなんだぜ？」

『それは僕の関知するところじゃないよ。とにかく君の妹くんが、君に対して兄妹の一線をこえた感情を抱いているのは間違いないだろうね』

「うーむ。やっぱそうなのかなあ」

『君がとんでもない妄想狂で、僕にありもしないでたらめを吹き込んでるのじゃなければ、だけどね。妹くんの言動はそれ以外に解釈のしようがない』

　うーん。

　あんまり考えたくないけど、やっぱり妹の言動はそういうことになるらしい。

『まあアレだよ。俗に言うところのこじらせた、ってやつなんだろうさ』

「こじらせた？」

『九割がた治ってた風邪のウィルスが、うっかり気管支とかに入って何日も咳せきが止まらない、みたいな。そんな感じなんじゃないかな、妹くんの病状は』

「ふむ？」

『ほら、君の両親は家を留守にしがちで、君は親代わりになって妹くんを教育してたんだろう？　二卵性の双生児で、歳としは同じにもかかわらず』

「うん、まあ。そんな感じ」

『人間だれしも、多少なりともファザコンやマザコンの気がある……みたいな話があるけど。それは大多数の人間にとって最初に異性として意識する相手が、必然的に父親であったり母親であったりするからだ。だけど妹くんの場合はちょっと特殊な育ち方をして……つまり兄である君を、唯一にちかい肉親として育ってきた。だから妹くんにとって、最初に異性として意識する相手はたぶん君だったんだろうね』

「うんまあ……そうなんだろうなあ」

『普通はね、接している時間が長くなるにつれて自然に理解していくものなんだろうさ。〝この人は好きになっちゃいけない相手なんだ〟ということを、頭と身体からだでね。でも妹くんの場合、それを理解するべき時にちょうど君と離れ離れになってしまったから。必要なプロセスを経るべき時に必要な相手がいなかった、ということなのかもね』

「それってさ。風邪をこじらせるのと、どのへんが似てるんだ？」

『風邪をこじらせるのは大たい抵ていの場合、必要な時に必要なだけの休養と栄養を取れないからじゃないか』

　なるほど。

　確かにそういうことなのかもしれない。この友人にスラスラ語られると、なんだかあっさり納得してしまう僕なのだ。

　しかしまあアレだ。

　その説でいくと、妹が『こじらせちゃった』のは僕のせい、みたいな感じなんだけど。

　さすがにそれはちょっとばかり何というか、素直には頷うなずけないというか。

　だって、あの頃ころの僕は必死だったのだ。

　僕たちの両親は、家庭人としては最悪だったけど、いかにも憎めない感じの天然系なひとたちで。子供みたいに目をキラキラさせて仕事に夢中になってたから、彼らからそれを取り上げるのが忍びなくて。

　だから当時はそれなりに必死だったのだ。

　どうにかして妹だけは、この僕が責任をもって、ちゃんとした子に育てないと──って。

『ま、それほど気に病むことはないさ』

　と友人は言う。

『さっきも言ったけど、君の妹くんはとても節度のある子のようだから。めったなことは起きないよ』

「そう……かあ？」

『だってそうだろう？　好きで好きでたまらない男性に六年ぶりに会ったというのに、彼女はいまだに君を押し倒さないでいる──君の意思を尊重してね。これを節度と呼ばずになんと呼ぶんだ』

「え？　僕って、押し倒したいとか思われてるんすか……？」

『当たり前だろう。むしろ僕が妹くんの立場だったら、再会したその場で襲ってる』

「うわあ」

『まあそれはともかくとしても、おそらくその手のアクシデントは発生しないと僕はみる。安心して妹くんとの失われた時間を取り戻すといいさ。……もっとも六年ぶりに会った妹が別人と見まがうほどきれいになっていて、兄妹きようだいであることをつい忘れそうになることがある、というなら話は別かもしれないが』

「あははまさか」

　図星です、とは言えないよね？






　　　　＊







　──そんなこんなで、友人との久しぶりの会話を終えたのだけど。

（おそいな……？）

　居間の時計をちらりと見上げて、僕は首をかしげる。

　妹が風ふ呂ろから出てこない。

　そりゃもちろん、女の子はお風呂に時間をかけるものだとは知ってるけど。それにしてもこれ、遅すぎやしないか？　小一時間ぐらい経たってるぞ？

　……様子を見に行くべきか。

　いやでもなあ。お風呂場なんていうプライベートな空間に近づくだけでも気が引けるのに、様子を見に行くなんて、そんな。

　そりゃまあ確かに？　昔はお風呂にもいっしょに入ってたけど？　そんなのあくまでも昔の話であって、六年ぶりの妹に通じる話でもないし。

　うーむ。こういう時はどんな対応をするべきなのか？　この世にごまんといるであろう、年ごろの妹を持つお兄ちゃんたちに聞いてみたいところだ。

　まあいい。万が一の可能性がある以上、やりにくいとかどうとか言ってられない。とりあえず遠巻きに声をかけて──





　どたどたどたどた





　……と思ったところで足音が近づいてきた。

　早足の、苛いら立だったような足音が。風ふ呂ろ場ばのほうから。

「お兄ちゃん！」

　ぴしゃり！

　けたたましく襖ふすま障しよう子じを開け放ちながら、妹が居間に踏み入ってきて、

「これは一体どういうことですか!?
 」

「いや、どういうことっておま……」

　フリーズしてしまう僕。

　そりゃそうだろう。

　同い年の若い女の子が、いきなりバスタオル一枚の格好で目の前に現れたら。誰だれだってそうなると思う。相手が妹かどうかなんて関係ないはずだ。たぶん。
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　……ていうか、うわあ。

　何こいつ。なんでこんなに肌白いの？

　ていうか改めてこうして見てみると、ほんとにスタイルいいんだなあ。

　足長っ。腰細っ。そのくせ胸はあるっ。

　服着てる時はそうでもないのに……着やせするにもほどがあるだろ。

　あーもー。

　やめてほしいなあそういうの。

「ええと」

　僕は気まずく目をそらしながら、

「とりあえず服、着ようぜ？」

「話をそらさないでください！」

「えええー？」

「これはどういうことかと聞いてるんです！」

「いやだから。ごめん。なにが？」

　妹は目を三角にして、やたらと怒ってるみたいなんだけど。

　彼女がそこまで腹を立てる理由がさっぱりわからない。

　僕、何かしたか？

　状況から考えて、何かがあったとすれば風ふ呂ろ場ばで、ってことになるけど。友達と電話して、そのあとはここであぐらをかいてお茶飲んでただけだぞ？

　なんで怒られてるのかわからないそんな僕を、妹は『きっ』とにらみつけて。

　張りのある胸をそらしつつ、こう言った。

「わたしがお風呂に入ってるのに、どうしてのぞきに来てくれないんですか！」

　…………
 。

「え？　それ何語？」

「わたしはちゃんと日本語で話してます！」

　さらにきりりと目をつり上げて、ぐいぐい迫ってくる妹。

　いやごめん。

　顔はともかく、胸の谷間を近づけるのはやめてくれないか。

「ええと……もう一回言ってもらえる？　よく聞こえなかった」

「わたしがお風呂に入ってるのにどうしてのぞきに来てくれないのか、と言いました！」

　聞き間違いではなかったらしい。

「うん。言ってることはわかった。でもな秋あき子こ」

「なんでしょう」

「お前の言ってることは、一般常識に照らし合わせてめちゃくちゃだと思うよ」

「えええええ
 っ!?
 」

　大げさにのけぞる妹。

　そんなリアクションされると、なんだかこっちが間違ったこと言ってるみたいに思えてくるけど……ちがうよね？　まともなこと言ってるよね僕。

「見てください！」

　と言って、妹はむき出しの二の腕をなでながら、

「このシミひとつない、つやつやなお肌！　きれいでしょう!?
 」

「うんまあ。たしかにきれいだな」

「そうでしょう！」

　ぷんすか怒りつつもうれしそうに頷うなずき、

「いつお兄ちゃんに見られてもいいように、日々のケアを怠おこたりませんでした！」

「ああうん。ありがとう？」

「毎日丹たん精せいこめて仕上げた、自慢のお肌なんですよ!?
 」

「うんまあ。大したもんだな」

「のぞいて当然、むしろ襲ってしかるべきじゃないですか！」

「いやそれはないだろう」

「なぜです!?
 」

　無実の罪で死刑を宣告された人みたいに愕がく然ぜんとする妹だけど。相変わらずこいつの辞書には『兄妹きようだい』という単語が抜けてるらしい。

　ていうかこいつ、よく見ると髪がぬれてないな。湯船につかりながら、ずっと僕が来るのを待っていた……みたいな感じなんだろうか。機嫌よく鼻歌でもうたいながら。

　なんかそう考えると、ちょっと悪いことした気になってくるけど……いやいや落ち着け僕。常識外れなのは明らかに妹のほうだ。

　ていうか、なんか変だと思ったんだよな。

　まだ昼間だというのに、『急にお風ふ呂ろに入りたくなりました』とか言い出して、いそいそ部屋を出て行って。しかも出て行く時、さんざん僕の方をちらちら見てたんだよな。あれはつまりそういう意味だったのか。うん、気づかなかったな。

「まあいいや、とりあえず落ち着けよ秋あき子こ。お茶でも飲むか？」

「話をそらさないでください！」

「なんだ要いらないのか。僕が丹念に蒸らしながら淹いれた玉露なんだけどな、お前のために。ほら、風呂からあがった後は喉のどかわいてるだろうと思ってさ」

「ありがたくいただきます！」

　一転してニコニコ顔になり、ちびちび大事そうにお茶を飲む妹。

　ま、お茶一杯で直る機嫌なら安いものだよな。未いまだにバスタオル一枚の姿なのは勘弁してもらいたいけど。

「……ふう。おいしかったです。ごちそうさまでした。お兄ちゃんが手ずから淹いれてくれたお茶は格別の味ですね」

「どういたしまして」

「……こほん。まあこのお茶に免じて、今回の粗そ相そうには目をつむることにしましょう」

「え？」

　粗相？

　僕の？

　今回のことはそういう扱いになるのか。

　なんか斬ざん新しんな発想だな。

「というわけで、もう一度お風ふ呂ろに入りなおしてきます」

　つーかまた入るのかよ。

「今度もゆっくり入ってきますから」

「うん。そうか。まあいいけど。湯あたりには気をつけてな」

「はい。ゆっくりじっくり入ってきますね」

「うん。よくわからないけど、まあ楽しんできてくれ」

「ではいってきます。ゆっくりじっくりたっぷり入ってきますよ？」

　と言って、妹は部屋を出て行く。

　……風呂、好きなんだなあ。

　というかアレか、さっきは髪とか身体からだとか洗えてなかったみたいだから。今回はそのあたりを重点的に、ってことなんだろうな。まあキレイ好きの女の子というのは、見ていて気持ちのいいものだし、僕としては大歓迎だ。たとえ妹であっても。

　さてどうするかな。

　引っ越しの後始末がまだ残ってるし、転校先の授業内容に合わせるための勉強とかもしておかないとだけど。

　まあせっかくの冬休みだ。お茶でも飲みながら毒にも薬にもならない本を読んで、ぜいたくに時間をつぶすとしようか。





　…………
 。

　……………………
 。

　……………………
 。……………………
 。





　どたどたどたどたどた





「お兄ちゃん！　ちょっとお兄ちゃん!?
 」

　一時間後。

　けたたましい足音を立てて、血相を変えた妹が部屋に飛び込んできた。

「これはいったいどういうことですか!?
 」

「お前が何時間風ふ呂ろに入ろうと、僕はのぞきに行かないぞ」

「それはあんまりじゃないですか!?
 　あれだけしつこく前フリもしておいたのに！」

「しつこいって自覚はあったんだな。とにかく僕はぜったいのぞかない。妹の風呂をのぞくなんて、そんな変態っぽいことできるもんか」

「愛の前には変態かどうかなんて些さ細さいな問題です！」

「とにかくダメだ。ダメったらダメ」

「むきい！　お兄ちゃんのいけず！」

　いけずて。

　たぶん初めてだな、僕の人生でその単語を耳にするのって。

「ええい、もう堪かん忍にんできません！」

　両手をぶんぶん振って、妹はいたくお怒りのご様子だ。

「こうなったらもう、お兄ちゃんとは口を利いてあげませんから！」

「ほうほう」

「本を読みながら生返事をするのはやめてください！」

「ふむふむ」

「わたしは本気ですよ!?
 　ほんとに口を利きませんからね!?
 　かわいい妹から知らん振りされるむなしさにむせび泣きつつ、自らの罪を反省してください！」

　ぴしゃり！

　どたどたどた！

　襖ふすま障しよう子じを力いっぱい閉めて、妹は風呂場へ駆け戻っていく。





　……その後。

　彼女は宣言どおり、僕と口を利いてくれなくなった。

　なんと二時間も、である。

　まあつまり、ほどなく僕と会話ができないことに耐えられなくなって、あっちから涙目で仲直りを申し出てきた、というわけだけど。

　でもって仲直りした後は、またいつもの明るくて騒がしい妹に戻って。

『仲直りのしるし』ということで、少ない予算の中から目いっぱい豪勢な夕食も作ってくれたのだった。

　そのあたりはまあ、確かにかわいいヤツなのである。





三月二十八日（同居四日目）









「お兄ちゃん。お買い物に行きませんか」

　明くる日の昼下がり。

　ふたりして引っ越しの片付けの残りをやっていると、妹がそんな提案をしてきた。

「買い物？」

「はい。いろいろ考えてみたんですが──」

　と言って、妹は２ＬＤＫの部屋をぐるりと見回し、

「やっぱり日常生活に足りないものがいくつもあるみたいなんです。ちまちまと買い足していくよりは、ここらで一気にまとめて買い出しを済ませてしまいませんか」

「ふむ」

　たしかに今回の引っ越しは、念入りに準備した上で行ったものではなく。僕も妹もかなり強引に、一歩まちがえれば夜逃げ同然のていたらくで飛び出してきたものだから。最低限の家具類や日用品しか用意できてない。

　とりあえずは急場のしのぎとして、近所のスーパーやらでちょこちょこ買い足していたりはするのだけど。まとめて済ませてしまったほうが確かに手っ取り早いだろう。

「よしわかった。じゃあ出かけるとしようか」

「はい。行きましょう行きましょう」

「といっても、あまり高い買い物はできないぜ？」

「わかってます。なるべく節約を心がけた買い物をしなくちゃ、ですね」

　というのも、僕たち兄妹きようだいにはぶっちゃけお金がない。

　有あり栖す川がわと鷹たかノの宮みやという裕福な家に、それぞれ預けられていたけど。今回の件についてはさっきも述べた事情により、まったく金銭的な援助を受けていないから。

　当然ながら僕と妹の生活費その他は、僕が必死こいて稼いだいくらかの貯金から出ているわけで。同居四日目にして、というか事の初めからそもそも、姫ひめの小路こうじ家の家計は火の車なのだ。





　というわけでやってきた。

　地下鉄にゆられて都心の百貨店へ──ではなく、わりと近所にある大型小売り店である。

「大きなお店ですねえ」

　千台ちかい収容力を誇る駐車場を備えた、四階建ての建物を見上げて。妹が感嘆の声をあげる。ここ六年間は生きつ粋すいのお嬢さま育ちだった彼女だけに、この手の店は馴な染じみが薄いのだろう。

　ちなみに今の妹の格好は、彼女の通う学園の制服にコートを引っかけただけの姿。節約＆自立の一環ということで、私服の類たぐいはほとんど有あり栖す川がわの家に置いてきたのだ。

「……すまないな秋あき子こ」

「？　何がです？」

「僕に甲か斐い性しようがないばかりに、ちゃんとした服も着せてやれなくて……」

「ああ。これですか」

　と言ってコートの裾すそをちらりとめくってみせると、古式ゆかしさとモダンさの同居した、見事なデザインの制服が顔を出す。

「わたし、この制服がとても気に入っていますから。有栖川の家にいる時だって、いつもこればかり着てたんです。見た目の印象よりも軽くて動きやすいですし、それにほら、似合ってるでしょう？」

　そりゃまあ確かに。

　ものすごーく似合ってる、まるで妹のために作られたかのような制服だけど。

　でもなあ。やっぱりなあ。

　そもそも有栖川の家を出なければ、わざわざこうして自分の脚で買い物に出向くまでもない生活を送れたわけで。そのうえ服すらまともに用意できないとなれば、さすがの僕も正直、ちょっと凹へこむ。

「そんな顔しないでくださいお兄ちゃん」

　でも僕とは逆に、妹は晴れやかな笑顔で、

「わたしは服もお金もいりません。わたしにとって大事なのは、お兄ちゃんといっしょにいることですから。それさえ満たされればあとは何もいりません」

「うれしいこと言ってくれるねえ」

「それに今の暮らしって、ぜんぜんすてきじゃないですか。たとえばいま住んでる家も、味わいがあって温かみもあって、わたし好きですよ？　だだっ広くていつも使用人に囲まれてる有栖川の暮らしより何倍もいいです。そもそもわたしたちがいっしょに暮らすためのお金を出してくれてるのはお兄ちゃんじゃないですか。感謝こそすれ、恨みごとを言う筋合いはありません」

「そうか。うん。そうなのかな」

「むしろ鷹たかノの宮みやから援助を受けてるわけでもないお兄ちゃんが、どこでどうやってお金を稼いでいるのか。そっちのほうがわたしにとっては問題なんですけど？　お兄ちゃん、そのことについては一向に話してくれませんから」

「あはは。まあね、それはね」

　そこはまあ、おいおいというか。

　あんまり大っぴらに話せることでもないから内緒である。

　あ、といっても別に違法行為に手を染めてるわけじゃないので、そこはご安心を。

「むう。兄妹きようだいの間で隠しごとなんて。これはゆゆしき事態です。どうあっても話してくれないというのであれば、恥を忍んで有あり栖す川がわの諜ちよう報ほう部ぶに頼み込んででも──」

「なあ秋あき子こ」

　不穏なことをぶつぶつ言ってる妹に、僕はニッコリ笑いかける。

「この先できるだけ長く、ふたりで仲良く暮らしていけたらいいな。あのオンボロの寮でいろいろ不自由しながら、それでも楽しく慎つつましやかに──僕は心からそう願ってるよ。だって僕は秋子のことが大好きだからね」

「……あからさまに話をそらされてる気がしますが。まあいいでしょう。そんな甘いセリフを聞かされると、わたしは簡単にニヤニヤ笑いをしてしまいます。率直に言って、わたしの機嫌はたった今とてもよくなりました」

「そうか。そりゃよかった」

　それとわかっていながら乗ってくれる妹が、僕は本当に大好きです。

「長い年月を経てようやく再会できたんですから。兄妹ふたり幸せに、末永く暮らしていきましょうね」

「うんうん」

「……まあもっとも？　お兄ちゃんが今のままわたしに手を出さないでいると、愛想を尽かしたわたしはいずれ有栖川の家に帰ってしまうかもしれませんけど……ね？」

「うんうん。だったら今日にでも荷物をまとめて帰ってくれていいから……ね？」

「ごめんなさいお兄ちゃん。秋子、ちょっと調子に乗りました」

「わかればいいんだ」

　そんなわけで店内へ。

　春休み期間の僕たちは言うまでもなく、今日は日曜日で休日だから。中はちょっとした人いきれが立つくらいごった返している。

「さて。何から買っていこうか」

　案内板を見ながら、僕は懐からメモを取り出した。

「お兄ちゃん。それは？」

「買い物リスト。とりあえず必要そうなものを、あらかじめ書き出しておいたんだ。友だちと相談しながらね」

「ふうん……？」

　目を細め、じっとメモをのぞき込む妹。

　上から下から斜めから、まるでＣＴスキャンでもやってるみたいに念入りに──と思ったら、今度はくんくんとニオイまでかぎだした。

「……秋子？」

「あやしい」

　ぽつんと漏らして、

「お兄ちゃん。その人のお名前は？　お兄ちゃんとはどんな関係なんです？」

「へ？」

「正直に答えてください」

「いや、正直にも何も……猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみっていう、ちょっと変わった名前の友だちだよ。こっちに来る前はいちばん仲の良かったヤツで。そいつ事情があってひとり暮らししてるから、今回のことではいろいろ相談に乗ってもらってるんだ。生活の知恵的なやつをさ、教えてもらったり。このメモもその成果」

「……ふむ。そうですか」

　なおも『じーっ』と僕を見つめていた妹だけど。

「たまには外れることもあるんですね。女のカンって」

　とか何とか訳のわからないことを言って、ひとりで納得してしまった。

　……何なんだよ一体。

「ところでお兄ちゃん。あれは何でしょう？」

　しかもあっさり話題を変えやがった。まあいいけどさ。

　ええと、どれどれ……妹が示したほうへ目を向ける。

　と、そこには赤い法被はつぴを着た店員が『タイムセールです！』とがなり立てる姿が。

「あー。なんかの特売みたいだな」

「とくばい？」

「安売りだよ要するに。ディスカウントセール。相場よりずっと安い値段をつけた商品をならべて客を寄せて……」

「相場よりずっと安く？」

　妹の目がキラリと光る。

「何を、いくらで売ってるんです？」

「ええと何だ……十個入り使い捨てカイロが九割引、だってさ」

「九割引!?
 」

　さらに食いついてきた。

「落ちつけ秋あき子こ。九割引っていったって、使い捨てカイロだぞ？　そろそろ春も近いっていう今の時期に買い込むようなものか？　そもそもあれって、特売というか態ていのいい在庫処分セール──」

「というかお兄ちゃん。使い捨て回路とは一体なんでしょう」

　知らずに食いついたのかよ。これだからお嬢さま育ちは。

　いやまあ。僕だって、お金に関しては不自由しない家で養ってもらってたんだけど。

　ともあれ説明してやると、妹はいよいよ興味をひかれたようで、

「なんてことでしょう。そんな便利なものがあったなんて……有あり栖す川がわにいた頃ころは存在すら教えてもらえませんでした。『そんな庶民じみたもの、有栖川の人間が使うべきではありません』とかなんとか、どうせそんな考えだったに決まってます。見み栄えで損をする典型ですね」

「まあそんなとこだろうな」

「お兄ちゃん、あれを買いましょう」

「待て待て。今日ここに来たのは、今すぐ必要な日用品を買うためだろ」

「だって、相場の九割も安く売ってるんですよ？」

「つってもせいぜい百円とか、そのくらい得するだけ──」

「その百円が大事なんじゃないですか。百円を笑う者は百円に泣きます」

「そりゃそうかもだけど」

　うーん。

　どうも『相場より安い』ということに対して、やたらと敏感に反応してるみたいだ。たぶん有栖川でそういう教育を受けていたんだろうな。あそこって代々、相場で稼いできた家柄だし。

　あとはまあ、使い捨てカイロという未知の物体を使ってみたいんだろう、単純に。

「お兄ちゃんご決断を。早くしないと売り切れてしまうかもしれません」

「時期はずれのカイロが速攻で売り切れるとは思えないけど……まあいいや、買っておいで。ワンセットだけな？」

「はい！　行ってきます！」

「ていうかお前、ひとりで買いに行けるのか？」

「だいじょうぶです。五円玉と十円玉の区別ぐらいはちゃんとつきます」

　不安だなあ。

「10
 と刻んであるのが十円玉で、よく似てるけど周りがギザギザになってるのが五円玉です。ギザギザは半額になるって意味なんですよね？」

「…………
 」

「そんな目をしないでくださいよう。冗談ですってば」

「……気をつけてな？　お前はついこの間まで生きつ粋すいの箱入りだったんだから」

「カードを使わなくてもお買い物できることぐらい知ってますし、紙し幣へい以外にもお金が存在することはちゃんと心得てます。何も心配は要いりません」

「不安だなあ」

「それでは行ってきます！」

　僕の心配をよそに、妹は元気よく駆けていく。

　まあ新しい日常生活を送るためのスキルもいろいろ身につけてもらわなきゃだし、経験値を積ませるにはいい機会だろうから。かわいい子には旅をさせろ、ってやつだ。

　それにしても。

　ホント目立つなあ、あいつ。

　黒髪のロングにグレーのコート、黒いタイツ。

　むしろ地味すぎるくらいの格好なはずなのに、やたらと存在感が際だっている。すれちがう客がそろって妹を振り返る姿を見るのは、兄として素直に鼻が高い。

　お。特売コーナーの前に立ったな。

　店員さんとどんな会話をしてるのかは聞こえないけど、『これひとつ下さいな』とか何とか言ってるんだろう。ニコニコと屈くつ託たくない笑顔の妹に、店員さんはちょっと顔を赤くしてキョドっている。

　さもありなん。

　ブラコンというただ一点を除けば、あいつはどこへ出しても恥ずかしくない美人だし。

　──お。戻ってきた戻ってきた。

「ただいま戻りました！」

「うん。お帰り」

「ほら、ちゃんと買ってきましたよ！」

「うんうん。よかったな」

「ごほうびに頭をなでてください！」

「なんでだよ」

「さっそく使ってもいいですか!?
 」

「あ。うん。いいけど」

　店内はうっかりすると汗ばむくらい暖房が効いてるんだけど。

　まあいいか。

　袋から取り出したカイロをほっぺたに当てながら、妹はご満悦の表情。あれだけ喜んでくれるなら、多少の出費は安いものだ。いい服をそろえてやるのはともかく、使い捨てカイロを与えてやるくらいの甲か斐い性しようは僕にもある。

　さて。

　とりあえず満足してくれたみたいだし、買い出しの続きを──

「お兄ちゃんお兄ちゃん！」

　妹が両手をわたわたさせながら猛アピール。

「あれを見てください！　またタイムセールが始まるみたいですよ！　今度はみかんですって！　みかんですよみかん！　あっ、向こうでも始まるみたい！　あっちでは洗剤があんな値段で──と思ったら、ほらあそことかこっちでも始まるみたいです！　行きましょうお兄ちゃん！」

「……あー」

「早く早く！　急がないと無くなってしまいますよ!?
 　個数限定なんですから！」

「あーもー。わかったわかった」

　まあ。

　みかんは僕も好きだし、洗剤もある程度ストックしておいて損はないし。特売の列に並ぶのもアリっちゃアリだけど。

　でも今日は他ほかにもっと買い込むべきものがあるわけで。それも今日いますぐ必要なものがたくさん。

　となると、僕と妹がふたりして行列に並ぶのはちょいと時間をロスしすぎる。

　しょうがない。僕は妹と別行動を取り、必要な買い出しを済ませるとしよう。

「むむ……？　お兄ちゃんと別行動？」

　そう話して聞かせると、妹はたちまち絶望的な顔で悩み始めて、

「せっかくお兄ちゃんと買い物に来たのに離れ離れ？　そ、そんな理不尽なことあっていいはずが……でも特売は今にも始まり、即座に終わる可能性も十分あるわけで。わたしとしてはお兄ちゃんと行動を共にするのが当然すぎる結論とはいえ、あれだけの特売を前に引き下がるのはあまりに無念……でもお兄ちゃんとはいっしょに居たい……あ、あ、ああ、あうう、ど、どうすれば？　いったいどうすればいいんでしょう？　二に兎とを追いつつ二兎を得る方法はないんでしょうか？　な、何か、何か──」

　なんか可哀かわい相そうになってきた。

　よっぽど気に入ったんだな、特売。

「秋あき子こ」

「は、はい？」

「今からお前に任務を与える。極めて重大な任務なので、拒否は認められない」

「重大な任務……？」

「たった今この時から、お前は別行動を取れ。そして可能な限りの特売品を手に入れ、家計の助けとなるよう取り計らうこと」

「！」

「予算を渡すので、その範囲で任務を遂行せよ。……わかるな秋子？　これはお前のためである以上に、僕のためでもある任務だ。一時的にせよ僕と別れるのはつらいだろうけど……全知全能を尽くし、よろしく遂行するよう」

　ずびしっ、といくらかのお金を渡し、激励する。

「いいか？　繰り返すけどこれは僕のためなんだ。拒否は許されないぞ？」

　妹はキョトン顔でお金を受け取り、ちょっとした放心状態だったけど、

「お兄ちゃんとは離れなきゃいけない……でも特売を思う存分に回れて……しかもお兄ちゃんのためになる……」

　やがて両目に光る理解の色。

「わかりましたお兄ちゃん。秋あき子こがんばります。お兄ちゃんのために精一杯がんばって特売を制圧し、家計を楽にしてきます」

「その意気だ。終わったら中央広場に集合な？　さあ行ってこい」

「行ってきます！　ひゃっほーい！」

　ひゃっほーいて。

　よっぽどうれしいんだな。

　靴に翼が生えたみたいな足取りで駆けていく後ろ姿を見送りながら、僕は苦笑い。

　ま、これまで兄らしいことをあまりしてこれなかったわけだし。

　このくらいの甘さはいいんじゃないかな？






　　　　＊







　さて。

　僕は僕で買い物を済ませなきゃいけない。

　妹ほどじゃないにせよ、こっちもこういう買い物に慣れてるとは言いがたい。予算にも限りはあるわけだし、気を引きしめていかないと。

　もういちどメモを取り出してリストを確認。

　案内板の前でにらめっこを開始する。

　……うーむ。

　それにしても広いな、この店。

　敷地面積は東京ドーム何個分、という感じだし。西館と東館、さらに中央館が今いる場所で……家具類は東の３Ｆ、日用品類は西の２Ｆがメインなのか？　広いだけに何でも揃そろいそうではあるけど、ちょっと不便だなあ。

　まあいいや。

　ひとつずつ地道に用事を済ませていこう。

　ええとエレベーターはどっちに──

（……おや？）

　歩き始めてからほどなくして、僕は足を止める。

　妹との待ち合わせ場所に指定した中央広場の、さらにド真ん中。

　人でごった返しているはずの店内に、ちょっとしたエアポケットが出来上がっていた。

　なんだろ？

　行き来する客が、みんなその空間を見ては目を丸くしてるんだけど。なんかのイベントをやってる……ってわけでもないよな。かといって揉もめ事ごとが起きてる感じもないし。

　エレベーターに向かう通り道だったこともあり、僕の足は自然とそちらに向かって。

　やがて人々の隙すき間まからその空間が見えてくる。

「うわ」

　思わず声が出た。

　そのくらいきれいで、何より目立っていたのだ。そこにいた人は。

　女の子である。

　たぶん歳としは僕と同じくらい。

　ただし、僕よりもいくぶん大人おとなびて見える。

　そして金髪。

　細くて軽そうで、いくぶんウェーブの掛かったハチミツ色の髪を、軽めのツインテールに垂らしたすごい美人が。何をするでもなくそこに突っ立っていた。

（マネキンか……？）

　とさえ一瞬思ったけど、確かに生身の人間らしい。もしあんなものが作れるなら、人はとっくに神の領域を超えてるだろうし。
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　むっつりと押し黙った──というか冷めた感じの──いや、どれもちがうな。ごく単純に表情らしい表情がないというか。しかもそれだけ無愛想でありながら、美人っぷりがいささかも損なわれていないところがすごい。いわゆるクールビューティーってジャンルに入るだろうか。

　世の中あんなのもいるんだな。

　そりゃまあ、あんなのがあんな目立つところにディスプレイされてたら、誰だれだって目を引かれるし。同時に誰も近づきたがらないのもよくわかる。

　考えてみれば、さっきは妹の周囲もわりとこんな感じだった。今日のこの店は、桁けた違ちがいな美人とのエンカウント率がやたらと高い特異点になってるのかも。

　まあいいや。

　おどろきの遭遇ではあったけど、それはそれ。早いところ買い物を済ませてしまおう。ただでさえ色んなものを買わなきゃいけないんだし──

　っておいおい。

　なんか急に周りの空気が変わったな、と思ったら。

　例のマネキン美人がこっちに近づいてくるじゃないか。

　こっちというか……え？　僕？　めちゃくちゃガン見されて──って言ってる間にもすたすた歩いてきて、

「あなた」

　僕の前に立った。

　その顔は相変わらずのクール＆無表情で、

「名前は？」

「へ？」

「名前を聞いているわ。あなたの」

　見事なブロンドと青色の目をしてるけど。純血の白人とはちょっとちがうのか。和風っぽい顔立ちが混ざっている感じ。

　背丈は僕と妹のちょうど間ぐらい……なんて冷静に分析してる場合じゃない。

「名前って、僕の？」

「ええ」

　そう言って、じっとこちらを見つめてくる。無表情のまま、真まっ直すぐに。

　……なんだろ？

　不思議な感じだった。

　字面だけ見ると、やたら高圧的で高慢な物言いと態度なんだけど。決してそういうわけじゃなくて。まるで『相手がそうすることがあらかじめ分かっている』みたいな。そんな言い方というか。

　事実、僕は戸惑いつつも口を開いていた。

「秋あき人と、だけど」

「アキト？　それは下の名前ね。上は？」

「ええと、姫ひめの小路こうじ」

「──そう」

　と言って、またじっと僕を見る。

「じゃあ気のせいかしら。女のカンもたまには外れるのね」

「女のカン？」

　どっかで聞いたセリフだな。

「ええと、それで？　僕を呼び止めた理由は一体なんだったの？」

「大したことじゃないわ。ただ、あなたからイヤな臭においがしたから」

「へ？　僕？」

「ええ。あなた」

「…………
 」

　なんかすごい理由を聞いた気がした。

　ていうかそんなに臭うのか？　風ふ呂ろには毎日入ってるし、元から体臭がキツいってこともないはず……はっ!?
 　ひょっとして昨日の夕食が原因か!?
 　妹の作る料理って、おいしいんだけどやたらとニンニクを使う傾向があるんだよなあ。『たくさん食べてたくさんスタミナをつけてくださいね！　むふふ』とか言って。気をつけてはいたつもりなんだけど、これからはもっと気をつけたほうが……

「にんにくとかそういう臭いじゃないわ」

　がしかし、彼女は首を横にふって、

「あくまでわたくしにとってのイヤな臭い、ということだから。普通の人は気にもならないでしょうし、あなたの不摂生が原因というわけでもないでしょう。気にしないで頂ちよう戴だい」

「いや、そんなこと言われると余計に気になるんだけどな……」

　出会い頭に他人のことを『臭う』とか言っといて、そりゃあんまりだ。

「そうね、ごめんなさい。あんな言い方をすれば気にするのも当然ね。お詫わびに何かごちそうするわ」

「え？　いやいいよ、遠慮するよ」

　思わぬ足止めを食ってしまったけど、僕だってヒマな身分じゃない。

　あまり妹を野放しにしておくのも心配だし、なるべく早く買い物を済ませて合流を──

「正直に言うと、ちょっと居づらいのよ。ここ」

　と彼女は言った。

「人目を集めすぎるし、かといって特にすることもないし。別に食事じゃなくていいから、少し付き合ってもらえるとありがたいわ。あなたはここに買い物に来たんでしょうから、それを一緒させてもらえるだけでも構わないし」

「……ええと。僕と君って初対面だよね？」

「そうね。不思議と初対面という気はしないけど」

「というか、居づらいんだったら店を出ればいいんじゃ？」

「それはそれでシャクなのよ」

「……？」

　なんだかよくわからない金髪美人であった。

　うーん。どうしようか。

　ていうか、超目立つ彼女といっしょにいるせいで、さっきから僕にまで注目が集まり始めてる。居心地わるいことこの上ない。かといって無下に追い払うのもさすがにどうかと思うし。

「わかった。とりあえずここを離れよう」

　そういうことになった。

　日用品類の売ってる西の２Ｆへ、ふたりして歩く。

　意外というか何というか、僕といっしょにいるというそれだけのことで、彼女の異様なほどの目立ちっぷりもだいぶ和やわらぐようで。さっきの場所をいったん離れてしまうと、周囲の視線もあまり感じなくなった。辛からすぎる料理に砂糖を足してマイルドにするようなものなんだろうか、これは。

「不思議なものね」

　と、彼女の方でも同じような感想を持ったようで、

「あなたといっしょにいるだけで、居心地の悪さがずいぶん解消されたわ。それもこれも、おそろしく地味でこれといって目立つところのない平凡なあなたが、いい具合に緩衝材がわりになってくれてるおかげね。ありがとう、お礼を言うわ」

「…………
 」

　なんだろう。

　お礼を言われてるはずなのに、こんなもにょもにょする気分になるなんて。

「というかさ」

　タコ足配線用のテーブルタップを探しながら、

「君、何しにここへ来たの？　買い物とかしに来たんじゃないの？」

「別にそういうわけじゃないわ」

「だったらなんで？」

「聞いたらおどろくわよ」

「へえ？　そりゃいよいよ聞いてみたいな。なんで？」

「特に理由はないわ」

「…………
 」

　おどろくというか、呆あきれた。

　ほんとに特に理由もなく場違いな場所に来て、それで途方に暮れてたのなら。そりゃ世話ないってもんだ。

　というか、よくよく見るとこの子の着てる服。

　赤のロングコートに白いタートルネックのワンピースというシンプルなものだけど。めちゃくちゃ質の良さそうなものだった。

　たぶんこれ市販品じゃなくて、オーダーした一品モノじゃないだろうか。僕も鷹たかノの宮みやにいたからその手のことは多少なりともわかるけど、お金があるという以上にきちんとした筋の人間じゃなきゃ身につけられないものだ。

　正直、庶民的なこの店の雰囲気にはふさわしくない。

　ほんと何しに来たんだろ彼女。

「ところでちょっと聞きたいんだけど」

「え？　なに？」

「あなたって童貞？」

「……は？」

「この場合の『ドウテイ』は、英語でいうところのチェリーボーイね。ある場所へ至るまでの道筋、という意味ではなく」

「……ああ。『道程』ね」

「それで？　あなたは童貞なのかしら？」

「……それって、『ある場所へ至るまでの道筋』って意味のことを聞いてるわけじゃないよね？」

「ええそうね」

「……なんでそんなこと訊きくの？」

「訊いてはいけなかったかしら」

「いや訊かないだろ普通は。そういうの訊くのって、もっとお互いのことを深く知ってからなんじゃない？」

「ちなみにわたくしは処女よ」

「ちょ!?
 　僕はそんなこと訊いてないぞ!?
 」

「たった今、あなたはわたくしの個人的なことをずいぶん踏み込んで知ったわね？　だったらあなたも話していいはずだわ」

　なんてやつだ。

　初めて見たぞ、プライベートをこんな形で押し売りしてくる人。

「……君、黙秘権って知ってる？」

「ええもちろん。あなたは今それを行使するのかしら」

「必要とあればそうする」

「でもわたくしは、あなたはきっとそんなことはしないと思うわ」

「なんで？」

「そんな気がするから」

　カンかよ。

　しかしそれにしても腹が立つ。

　なぜって、そのカンがきっちり当たってるからだ。

　相手の性的情報を一方的に知っておいて、こっちは何も明かさないなんて。なんだか気持ち悪いじゃないか。たとえそれが押し売り情報だったとしても。

　あーもー。

　しょうがないな。

　っていうか思いっきりペースに乗せられてるな、この子の。

「…………
 だよ」

「え？　ごめんなさい、よく聞こえなかったわ。もういちど言ってもらえるかしら」

「──てい、だよ」

「うつむいてぼそぼそしゃべられても判らないわ。あなた、わたくしとコミュニケーションを取る気があるの？」

「童貞！　童貞だよ！　何度も言わせないでくれよ！」

「え？　ごめんなさい、よく聞こえなかったわ。もういちど言ってもらえるかしら」

「いやさすがにそれは嘘うそだろう!?
 　今のはめちゃくちゃハッキリ言ったはずだ！」

「ええそうね。大きな声を出したあなたを、周りの人たちがみんな見ていたわ。童貞であることをこんな公の場で発表したあなたをね」

「うぐっ……」

「なるほど。真っ赤になってぷるぷる震えてる姿が、ちょっと言葉で言い表せないくらい可愛かわいらしいわね。正直、かなりそそられるわ」

「ちょ」

　なんてこと言うんだこいつは！

　痴女!?


　ひょっとして痴女なのこの子!?


「そんな顔しないで。冗談よ」

「そ、そうか。冗談か。いやまあそうだよな、さすがにいくらなんでも──」

「といってもわたくしは天あまの邪鬼じやくだから。わたくしが言う『冗談』はすべて、うそ偽りない本心なのだけど」

「……僕、もう帰っていいかな？」

「ごめんなさい。冗談よ。今度は本当に冗談」

「それならまあいいけど……」

　ていうか。

　天あまの邪鬼じやくって、今でいうところのツンデレってやつだよな。

　むしろツンデレというやつが、かつて天の邪鬼と呼ばれていたものの現代版というか。

　いやまあ、ほんとにどうでもいい話だけど。ちょっと動揺してるのかな、僕。

「まあ天の邪鬼というのも実はうそで、本来のわたくしはもっと素直で率直なのだけど」

「どっちなんだよ……」

「ごめんなさいね。なぜだか分からないけど、あなたの言うことなすこと全すべてにいちいち反発してみたくなるの。不思議よね」

「そりゃこっちのセリフだ」

「それにしてもあなた。やっぱり臭におうわね」

「つうかその話まだ引っ張るわけ？　ていうか君ってさ、ごく単純に僕のこと嫌いなだけなんじゃ？」

「いいえちがうわ。今も言ったけど、なぜだかあなたに対しては盾たて突ついたり歯向かったり食ってかかったりしたくなるというだけ」

「……とにかくそういうのは遠慮してくれ。僕はいちおう、君から望まれてこうして付き合ってるんだぜ？　もうちょっとそれなりの対応をしてもらってもバチは当たらないと思うんだけど」

「そうね。その通りだわ。不思議よね、ほんとうに」

　と言って、彼女は少し首をかしげる。

　その顔には相変わらず表情らしい表情がない。

　恐ろしいことに彼女、さっきからずっと同じテンションのままこんなことをしゃべってたりする。

「正直に言うと」

　テーブルタップを品定めする僕を見ながら、

「わたくし、こういう場所にひとりで来るのは初めてだから。いつもなら外出する時はボディーガードがいっしょだけど、今日はわたくしひとりだけ。だから迷える子羊のようにわたくしはおびえ、震えながらあそこに立ちつくして途方に暮れていて──そこにあなたが現れたというわけ。まるで救世主のように」

「……べつに僕じゃなくてもいいだろ。他ほかにもたくさん人はいたし」

「ええ。いたわね」

「それにぶっちゃけ僕って、地味で目立たない方だし」

「ええ。まったくその通りね」

「……そこは多少のフォローを入れてもいいんじゃないかな？　さっきもその点について散々なこと言ってくれたよね？」

「でもあなた」

　と、彼女は僕のほうを見る。

　その青色の瞳ひとみはひどく澄んでいて、まったく邪気がなくて。

　そんな風に見られると、ちょっと反応に困ってしまうのだけど。

「地味で目立たないけど、魅力的だと思うわ」

「…………
 」

　あー。

　ホントどういう反応したらいいんだろ？

　そんな風にじっと、心の奥底まで見透かすように見つめられると。すっごいムズムズするんだけど。たとえお世辞だとわかっていても。

「まあ、ただのおべんちゃらなのだけどね」

「まだしもお世辞のほうがよかったよ!?
 」

「こうしてゴマをすっておけば、お人ひと好よしそうなあなたは決してわたくしを見放したりしないでしょうし」

「……いや、そりゃそうかもしれないけどさ……そういうことは事実だとしても心の中に秘めておこうよ……」

「こう見えてもわたくし、人を見る目はあるの」

　と、彼女は話の流れをぶった切って、

「それに勉強も運動もとびきり良くできるし。先輩からは大いに頼られてるし、後輩からはとても慕われているわ」

「はあ」

「ついでに言えば鼻筋はきれいに通ってるし、すこし薄めのくちびるも魅惑的だし、目元はあくまでも涼やかね。スリーサイズも人並み以上だし、等身も高いし。家柄も……まあ多少面倒くさいのを除けば悪くないはずよ」

「ええと……何の話？」

「ただの自己アピール」

「はあ」

「ごめんなさいね。気を悪くしたのなら謝るわ。ただわたくしは──」

　と。

　彼女はまたじっとこちらを見る。

「あなたと仲良くなりたかったのよ」

「……だったらもっと別のやり方があったんじゃないかな？」

「そうね。まったくその通りね」

　と言って視線を外し、「不思議だわ」と呟つぶやくのだった。

　君の存在そのものの方がよっぽど不思議だよ、と僕は思う。

「そろそろ行くわ」

「えっ？」

「ありがとう付き合ってくれて。また会いましょう」

　そう言い残すと、彼女は返事も待たずにきびすを返す。

　コートの裾すそをひるがえして颯さつ爽そうと歩き去る姿は、春を待たずに海の向こうから渡ってきた燕つばめみたいで。

　美人ってのは容姿だけの問題じゃないんだな、ってつくづく思わせてくれるけど。

　ていうか『また会いましょう』とか言ってたけど。僕、あの子の名前すら聞かなかったぞ、そういえば。

　そもそもいきなりこっちに近づいてきて僕の名前を訊きいたりとか。

　僕から変なニオイがするとかどうとか。

　最初から最後まで、何が何だかよくわからない子だったな。でも不思議なことに、そんなにイヤな感じはしないんだよな。

　あれだけ言いたいこと言って、さんざん僕を振り回してくれたことを考えれば。これこそあの金髪美人の奇妙さの最たるものだろう。

　……って、んなこと言ってる場合じゃない。ぜんぜん買い物が進んでないぞ。これじゃ妹との待ち合わせに間に合わな──

「お兄ちゃんっ」

「うわっ!?
 」

　いきなり声をかけられて振り向くと、そこに見慣れたニコニコ顔があった。

「なんですかお兄ちゃん。まだお買い物中なんですか？」

「う、うん。秋あき子こは？」

「こちらは無事にお買い物終了です。ほら、見てください！」

　と言って、戦利品の数々を示してみせる。

　みかんに洗剤はもちろんのこと、砂糖やらしょうゆやらゴミ袋やらタオルやらが、山のようにカートに積まれていた。

　中には僕が買い物を担当する予定だった品なんかもあったりして。

　というかカートの使い方も覚えたんだな。別に教えたわけでもないのに。どうやらこの妹は、僕が思ってる以上に高い適応力を備えてるみたいだ。

「にしても……ちょっと買い込みすぎじゃないか？　僕が渡したお金でちゃんと足りたのか？」

「だいじょうぶです。というか、これってお金を出して買ったものはあまりなくて」

「え。じゃあサービスか何かでもらったってこと？」

「はい。店員さんとお話ししてるうちに、なんだか色々おまけをつけてくれたんです。みなさんいい人たちばかりでした」

　なんと。

　そんなちゃっかりしたところまで身につけているとは。

　箱入り生活が長いから、もう少しひ弱な感じになってるとばかり思ってたのに。

　というか──

「秋あき子こ」

「はい？」

「よくわかったね。僕のいる場所」

「それぐらいの目星はつけられます。お店は確かに広いですけど、お兄ちゃんが買おうとしているものは知ってるんですから。こちらのお買い物は早めに済んだので、散歩がてらにそれらしい売り場を拾い歩いていたら、こうしてお兄ちゃんに会ったと。それだけのことですよ？」

　……うーむ。

　中々どうして、しっかりしてるじゃないか。

　いやまあ確かに、『立派な子に育ってくれよ』ってことについては、手紙で口酸っぱいくらい言い聞かせてたわけだし。妹はきちんとそれに応こたえてくれたんだろうけど。

　僕、ひょっとして妹のことを過小評価しすぎ？

「それでお兄ちゃん。お買い物はあとどのくらい残ってるんです？」

「え？　ああいや……実はまだひとつも」

「ひとつも買ってないんですか？　あれだけ時間があったのに？」

「うん。いやまあ」

「ふふ。やっぱりお兄ちゃんは、わたしがついてないとダメなんですね。さあ、わたしがいっしょに選んであげますから。早くお買い物を済ませましょう」

　ぐお。

　なんてこった。

　妹から子供あつかいされてる。

　というか、彼女の僕を見る目が優しすぎて痛い……。

「いえいえお兄ちゃん。気にすることはないですよ」

　と妹は笑う。

「自分で言うのもなんですけど。こう見えてもわたし、割としっかり者なんです。生徒会では書記を務めてますし。先輩からは頼られ、後輩からも慕われてるんですよ？」

「ふむ」

　何かどっかで聞いたようなセリフだな。

「そうか。僕と離れてる間も、ちゃんといい子にしてたんだな秋あき子こ」

「はい。お兄ちゃんの自慢の妹ですから」

　うん。

　その点については僕も全面的に賛成だ。

「よしよし。えらいぞ秋子」

「えへへ。もっとほめてください」

「うんうん。えらいえらい」

「えへへ。もっと頭をなでてください」

「もっとも何も、そもそも僕はお前の頭をなでた覚えがないよ？」

「ちぇ、バレましたか。このままどさくさに紛れていろいろしてもらおうと思ったのに」

「バカなこと言ってないで行くぞ。ちょっと時間を取りすぎた」

「はい行きましょう。──でもお兄ちゃん」

　と、そこで妹は眉まゆをひそめて、

「さっきから気になってたんですけど」

「え？　なに？」

「なんだかイヤな臭においがします」

「へっ？」

「何か、わたしをとても不快にさせるニオイが。お兄ちゃんの周りからぷんぷん臭ってくるんです。なんでしょうこれ……何かこう、イラっとくるんですが」

　ショックだ。

　ブラコンを公言してはばからないこの妹をして『イラっとくる』ほどの臭いを？　僕が発散させてるって？

「なんでしょうね、これ。思い出せそうで思い出せないニオイというか……思い出すのを脳が拒絶してるというか……」

「そ、そんなにマズいのか？　僕の臭いって」

「はい。大変にマズいです。このままでは姫ひめの小路こうじの家名に修復不能な傷がつくことになるでしょう」

「そ、そんなにか!?
 　そこまでか!?
 」

「はい。こんな公共の場でまき散らしていいニオイじゃないことは明らかです。事態は緊急を要します。可か及きゆう的てき速やかに解決しなければなりません」

「ど、どうすればいい!?
 」

「はい。方法はひとつしかありません」

「それは一体!?
 」

「どんなことでもできますか？」

「するよ！」

「男に二言はありませんか？」

「ない！」

「それではお教えします」

　コホンと咳せき払ばらい。

「今すぐわたしを抱っこしてください。そうすればたちまちにしてお兄ちゃんにまとわりついている不愉快なニオイは雲散霧消し、むしろわたしという可愛かわいい妹の移り香によってどんな香水にも勝る」

「さて。さっさと買い物を済ませて風ふ呂ろに入るか」

「ああっ!?
 　待ってくださいお兄ちゃん！　どうせお風呂に入るなら兄妹きようだい水入らずでしっぽりと──」

　不ふ肖しようの妹が何か言ってるけど、正常人である僕の耳には何も届いてこない。

　さあ。遅れに遅れてしまった買い物を早く済ませて家に戻り、いろんなことが起きた今日の疲れを癒いやすとしよう。





三月三十一日（同居七日目）









『あはは。なるほどそれはひどい』

　僕の話を聞いて、友人──猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみはけらけら笑った。

『同じ日のうちに、女性ふたりから同じことを言われるなんて。どうしたんだい秋あき人と？　引っ越しのドタバタは、君に入浴も許さないほど過酷なものだったのかい？』

「誤解するなよ。風呂はちゃんと入ってるって」

『わかってるさ。君は必要十分、極めて適度に清潔な男だ。潔癖でもなければ不潔でもなく、そのあたりのバランスは優れてると思うよ。ついでに言えば僕の知る限り、君の体臭が平均以上に周囲を刺激するという事実はない』

　ちぇ。

　わかってるとか言いながら、明らかに楽しんでるんだよな、声が。

『だけど面白そうなひとじゃないか、その名前もわからない金髪のお嬢さん。どうせなら僕もその場に居合わせてみたかったな』

「ふん。できるものならそうしたらいいさ」

『おっと、そんなに機嫌を悪くしないでくれたまえよ。小さな島国とはいいつつも、十分にこの国は広いからね。京都と東京の間はなかなかどうして、気軽に行き来できる距離じゃない──君が新居に僕を招待してくれる様子もないしね？』

「そう急せかすなよ。君に催さい促そくされなくたって、そのうちちゃんと招待するから」

『それを聞いて安心した。でもね秋あき人と、僕は今だからこそ君の家にお邪魔したいというのが本音なんだよ』

「なんで？」

『今がいちばん危険な時期だと思ってるからさ』

「危険な時期って、なんの？」

『君たち兄妹きようだいが禁断の一線を踏み越えるかどうかの、だよ』

「…………
 」

　しばし沈黙。

「……おいおいギン。銀ぎん兵べ衛えさんよ。そいつぁ杞き憂ゆうってやつなんじゃないのかい？　僕と妹が？　はっ、まさかまさか」

『君のかわいいところはね秋人。わかってるくせについそんな口調になってしまうところさ。君がそういうおどけたしゃべり方をするのは、何か心当たりがある時だけだろう？』

「む……」

『妹くんが君をひとりの異性として見ているのは間違いない。彼女の君に対するアプローチは率直で積極的、いわばアクセル入れっぱなしの暴走機関車だからね』

　その点は全面的に同意。

『でもね、彼女は暴走しつつもブレーキの存在を決して忘れない。必要な時に必要なだけブレーキを踏み、自分をコントロールすることができる』

「コントロールできてるって？　あれで？」

『できてるさ。先日言ったろう、妹くんがその気になればとっくに君を押し倒してるって。なのにそれをしないのは、誰だれより君の意志を尊重してくれてるからじゃないか』

「…………
 」

『ま、彼女がどのくらい自覚的にやってるのかはわからないけど。節度のあるいい子だと思うよ、妹さんは。その点僕はなにも心配していない』

「いい子だ、っていう点については僕も賛成だよ。でも心配いらないかどうかについては一考の余地があると思うぜ？」

『いやいや、妹さんに限っては心配いらないさ。一考の余地があるのは秋人、君の方なんじゃないかな？』

「おいおい。僕が妹に手を出すって？　血のつながった双子の妹なんだぜ？」

『僕は君という男を高く評価している』

　僕の問いには答えず、友人はそんなことを言う。

『君は一見、確かに平凡な人間だ。容姿は十人並み、成績も真ん中あたりを行ったり来たり。君の内申書を書く教師はさぞかし苦労するだろうね。五段階評価で三ばかりをきれいに並べ、課外活動なんかに精を出すわけでもなく、ともすれば教室にいたのかどうかすら忘れがちになる。絵に描いたように見事な凡人だったよ君は』

「言いたい放題だなあ。いやまあ事実なんだけどさ」

『ところが人間というやつの真価は、必ずしもそういうものばかりでは測れない。正直僕は、心のどこかで君のことを軽視していたところがあったように思うんだが……今回の君の件があって以来、その考えを修正せざるを得なくなった』

「大げさなやつだ」

『驚きだったよ、君の引っ越しと転校は。まさに青天の霹へき靂れきだった。そもそも僕は君に妹がいたことさえ知らなかった。たぶん昔から心に決めていたんだろうね、いつかまた彼女といっしょに暮らすんだ、って。そして六年もの間、その目的にたどり着くために着々と準備していたわけだ。誰だれにも知られることなく、たったひとりで。それゆえ君は徹底的に妹くんの存在を秘した。むろんそれで正解だよ。策は密をもってよしとする、兵法の基本中の基本だ』

「だから大げさなんだって」

『君がどういう計画を立て、どうやって遂行したのかまでは知らない。だけどそれが恐ろしく綿密で、同時にうんざりするほど地道な作業だったことは想像に難かたくない。しかも君は誰にも頼らず、頼るどころか語ることすらせず、あくまで孤独のまま鮮やかに成し遂げた。見事なものだよ』

「大したことをしたわけじゃないよ。誰だって思いつくことを思いついて、誰だってやれることをやっただけなんだから」

『君は誰にでもできそうに見えることのすべてが、本当に誰にでもできることだと思うのかい？』

「いやまあ、それは……」

『まして君が相手にしたのは有あり栖す川がわと鷹たかノの宮みやなんだ。いい加減に認めるといい。君は困難な仕事をやってのけた、これは紛れもない事実だよ。でなければこれだけ筋道立てて絶賛している僕は、とんだ道化になってしまうじゃないか』

「…………
 」

　気恥ずかしいやらなんやらで、僕は黙り込んでしまった。とりあえずほっぺたをポリポリ掻かいてみるけど、そんなことしたってほっぺたの赤い色は落ちてくれないよな。

　そんな気配を察したのか、友人は電話越しに笑いながら、

『だから僕は、妹くんの気持ちもよくわかるわけさ。そりゃあそれだけのことを成し遂げた兄なんだ、誰だって魅力は感じる。たとえ血を分けた肉親であってもね』

「……とりあえず、ひとつわかったことがある」

『なんだい？』

「ホメ殺しって、けっこうキッツいのな」

『あはは、まあ諦あきらめるんだね。いわゆる有名税というものがあるけれど、ほめられるに値することをやった人間もまた、それに準ずるものを支払ってもいいじゃないか』

「ほめられ税を払え、って？　そんなものいちいち払ってられるか。不当課税だ」

『さて。ここで僕が問題にしたいのは、だ』

　銀ぎん兵べ衛えは笑いを引っ込めて、

『そんな大仕事をやってのけた君の動機さ。それは君の妹くんに対する愛情が、極めて深いからに他ほかならない』

「そりゃまあ、ね。大事な妹だよあいつは」

『正直に言うよ秋あき人と。僕はこう思ってるんだ。妹くんがそうであるように、君もまた彼女のことをひとりの異性として見てるんじゃないかな、ってね』

「僕も率直に言うよ銀兵衛。はっきり言って考えすぎだ。そんなことはあり得ない」

『ほんとにそうかい？』

「というか僕は、どうしてそこまで信用がないのかわからないよ。君にしてはらしくない思い違いだよな」

『そうだといいんだけどね』

「というか、そこまで自信満々に断言する割には根拠が薄くないか？　君は何をもってそこまで断言するわけ？」

『決まってるじゃないか。カンだよ』

「おいおい」

　なんかよく聞くよな、最近。似たようなセリフを。

『動機うんぬんを力説したのは、単に直感を補強するための後付けにすぎない。悪いことに僕のそれはよく当たるのでね。それで大いに心配してるんだ、君が人の道を踏み外して鬼き畜ちくの道に落ちやしないかとね』

「……ねえギン」

『なんだい？』

「ひょっとして君、怒ってる？」

『あはは、当たり前じゃないか。何を言ってるんだい今さら』

　と、友人は大笑い。

『少なくとも僕は君のことを親友だと思っていたし、浅からぬ付き合いをしてきたつもりでもいる。いくら必要があったからとはいえ、その僕にひと言もなく去るなんて。水くさいし、悔しいね。僕は君にとってそれに値する人間じゃなかったのか、と思うと、はらわたが煮えくりかえるのを抑えられないよ』

「……いや。ごめん。それについては謝るよ、ほんとうに」

『いいさ。さっきも言ったけど、君が無意味に僕をないがしろにしたわけじゃないこともわかってる。そもそも怒ることと許すことは別の話だ。怒ってはいるけれど、君のしたことはとっくに許してるんだよ、僕は』

「そっか。いやまあ、そう言ってもらえるとありがたいんだけど」

『色々きついことも言ったけど、まあ気にしないでくれ。ご明察の通り、僕は怒りにまかせて君を不当に弾だん劾がいしているだけだからね。でもまあ、僕のことをまだ友人だと思ってくれてるのなら、この程度の感情の発露は許してもらえないか』

「そりゃまあ、この程度でいいならよろこんで……でもいいのかな？　正直僕は、君から一発殴られるぐらいは覚悟してたんだけど」

『そんな効率の悪い復ふく讐しゆうはしないから安心してくれ。それにこれだけでチャラにするつもりは僕にもない』

　と、今度は含み笑いの気配が。

『実を言うと、本格的な復讐はちゃんと別の機会に取っておいてあるのさ。だから心配には及ばないよ』

「……おいおい。穏やかじゃないな」

『僕は君から受けた精神的な衝撃を、きっちり倍にして返してあげようと思ってる。まあ覚悟はしておいてくれ』

「なんだよ。ひどいじゃないか。僕だって好き好んで君に黙ってたわけじゃないんだぜ？　とにかく相手が相手だから、徹底して秘密裏に動く必要があったし……親友といってくれるからには、そのあたりの事情をもうちょっと汲くんでくれてもいいじゃないか。君、僕の行動は許容しているって言ってただろ？　怒ってることと許すことは別の話だ、とも言ってたよね？」

『許すことと復讐することもまた、別の話なのさ』

「そうかあ？　なんか君、お得意の弁舌で僕を丸め込もうとしてない？」

『言いがかりはやめてくれたまえ、君の方が勝手に丸め込まれてくれるだけなんだから。……ま、そう不安そうな声を出さなくてもいいさ。復讐と言ったってごくおちゃめなものだよ。再会した妹くんと旧交を温めつつ、気楽にその日が来るのを待っててくれ』






　　　　＊







「くそう。ギンのやつ……」

　通話の切れた受話器を置いて、僕はひとりごちる。

　安心するといい、とか言われても。あんな言い方されたら気になってしょうがないじゃないか。

　いや。ひょっとしてこうやって気にすること自体があいつの企たくらみなんだろうか？　何だかそれはそれであり得そうな気がする。モヤモヤした気持ちを抱えている僕の姿を想像し、悦に入ってるのかもしれない。基本的にはカラリとした性格のやつなのに、僕をおちょくって遊ぶのが大好きだからな銀ぎん兵べ衛えは。

　しかしまあ、今回のドタバタの事情を打ち明けたあとは、率先して協力してくれたし（例の買い物リストとか）。そんなに怒らせずに済んだかな、と思ってホッとしてたんだけど。

　無理か。やっぱ怒るよな。

　事があるていど落ち着いてきたところで、きっちりその怒りを表明してきた、ってことなんだろう。時と場合を選んで感情を表してくれるのは、ありがたいっちゃありがたいけど……近いうちに機嫌でも取りに行こうかな。あいつの好きなケーキでも持って。

　さて。

　春休みもそろそろ後半戦。桜の花がちらほら咲き始めてるけど、花見としゃれ込むにはまだ早い今日この頃ごろ。

　誰だれかの保護を離れて自活を始めるのはこれが初めての僕だけど……いやはや、家事ってホント大変なんだな。

　掃除、炊すい事じ、洗濯、その他もろもろ。数え上げたらキリがない雑務の数々。

　やらなきゃいけないことが、後から後から出るわ出るわ。

　僕が慣れてないから、というのも大きいのだろうけど、それにしても忙しい。

　転入に際しての準備なんかは早めにやっておきたかったんだけど。後回しにせざるを得ない予感がひしひしとするなあ。

　まあ嘆いてばかりでもしょうがない。まずは目の前にある仕事から片付けていこう。

　ええと、残ってる仕事は、と。

　何だかんだで掃除はおおむね済ませているな。今日は妹が食事の当番だし、これもとりあえずは放ほうっておいてよし。ヘタに手を出すと足を引っ張りかねないし、料理は基本的に妹の方がうまい。

　となると、あとは洗濯か。

　これについては妹が率先してやってくれてるので、基本的に僕の出番はない。洗うのも干すのも取り込むのも、僕が気づく前にぜんぶやってしまうのだ。

　今日もまた我が家の庭には、ふたりぶんの衣類が春の日差しに揺れている。妹が帰ってくる前に取り込む──にしても、さすがにまだ乾ききってないだろう。

　ちなみに本日、生徒会の用事があるとか言って妹は出かけている。

　再会して以来、ふたり別々に行動するのは初めてのことだから。『お兄ちゃんをひとりきりにはしておけません！　だってさみしいじゃないですか！　主にわたしが！』みたいなこと言って、家を出る直前までさんざん渋ってたっけ──

　と、その時。





　ぴんぽーん





　玄関のチャイムが鳴った。

　……誰だれだろう？

　銀ぎん兵べ衛えすらまだなんだから、僕の友人が訪ねてくるはずもなく。まして親しん戚せき関係という線はもっとあり得ない。

　となるとご近所さんか、それとも何かの勧誘……？

「はいはーい。いま出まーす」

　果たして。

　昭和チックな曇りガラスの引き戸を開けたそこに立っていたのは。

「よう。有あり栖す川がわの家はここで間違いねえかい？」

「……はい？」

「ああ。今は姫ひめの小路こうじだったか。悪わりィ悪ィ」

「……あー、はい」

　なんと言ったらいいのか。

　ともあれ、目に見える特徴からひとつずつ挙げていこう。

　まず赤い髪。

　ルビーみたいに鮮やかな赤毛を、無造作なポニーテールに結い上げている。

　それから眼帯。

　黒くてシンプルな、それこそ独どく眼がん竜りゆう正まさ宗むねみたいな眼帯が、その人の右目を覆っている。

　でもって日本刀。

　これまたシンプルな拵こしらえの、大おお太だ刀ちと呼んで差し支えないごっつい凶器を、左手に軽々と握っている。

「ああこれか」

　と、その人は手にした太刀をひょいと持ち上げてみせて、

「心配すんな。竹たけ光みつだよ」

「──あ、ニセモノでしたか。そりゃそうですよね。現代日本でそんなあからさまに銃刀法違反なシロモノを、こんなに堂々と持ち歩いてるわけないですよね。竹光なら一応セーフですよね」

「まあ竹光っていう銘の真剣なんだけどな」

「完全にアウトですよねそれ!?
 」

「あっはっは。まあ心配すんな」

　その人は胸を反らせて豪快に笑い飛ばしながら、

「いくらあたしでも、町中で気軽にコイツを抜いたりしねえよ」

「いや、そりゃまあそうでしょうけど……」

「たまーに爪つめの手入れをする時に抜く程度だな」

「気軽すぎる上に刀に対して失礼ですよねそれ!?
 」

「あっはっは。あんたいい反応すんなあ。気に入ったぜ」

　というか。

　真っ先に挙げるべき特徴を忘れていた。

　制服を着てるのである。

　古式ゆかしさとモダンさの同居した、見事なデザインのやつを。

　当然、見慣れた服だった。

　今となってはもう、妹が着ている姿を毎日見ているわけで。

「姓は二に階かい堂どう、名は嵐あらしという。聖リリアナ学園の三年生で生徒会長だ。あんたの妹の、いってみりゃ上司だよ。よろしくな姫ひめの小路こうじ秋あき人と」






　　　　＊







「あんた、妹とはあんまり似てないなあ」

　刀を脇わきに置き、片かた膝ひざを立てて座りながら。

　生徒会長を名乗るその人は、開口一番そう言った。

「見た目は十人並みだし、聞いたところじゃ学業のほうもうだつが上がらねえ、って話じゃねえか。あんたアレか、妹のほうに養分を吸われたパターンか」

「いやまあ否定はしませんけど。初対面でずいぶんなこと言ってくれますよね……」

　ちゃぶ台をはさんで僕らは向かい合っている。

　お互いの手元には、湯気の立つ信楽しがらき焼やきがふたつ。

「気を悪くしねえでくんな。別にけなしてるわけじゃねえ。あたしゃ物事をずばりと言わなきゃ気の済まねえ性分なんだ」

「初対面の相手にも？」

「相手は選ぶさもちろん。でもあんたは有あり栖す川がわ──姫小路秋あき子この兄貴だし、あたしから見たら身内も同然なんだ。身内に対して妙にかしこまるのは、そっちのほうがよっぽど失礼だと思わねえかい？」

「はあ」

　というか、である。

　さっきから気になってしょうがないんだけど。

「あのー。二に階かい堂どうさん、でしたっけ」

「おう。なんだい？」

「ええと……『それ』については触れておいた方がいいんでしょうか。そっとしておいた方がいいんでしょうか」

　眼帯。

　そして日本刀。

　普通に考えれば『見て見ぬふり』が正解かもしれないけど。妹の上司で、しかも僕が通う予定の学園で生徒会長を務めてるとなれば、そういうわけにもいくまい。

「ははあ。なるほど」

　ニヤニヤ笑いで二階堂さん。

「つまりあんた、眼帯と日本刀に性的興奮を感じるタイプってことか」

「……は？」

「悪わりィ悪ィ、そんな特殊な趣味の持ち主に会うのはあたしも初めてでな。知ってればもう少し気をつけることもできたんだが……悪かったな、あんたを無駄にいきり立たせちまって。安心しな、同じミスは二度としねえよ」

「勝手に人の趣味を決めつけないでください。ていうか今の流れで何がどうなったらその結論にたどり着くんですか」

「だいじょうぶ、責任はちゃんと取ってやる。あんたがその気ならこの眼帯と日本刀をオカズに使ってもらって構わねえ。溜たまっちまって辛しん抱ぼうたまらねえんだろ？　ガマンは身の毒だぜ」

「いやだから。人の話聞いてくださいよ」

「あっはっは。いやいや冗談、冗談」

　声をあげて笑う生徒会長さん。人聞きの悪い冗談は本気でやめてもらいたい。下ネタとしてもあまりにあまりだ。

　……まあ。

　いっか、とりあえずは。

『触れない方がいい』ということを遠回しに言ってくれたのだと、そう解釈することにしよう。僕としては『見て見ぬふり』をしないで済んだだけでも十分だし──何よりも眼帯＆日本刀より気になって仕方ないことがまだ残ってるから。

「ええと、それでですね」

「おう。なんだい？」

「実はですね、もうひとつ気になってることがありまして」

「ふむ？」

「正直ですね、こういうことをわざわざ指摘するのはどうかと思うんですけど」

「遠慮すんな。さっきも言ったとおり、あんたはあたしにとっちゃ身内も同然だ。言いたいことがあったら男らしくズバッと言っちまえ」

「はあ、どうも。じゃあお言葉に甘えて言いますけど」

「おうよ。どんと来い」

　コホンコホンと咳せき払ばらいしてから。僕は視線をそらし気味にしつつ、

「見えてます。さっきから思いっきり。スカートの中」

　そう。

　もうほんと、いっそ潔いくらいに。見えちゃってるのである。

　厚手の赤いタイツに包まれた、口にするにはちょっとはばかられる箇所が。

　だってこの人、僕の正面で思いっきり片かた膝ひざたてて座ってるんだもん。チラ見えとかそういうレベルじゃなく見えちゃうのは、これはもうしょうがないことで。

「あっはっは。そうかそうか、見えてるか。そりゃそうだよなあ」

　だがしかし。

　二に階かい堂どう嵐あらしと名乗ったその人は豪快に笑って、

「まあ気にすんな。あたしは気にしねえ」

「あなたが気にしなくてもこっちが気にします。目のやり場に困ります」

「ちなみに今日の下着は赤な」

「そうですか、どうりで。見えてるとは言いましたが、ぶっちゃけ赤一色しか見えなかったから。いくら色の濃いタイツでも、下着の色がまったく透けて見えないのはおかしいなと思ってたんです。なるほど、そういうことなら難しい話じゃない。スパッツとかレギンスとかといっしょで、あんまり恥ずかしくないってことなんでしょうねきっと──って、いやそういう話じゃなくてですね」

「というのは嘘うそで、実はパンツ穿はいてないんだけどな」

「そうかなるほど。色の濃いタイツを装備してるのは、下着を穿いてない事実を隠いん蔽ぺいするためにあえて取った高度な戦略──じゃなくて！　だったらなおさらだめでしょう！　そんな大っぴらに足を開かないでください！」

「あっはっは。イイ反応するなあ、あんた」

　と言って、また彼女は豪快に笑う。

　なんというか。ほんと気持ちよさそうに笑うよなあ、この人。

「そのあたりの受け答え、妹にはねえ美点だ。大事にしなよ」

「はあ。そうですか」

「ああそうさ。有あり栖す川がわ──おっと、今は姫ひめの小路こうじか。まあどっちでもいいが」

「はあ」

「とにかくあたしのかわいい後輩、生徒会書記のあいつはな。クソがつくほど生き真面目まじめだし、何をするにしても杓しやく子し定じよう規ぎだから。有能だしいいヤツなんだが、どうも頭が固くていけねえ。そのくせ極端なブラコンってところだけはっちゃけてるんだから、ほんとよくわからんヤツだよな」

「ええとそれで」

　妹の話になってようやく思い出す。

「今日はどんなご用件で？　生徒会の用事があるとかで、妹は出かけてるんですが」

「そりゃそうだろう。あたしが言いつけた用事だからな、それ」

　と言ってニンマリ笑う。

　……なんというか、この人。

　三年生というからには、そんなに歳としも離れてないはずなんだけど。あんまり女の子っぽくないというか、なんだかずいぶん大物感あふれる人というか。

　そう。女の子というよりも、幕末あたりの浪人、って感じがする。

　それもたぶん、将来的には明治の元勲クラスの。

　そう思って見てみると、見事なポニーテールはチョンマゲの一種に見えてこなくもなかったり。

「ええと……思い違いでなければ、ですけど」

「なんだい？　言ってみな」

「二に階かい堂どうさんの言い方だとまるで、この家に僕をひとりきりにするために妹に用事を言いつけた、みたいな感じなんですけど」

「まるで、じゃなくて、まんまその通りだ。姫ひめの小路こうじ秋あき人と、あんたとふたりきりで話をしたくてな。妹には席を外してもらった」

「はあ。僕と、ですか」

「おうよ。あんたとさ」

　ニヤニヤ笑いの二階堂さんとは対照的に、僕はひたすら困惑。

「で、僕にどんなお話が？」

「なあに、大したこっちゃない」

　と言って、彼女は脚を組み直す。

　そんなことするとまた全開でいろいろ見えてしまうわけで、僕は気まずく目をそらしてしまうのだけど。

　次のセリフで否いや応おうなく視線を引き戻されることになった。

「あんた、あたしの男にならないか」

「…………
 は？」

「あたしの男にならないか」

「あ、いえ。言ってることはちゃんと聞こえてます。同じセリフをくり返さなくても」

「おう、そりゃすまなかった。で？　返事は？」

「……あの。それ本気で言ってます？」

「いや。冗談だよ」

「それを聞いて安心しました」

「十％ぐらいな」

「残りの九十％は本気ってことですか。それを聞いた僕は今、不安指数が過去最大級なんですけど」

「あっはっは。冗談さ、それも」

「まったく……あまり驚かせないでくださいよ」

「あたしの男になれ、ってのは冗談で。あんた──あたしのツバメにならないか」

「あんまり言ってること変わらないですよそれ！」

　むしろ扱いのランクが下がったじゃないか。

「あっはっは。いやいや冗談冗談。あんたの反応が面白いから、ついからかってみたくなるんだよ。悪かったな」

「勘弁してくださいよ……僕、見た目どおりのノミの心臓なんで」

「まあ悪く思わねえでくんな。でもまあアレだ、あたしのツバメになるってんなら、いつでも歓迎だからよ。いい思いさせてやるぜ？」

「けっこうです」

「なんでえつれないじゃないか。自分で言うのもなんだが、あたしゃイイ女だろう？」

「とにかくけっこうです」

「でもあたしとそういうねんごろな関係になれば」

　と言って、二に階かい堂どうさんは身を乗り出す。

　例によってニヤニヤ笑いながら。

　心の裏側までのぞき込むように。

「双子の兄妹きようだい同士でにゃんにゃんする、っていう不健全なルートはつぶせるんじゃないのかい？」

「…………
 」

　このあたりでようやく僕の頭の中でアラームが鳴る。

　ちょっと気を抜きすぎたのかもしれない。

　ひとことふたこと会話を交わすだけですぐわかる。このひとがただ者じゃないのは、見た目の印象どおりだ。

　そんな彼女がわざわざウチにまでやってきた。それもわざわざ妹を遠ざける小細工までして、である。単なる家庭訪問であるはずがない。

「──なるほど」

　しばしの沈黙をおいて、二に階かい堂どうさんがつぶやく。

　ニヤニヤ笑いはそのまま。ただし、先ほど一瞬だけ垣かい間ま見みえた剣けん呑のんさはもう消えている。

「一瞬で空気が変わったな。細くて軽いが切れ味は一級──そんな名刀を抜いた時みたいな感じだよ。いい男だな、姫ひめの小路こうじがベタ惚ぼれなのもよくわかる」

「はあ」

　いい男て。

　そりゃほめられるのはうれしいけど。

　まだ出会ってから一時間も経たってない人から言われても、僕がどんな人間なのか理解しようもないと思うんだけど。

「わかっちゃいねえな、あんた」

　くっくっく、と笑いながら、

「あんた。いい女の条件って何だか知ってるか？」

「ええと……なんでしょう？」

「いい男をちゃんと見抜けることだ」

「はあ、なるほど」

「方法はなんでもいい。そいつと長く付き合って見抜くのもいいし、念入りに調べて見抜いてもいいし、直感で見抜いてもいい。とにかくニセモノを掴つかまず、ちゃんと本物を掴めること。それがいい女の第一条件だな」

「ふむふむ」

「それともうひとつ。いい男だと見抜いたヤツを確実に手に入れる方法、そいつをちゃんと心得てないといけねえ。いい男をせっかく見つけたって、手に入らなきゃ何の意味もないからな。ンなもん絵に描いたモチといっしょだ」

「なるほど。道理ですね」

「見た目でも中身でもねえ。いい女ってのは、そのふたつさえ満たしてりゃいい。でもってあたしはそいつを完かん璧ぺきに満たしてる。しかも超のつく美人だ」

「自画自賛しなけりゃもっといい女だったんでしょうね、きっと」

　まあ。

　正しいかどうかはともかくとして、説得力のある話だ。それに二階堂嵐あらしという人物の人柄をよく表してもいる──けど。

「ええとそれで？　その話がどこにつながるんです？」

「あんた、いい男だけどちょっと鈍いな」

「すいませんね」

「つまり、そんないい女のあたしが見抜いてるんだよ。姫ひめの小路こうじ秋あき人と、あんたはとびきりのいい男だってな。初対面かどうかなんて関係ないね。ちょっと鼻の利くやつならすぐにこう、ぷんぷん匂におってくるよ。あんたって男の価値はさ」

　と言って、生徒会長さんは『ぐいっ』とこっちに迫ってくる。

　ちゃぶ台ごしだから実際はそうでもないんだろうけど──なんだかやたらと距離が近いように錯覚してしまう、不思議な存在感。

「あんたってヤツはこう、身体からだの線は細っこいくせに、芯しんがズシリと重いんだよ。一度決めたことはぜったい曲げない、そのくせ必要とあれば柔軟さも発揮できる。敵に回せば最悪だし、味方につければこの上なく頼もしい──そういうタイプだ」

「は、はあ」

「自信を持て。そして誇れ。あんたはとびきりのいい男だよ。このあたし、二に階かい堂どう嵐あらしが保証する。何ならこの竹たけ光みつにかけてもいい」

「不思議ですね。竹光の名を出されたとたん、一気に説得力がなくなったんですが」

　口ではそう言ったものの、内心では正直うれしい僕である。

　彼女、人を乗せるのが上う手まいなあ。まあお世辞なんだろうけど、つい真に受けてしまう雰囲気をもっているというか。それに人物評のやり方が、女の子というよりもどこかの英雄みたいなんだよな。生徒会長の立場にいるのも納得──
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　んん？

　ていうか今気づいたけど。

「あの」

「なんだい」

「ひょっとして僕、口説かれてません？」

「あっはっは。ようやく気づいたのかい」

　ひざを叩たたいて笑う二に階かい堂どうさん。

「悪わりィ悪ィ。いい男を見るとつい、な。まさか口説かれてることに気づかないとまでは思わなかったけどよ。……それでどうだい？　少しは口説かれてくれたのかい？　あたしの男になる気は？」

「遠慮しときます」

「実を言うとな」

　と、そこでまた彼女は表情を変える。

　ニヤニヤ笑いながら、先ほど引っ込めた剣けん呑のんさをまたチラリとのぞかせて、

「先日、有あり栖す川がわと鷹たかノの宮みやの人間に会った」

「────
 っ!?
 」

「おっと。そんな身構えなくていい」

　ひらひら手を振り、

「何か具体的なことを頼まれたわけじゃない。社交辞令ていどに『彼らをよろしく』って言われただけだ。……まあもっとも、ほんとの社交辞令でそんなあいさつしてくるほどには、有栖川も鷹ノ宮も耄もう碌ろくしちゃいねえだろう。その点はお前さんもよくわかってると思うが」

「ええ。よくわかってます」

　でなければ僕だって苦労はしない。

「安心してくんな。ほんとに何もする気はねえ。今も言ったとおり、何か具体的なことを頼まれたわけじゃねえんだ。とはいえ有栖川も鷹ノ宮も知らない相手じゃない。恩があるわけじゃないが多少の義理くらいはある」

「つまり、場合によっては彼らの側につくこともあり得る、と？」

「そういうことにならなきゃいいな、と思ってるよ」

「僕も同感です」

「いやまあ正味の話、そんなことにはならねえと思ってるよ、あたしは。秋あき子このことは気に入ってるし、あんたのことも気に入った。多少の義理よりはあんたら兄妹きようだいのほうがよっぽど優先順位は高い。……でもま、人生ってヤツはいつどんな方向に転がるかわからないもんでな」

「ですね。いや、まったくその通りだ」

「ま、あんたがあたしの性奴隷になるってんなら話は別だけどな。義理にも人情にも見向きもしないであんたを守ってやるさ」

「男でもツバメでもなく性奴隷ときましたか。下がりっぱなしですよね僕の価値。さっきあれだけほめてくれたのに」

「何ならあたしがあんたの性奴隷になってやってもいいけどな」

「えっ!?
 」

「お。食いつきいいじゃねえか。あんたそういう趣味か？」

「ちがいます！」

「じゃ、ちょっくらシャワー借りてもいいかい？」

「僕があなたの提案を受け入れた態ていで話を進めないでください！」

「あっはっは。いやいや、ほんと楽しいやつだねえ、お前さんは」

　ひざを叩たたいて豪快に笑う二に階かい堂どうさん。

「まあ安心しな。有あり栖す川がわにせよ鷹たかノの宮みやにせよ、今日明日にもどうこうしよう、って話にはなってねえはずだ。しばらくは兄妹きようだいふたりでのんびりと、六年間の空白を埋めるといい。あたしも及ばずながら助すけ太だ刀ちしてやるから、さ」






　　　　＊







　男前な生徒会長さんは、そのあたりで姫ひめの小路こうじ家を辞した。

　名は体を表すの通り、まったくもって嵐あらしみたいな人だった。

　いきなり現れて、思う存分に引っかき回して、事が終わればあっさり去る。

　嵐でなければ熟練の通り魔か何かだ。

　いやはや、ほんと印象深い人だった。

　あとは彼女の話をどう受け取るか、だけど。

（まあたぶん、言葉どおりそのまま受け取ってもよさそうだよな）

　と、僕は思っている。

　たぶんあの人は嘘うそをついていない。

　必要ならいくらでも嘘をつける人だろうけど、少なくとも今回に限ってそれはないはずだ。

　まして嘘はついてないけど本当のことは話していない、という感じでもない。口の達者な人っぽかったけど、それだけで世渡りしていくタイプとは思えないし。

　彼女はたぶん、僕の信頼を獲かく得とくするために──あるいは自分の信用を売り込むために、我が家を訪問したのだろうから。

『敵に回せば最悪だし、味方につければこの上なく頼もしい』

　というのは、二に階かい堂どうさんが僕を評した言葉だけど。

　いやはやよく言うよ、と思う。

　少なくとも僕は二階堂嵐あらしを敵には回したくない。もしその可能性が少しでもあるなら、僕はそれを潰つぶすためにあらゆる手段を惜しまないだろう。

　いやまあ。

『あたしを敵に回したくなければ性奴隷になれ』とか言われた場合は、その限りじゃないかもしれないけど。

　でもあの人にそう口説かれて落ちる男は、きっとたくさんいるんだろうなあ。言動をともかくとすれば、有名ブランドのファッションショーでモデルが務まるレベルだったもんな、あの人。マゾっ気のあるひとならぜったい転ぶと思う。

　あーいや。もちろん僕は別ですよ？　そんな趣味はありませんよ？

（──って、そんな言い訳してる場合じゃないな）

　今日は妹がいないから、残ってる家事は僕がやっておかなきゃ。

　家事が終われば、新しい学校の授業についていくための予習もしなきゃいけないし。それが一段落したらしばらく放置してる仕事の方にも手をつけないと。

　いかんいかん。

　ほんとにやること山積みだ。

　ええとまずは何から手をつけようか。

　掃除はあらかた終わってる。となると──

　お。

　そろそろ洗濯物が乾いてる時間じゃないか？

「おーおー。乾いてる乾いてる」

　庭に出てみると、すっかり水分の飛んだ衣類がほのかな風にゆられていた。

　三月下旬とは思えない好天の勝利。太陽の恵みに感謝。

　なんとなく気分がうきうきしてきた僕は、鼻歌なんぞも口ずさみつつ洗濯物を取り込んでいく。

　さあて、これを取り込んでたたみ終わったら次は予習だ。学校が始まるまでもうあまり時間もない。なるべく効率よくやるべきことを済ませ、

「ふぎゃ────────────────────────────────
 っ!?
 」

　そこですごい声がした。

　何だ何だ？　発情した猫のケンカか？

　と思って振り向くと、

「お、お、お、お兄ちゃん……!?
 」

　学校から帰ってきたらしい、我が妹であった。

「こら秋あき子こ。なんて声だすんだ。ご近所さんに恥ずかしい。もうちょっと女の子らしいたしなみってやつを」

「な、何してるんです……？」

「なにって、洗濯物を取り込んでるんだけど？」

「お兄ちゃんが、その、手に持っているのは……？」

「え？　何って、お前のパンツだろ、これ」

「────
 っ！」

　さあっ、と顔が真っ赤に染まる。

　ずかずかずか、大おお股またで近づいてくる。

　僕が握っていたパンツ（と、ついでに僕が回収した洗濯物もぜんぶ）を奪い取る。

　ささっと三歩ほど後退する。

　そこで「ふーっ！」と威い嚇かくのうなり声をあげる。

「……お前は何の動物だ。ちょっと落ち着きなさい」

「これが落ち着いていられますか！　わ、わ、わわたしの、し、下着を……っ！」

「なんだよ。いつものお前なら平気だろ？」

「そんなことありません！」

[image: ]


「風ふ呂ろをのぞきに行かないと怒るくせに。それにバスタオル一枚で僕の前に現れたりするじゃないか」

「こういう不意打ちはだめなんです！」

「僕は気にしないぜ？　妹の下着だし」

「その言い方は、それはそれで腹が立ちます！」

　何なんだよもう。よくわからんやつだな。

　この妹は一体、どのへんで羞しゆう恥ち心しんの線引きをしてるんだろう。

「……すーはー。すーはー」

　僕が何ともいえない顔をしている間、妹は胸に手を当てて深呼吸。

　やがてさくらんぼみたいに染まっていたほっぺたがいつもの肌色に戻り、僕の方を『きっ』と睨にらみつけて、

「いくら愛するお兄ちゃんが相手とはいえ、数々の狼ろう藉ぜきと暴言はとうてい許されるものではありません！」

「……僕、そこまで言われるようなことしたか？」

「乙女の下着ですよ!?
 　かわいい妹であるわたしの！　この下着でハァハァするというならむしろ喜んでお渡ししますけど、まるでぞうきんでも扱うみたいに無造作に──ええい、やっぱり許せません！　お兄ちゃんのあまりにあまりな態度に、わたしの繊細な心はひどく傷つきました！」

「落ち着け。百人に聞いたらたぶん百人全員が、お前の言ってることは無む茶ちや苦く茶ちやだと答えるはずだ」

「世間一般の話なんて関係ありません！　姫ひめの小路こうじ家には姫小路家のルールがあります！　お兄ちゃんはそのルールに明らかに違反しています！」

「うーん」

　そんなルールいつ作った、みたいなことを言うのはやめておこう。

　僕が間違ってることをしてるとは思わないけど、言われてみれば確かに配慮が足りなかった気もするし。それより何より妹がこのままじゃ収まってくれそうにないし。

「……いまいち納得できないけど、まあわかったよ。たしかに親しき仲にも礼儀ありだよな。勝手に洗濯物を取り込んで悪かった」

「反省しましたか？」

「うん」

「本当に？」

「もちろん」

「わかりました。では今日のところはこれで容赦してあげることにします。その代わりと言っては何ですが──」

「ところで秋あき子こ」

「はい？」

「まさかとは思うけど。どさくさに紛れて『抱っこしてください』とか、そういうこと言うつもりじゃないよな？」

「…………
 」

「秋子？」

「お兄ちゃん。その発言はあんまりなんじゃないでしょうか」

「えっ？」

「そんな風に思われてたなんて、わたしはショックです。下着を勝手に触られるよりもずっとずっとショックです。お兄ちゃんが弱い立場に立ってる今、その流れに乗じてお兄ちゃんに無茶な要求を持ちかけるなんて──そんな理不尽なことするわけないじゃないですか」

「ん……そうか。ごめん、悪かった。僕の考えすぎだったみたいだな」

「まったくですよお兄ちゃん。今後は発言に注意してください」

「ごめんごめん」

「本当、言いがかりにも程があるというものです。わたしの要求は、ほんの少しだけお兄ちゃんの唇をわたしの唇にくっつけてもらうという、ごくごくささやかなものだったの

に──」

「秋子」

「はい」

「よかったな。もしお前が本当にその要求をしてたら、うっかり兄妹きようだいの縁を切ってしまうところだったよ」

「うっ──そ、それは──」

「じゃ、この話はもう終わりな？　はい、仲直り仲直り」

「ま、待ってください！　こんなチャンス滅めつ多たにない──じゃなくて、きちんとお詫わびのしるしをもらわないと納得いきません！」

「だめだ」

「キスがだめなら抱っこしてください！」

「結局そこに行くのかよ」

「せめて頭をなでてもらうだけでも！」

「だめだめ」

「そ、それならせめて──ええと、ええと──」

「ああ。ところで秋子」

　いつもの流れになりそうなので、さっさと話題を変えることにする。

「お前、生徒会に入ってるんだよな？　書記だっけ？」

「むっ!?
 　そんな見え透いた話題の変え方をしないでください！　今日という今日は、何かしらちゃんとしたご褒ほう美びをもらいますからねっ!?
 　さもなくばわたしはここを一歩も動きませんから！　お料理もお掃除も何もやりませんから！」

「いやあ。秋あき子こはホントにえらい子だな」

「えっ？」

「生徒会に入って学園のために奉仕する。これだけでも十分すごいことなのに、今日なんかは休日を返上してまで生徒会の仕事をするなんて。なかなかできることじゃないよ。いや、ホントにえらいと思う」

「そ、そうですか……？」

「そうだとも。お前はよくできた子だ。僕の自慢の妹だよ」

「も、もっとほめてください」

「秋子はとても立派だよ。お前はこの世にふたりといない、決して誰だれとも代えのきかない、素晴らしい妹だ」

「えへへ……わ、わかってくれればそれでいいんです。じゃあですね、そんな可愛かわいい妹のわたしにですね、こう、何かご褒美的なものを──」

「そんな立派な妹だから、秋子はお兄ちゃんのことを困らせたりしないもんな」

「えっ？　ええとそれは──」

「いやあ。まったくもって僕はいい妹に恵まれたよ。この幸運をいくら神に感謝してもとうてい感謝しきれないな。いやはや、ホント幸せだな僕って」

「……ええとですねお兄ちゃん。そういうかわいい妹に対してはですね、それなりのギブアンドテイクがあってもいいんじゃないかと思」

「ああところでさ」

　さて。

　ここらでもう一回話題を変えて、話をうやむやにしておこう。それでミッションは完了のはずだ。

　ええと次の話題は──ああそうだ。

「生徒会長ってどんな人？」

「え？」

「聖リリアナ学園の。お前の上司なんだろ？　どんな人なんだろな、って思ってさ」

『妹には黙っておいてくんな。あとがうるさそうだ』──と、帰り際に二に階かい堂どうさんから頼まれたから。彼女が我が家を訪問したことは伏せておく。

「僕はいわば、その会長さんにお前を預けてる立場なわけで。兄としては、今のうちに会長さんの人となりを知っておきたいと思ってさ」

「なるほど。わかりました」

　……気のせいだろうか。

　うなずく妹の言葉づかいが、微妙に改まった気がする。背筋もいくぶんしゃきっと伸びたような。

「会長は尊敬に値する方ですよ。人心を掌しよう握あくするのに長たけていますし、人を使うのも上う手まいですし。それに口だけじゃなくてちゃんと中身も備わってますから、いざという時には頼りになるし。人なつっこくて人情味がある方だから味方も多いですし。人の上に立つ立場の人物として、あれほど適役な方もそうざらにはいないと思います。生まれながらの英雄気質、と言ってもいいかもしれません」

　へーえ。

　妹がここまで言うのは珍しいな。

「ただし性癖は最悪です」

　あー……。

「男癖も女癖も悪いです」

　しかも両刀ときたか。

「ちなみにあだ名は『捕食者プレデター』です」

　なんてこった。

　ぴったりすぎるにもほどがある。

「お兄ちゃん。いい機会ですから今のうちに忠告しておきます」

　ずいっ、と顔を寄せてくる妹。

　人差し指を立て、真剣そのものの表情で、

「生徒会長──二に階かい堂どう嵐あらしさんには近づかないでください」

「そ、そうなのか？」

「その方がお兄ちゃんの身のためです」

「でもさ、お前がお世話になってる人なんだし。せめてひと言あいさつしておくぐらいは礼儀ってもんじゃない？」

「至極ごもっともです。でも今回に限っては無用のことです」

「でも僕ってさ、今年の春からはお前と同じ学校に行くわけで。そうなるとどうしたって顔を合わせると思うんだけど？　その会長さんとは」

「それも重々承知していますが、その上でもういちど忠告します。あの方には可能なかぎり近づかないようにしてください」

「うーん。そこまで危険な人なの？」

「捕食者プレデターの二つ名は伊だ達てじゃないんです。言葉を交わすのはもちろん、目を合わせるのもやめてくださいね？　さもなくば妊娠します」

「えええ？」

「男か女かなんて関係ありません。あの方はそういう人なんです」

「そ、それほどまでに……？」

「はい。ましてお兄ちゃんみたいにおいしそうな人を見かけた日には、その場でぱくりと丸まる呑のみにすること疑いありません。もちろんわたしがそばにいる時はそんなことさせませんけど……とにかくわたしには、お兄ちゃんの貞操を守る義務がありますから。お願いですからわたしの言うことをちゃんと聞いて、あの方とはなるべく接触しないようにしてください。いいですね？」

　……まあ。

　もう何をどうしたって覆しようがないくらい、あの生徒会長さんとは関かかわりを持ってしまってるし。

　しかもこの先、思いっきり腐れ縁になりそうな予感がひしひしとするんだけど。

　そのあたりは言わぬが華、だろうな。きっと。

「ああ……お兄ちゃんと同じ学校に通えるのは無上の幸せですけど。あの会長の半径五十メートル以内に近づけてしまうことだけが不安で不安で……ああそれともうひとり、会長以上に関わってほしくない人がいますけど……でも会長に比べればまだしも実害が少なそうだし……」

「まあそう心配するなよ秋あき子こ。僕だって子供じゃないんだ。その会長に危険があったとしても、自分の身ぐらい自分で守れるさ」

「甘い！　お兄ちゃんは甘すぎます！　お兄ちゃんはあの方の恐ろしさを知らないからそんな暢気のんきなことが言えるんです！」

「つってもなあ……同じ学園に通う以上はどうしようもないというか」

「それはそうですけど、でももっと自覚を持ってください！　あの学園には恐るべき捕食者がいて、お兄ちゃんは哀あわれな被捕食者でしかないということを！　お兄ちゃんなんてあの方にかかれば一瞬で『ぱくっ』『がぶっ』『ごくっ』なんですから！」

「わかったわかった。ちゃんと気をつけるから」

「……ううう、不安です。不安すぎます。お兄ちゃんがいくら気をつけていたって、あの方が本気を出したら、お兄ちゃんなんて鷹たかに睨にらまれた子ウサギも同然……ええい、かくなる上は、あの会長にお兄ちゃんが食べられてしまう前に！　このわたしがおいしく頂いてしまうのが最上！　というわけでお兄ちゃん、今夜はわたしと──」

「僕にとって最も恐るべき捕食者はお前だということに、そろそろ気づけ」

「そう言わずに！　せめて同じ布団で寝るだけでも！」

「だめだめ。ほら、そろそろ食事の準備を頼むよ。僕は新しい学園に慣れるための予習で忙しいんだから」

「そこを何とか！　お布団を隣に並べるだけでガマンしますから！」

「あーそうだ。そろそろ庭の手入れもやっとかなきゃ」

「並べるだけ！　ほんとに並べるだけです！　誓ってそれ以上のことはしませんから！　ほんとですから！」

「引っ越してからずっと庭は荒れ放題のままだし。予習よりもそっちが先だな」

「お、お兄ちゃんがわたしを無視する！　ひどい！　これは重大なＤＶです！　かわいい妹にこんな虐待を続けると、いずれ法廷に立ってもらうことになりますよっ!?
 　それでもいいんですか!?
 」

「おーい秋あき子こ。竹たけ箒ぼうきってどこにやった？　見あたらないんだけど？」

「……しくしく……お兄ちゃんのいけず……」





　そんなわけで本日の脳内メモ。

　二に階かい堂どう嵐あらし──たぶん味方だけど、要注意。





四月三日（同居十日目）









　さて。

　今さらかもしれないけど、僕はこの春から妹と同じ高校に通うことになっている。

　聖リリアナ学園。

　長らく京都に暮らしていた僕にはあまり馴な染じみがないけど、こちら──東京ではちょっとした有名校だ。

　名前からわかる通りのミッション系で、良家の子女がこぞって集う学舎、という点はさして珍しくもないけど。この学園の面白いところは、その手の名門校にありがちなひ弱さがまったくないことだろう。

　まず、いわゆるエスカレーター式という制度がない。

　幼稚舎から大学院までズラリとそろえた学校法人ではあるけれど、いちど入学すれば半自動的に上にあがっていけるわけじゃなく、進級するためには外部の受験者と同じく厳しい試験をパスしなきゃいけない。むしろ外部からの編入試験よりも、すでに在学している生徒の進級試験のほうがずっと厳しい、とさえ聞く。

　となると当然、『能力不足につき』という理由で退学を強いられる生徒が、毎年わんさか出ることになる。コネもカネも徹底して受け付けない学風だから、裏技を使って生き残ることもできない。

　でもその分だけ、生徒たちは完かん膚ぷ無なきまでに鍛え上げられる。

　名門校の名前にだけ惹ひかれて入学してきた生徒はたちまち淘とう汰たされ、本物の才能だけが生き残る。しかも彼らは少なからず、もとから富と権力に不自由しない家に生まれついた子供たちであるわけで。

　つまるところ聖リリアナ学園とは。

　さまざまな篩ふるいに何度もかけられて生き残った才能を、余すところなく磨き上げるために設立された超エリート校──というわけだ。

　で、僕は間もなく、その超エリート校に通うことになるのだけど。

「そんなに硬い顔をしないでくださいよ、お兄ちゃん」

　聖リリアナ学園のご立派な正門前で足を止めて、妹が笑う。

「この中は監獄でもなければ少年院でもありません。十代半ばの青少年が普通に通う、ただの学舎なんですから」

「そうは言うけどさ……」

　どこかの城みたいな門を見上げながら僕はボヤく。

「京都にいた頃ころもまあ、それなりに名門と呼ばれるところには通わせてもらってたけど。この学園とはレベルがちがうしなあ」

「しっかりしてください。そんなこと言って、あと一週間もして学校が始まったらどうするんです」

「僕は秋あき子こほど出来がよくないんだよ」

「お兄ちゃんだってこの学園の編入試験にちゃんと通ったんですから。何も不安がることはないでしょう？」

　確かにまあ、通りはした。

　それにさっきも言ったとおり、この学園ではコネもカネも通用しない。純粋に実力のみが、この学園の門戸を開くためのカギになる。

　では、大して成績もよくない僕がどうやって編入試験をパスしたのかといえば──まあいわゆる一芸入試というやつなのだけど。ひとまずここでは置いておこう。

　重要なのは、この学園に通うことが僕にとってかなり気の重いことになっている、という点だ。

　ぶっちゃけ本来、僕は怠なまけ者ものなので。

　妹ともういちど暮らせるようになるために、けっこうな努力をさせてもらったし。僕としてはできることなら、この先の苦労は一生ずっと免除、ってことになってほしいところなのだけど。

「うわあ。やだなあ。たくさんしなきゃいけないんだろうなあ、勉強」

「お兄ちゃんなら問題なくできますよ。仮にできなかったとしても、わたしがつきっきりで教えてあげます」

「妹から勉強を教えてもらう兄、かあ。嫌な図だなあ。そりゃまあ妹といっても双子で同い年だけどさ。なんか釈然としないよなあ」

「んもう。子供みたいに駄だ々だをこねないでください。確かに同じ学校に通いたいとお願いしたのはわたしですけど、お兄ちゃんだって同意してくれたじゃないですか。今さらうじうじするのは男らしくないですよ？」

　まったくもって道理である。

　返す言葉もない。

　そもそもこうして春休み中の学園にわざわざやってきたのは、今のうちに少しでも学園に慣れておこうと思ってのことで。しかも多忙な妹にこうして案内まで頼んでるわけだから、ここへきて尻しり込ごみするのは我ながらアレすぎるだろう。

「だいじょうぶですよお兄ちゃん。ほら、怖くない怖くない」

　門を一歩くぐって『おいでおいで』をする妹。

　……くっそう。

　まるで子供あつかいだ。

　今回の引っ越しをとりまとめた功績で、せっかく兄としての面子めんつを保ったというのに。これじゃぜんぜん意味がない。

　いやはや、出来の良い妹というのも考えものだ。

　離れ離れになって以来、妹は僕の『いい子になるんだよ』という言葉を神のお告げみたいに大切にして、すっかり見事なお嬢さま＆優等生に育ってるから。見た目も成績もパッとしない僕としては、なるべく妹に見劣りしないようにしたいと思ってるんだけどなあ。せめて妹の足を引っ張らない程度には……。

「だいじょうぶですってお兄ちゃん。この学園に在籍してる人たちだって、みんなわたしたちと同じ人間ですから。ウワサばかりが先行して、変な誤解をされてるかもしれませんけど」

「いや、別にそこは心配してないんだけどさ」

「まあごくまれにいますけどね。存在自体が危険視されている、この先の人生で決してお近づきになりたくない、人間離れした人とかも」

「……初めから心配する気もなかったというか、そもそも発想すらしてなかったことについて、いま僕はものすごい勢いで不安になってきたよ」

　なんだ？

　この学園には、この妹でさえ可能なかぎり避けて通りたがるようなヤツが、普通に存在するってことなのか……？

「だいじょうぶですって。取って食われたりしませんよ。滅めつ多たなことでは」

「……その言い方だと、たまには取って食われるヤツがいる、ってことになるんじゃないか？」

「だいじょうぶです。お兄ちゃんを取って食べるのはこのわたし、って心に決めてますから。もしものことがあっても、ちゃんとお兄ちゃんを守って差し上げます。横取りもつまみ食いも決してゆるしません」

「そいつは頼もしい──と言いたいところだけど。残念ながら僕は今、さっきとはまったく別種類の不安をたくさん抱いてしまってるよ」

「とか何とか言って。お兄ちゃん、要するにこの学園に入るのが嫌なだけでしょう？」

「うん」

「んもう。困った人ですねえ」

　と言って妹はくすくす笑う。

「でも、そんな風に駄だ々だをこねるお兄ちゃんも新鮮でいいですね。とてもかわいくて、わたしは大好きです」

「っっっ!?
 　な、なんという屈辱……！　僕の人生において、かつて妹からこれほどまでの侮辱を受けたことがあるだろうか!?
 　いや、ない！　ええいくそ、そこまで言われちゃ男がすたる……ッ！」

　とまあ、僕は僕で大げさなんだけど。

　ともあれようやく覚悟を決めて、学園の敷地に足を踏み入れた。

　でもって当たり前だけど、入ってみればただの学校法人である。

　いきなり銃撃されるとか、『この門をくぐる者、すべての希望を捨てよ』なーんて厳おごそかな声で宣告されるわけでもない。

　ただし、そこはうなるように寄付金が集まる名門校。大正ロマン風にまとめられた校内の設備はどこもかしこも金がたっぷりかかっていて、それでいて華美さをほどよく抑えたデザインがほどこされている。成金趣味がカケラもないあたり、有名エリート校の面目躍如といったところか。

「それじゃ、学内の施設をいくつか案内しますね。かなり広い学園ですから、案内できる場所は限られちゃいますけど」

「うん。よろしく頼む」

　春休み中でひとけの少ない学園を、妹の先導で見学する。

　最新設備のそろった体育館。

　いかめしくも由緒正しそうな武道館。

　ちょっとしたアリーナほどもありそうな講堂。

　名門ホテルみたいな厨ちゆう房ぼうをそなえた食堂。

　……いやはや。

　京都にいた時の高校だって、そうバカにしたものじゃなかったのに。この学園のご立派なことときたら。

　もともと百年ちかい伝統がある学園なのに加え、文化財指定の古い建物がいくつも残っていて。それらをほどよく維持しつつ、現代的な技術を貪どん欲よくに取り入れている感じが、いかにも『できる』雰囲気ありまくりというか。

　なんだろ。

　根が小市民の僕としてはぶっちゃけ、居心地が悪い。

「とりあえず、ざっと案内してみましたけど。どうです感想は？」

「うん。正直、だいぶ気き後おくれしてる」

「だいじょうぶですって。すぐに慣れますから」

「そうかなあ」

「お兄ちゃんの気持ちは、わたしも一年前に経験してますから。確かに入学した当時って、わたしの目にもこの学園がおどろおどろしいものに見えてましたもん。ここって妙に独特の雰囲気があるんですよね。言葉にはしづらいんですけど……威圧感というか、圧迫感というか」

「へえ。お前でもそんな風に感じてたのか」

「はい。でもすぐに慣れました。だからだいじょうぶです、お兄ちゃんもきっとすぐに慣れます」

　……なーんて妹は言ってくれるけど。

　この独特の雰囲気に馴な染じめず、けっきょくドロップアウトしてしまう生徒もけっこういる、って聞いてるんだよな、実は。

　しかもその数は、進級試験に落ちて脱落する生徒の数倍に及ぶ、ってウワサも聞いてたりして。

　いやはや。

　ほんと、ついていけるんだろうか。僕。

　仕事しながらこの学園のレベルについていく──って、ちょっと想像を超えて大変なんじゃないかと思うんだけど。まいったなあ。やっぱ選択まちがえたんだろうか。

　まあ。

　僕はこれでも姫ひめの小路こうじ秋あき子この兄だ。

　どれだけビビっていたって、ケツまくることだけは絶対しないつもりだけど、さ。

　それが今回の引っ越し＆同居を強引に押し通した僕の、せめてもの筋の通し方ってもんだろうし。何より妹の評判に傷をつけるようなことがあってはならないわけで。

「そういうわけでお兄ちゃん」

「うん？」

「ここから先の案内についてなんですが──」

　と、そこで妹は申し訳なさそうに、

「ごめんなさい。そろそろ生徒会のほうに顔を出さなくちゃいけなくて」

「ああそうか。もうそんな時間か」

　もとより、その件についてはあらかじめ承知していたことである。

　むしろ妹に用事があるのを知った上で、僕が無理に案内を頼んだんだし。

「いいよ、行っといで。僕のことは気にせず。あとはひとりで適当に学園の中を見て回ってるから」

「だいじょうぶですか？　ひとりでちゃんとできますか？」

「おいおい。僕はこれでもお前の兄貴なんだぜ。子供じゃないんだし、自分のことは自分でやれるさ」

「何でしたら、学園の外で待っててもらっても構いませんし。いっそのこと一いつ旦たんお家うちに帰っててくれてもいいですよ？」

「わざわざ時間を取ってここまで来たんだ。どうせならゆっくり見学していくよ。そのほうが学校が始まってからも不自由しないだろうし」

「でもお兄ちゃん、ひとりでこの学園に入るのをすごく嫌がってたじゃないですか」

「馬ば鹿か。あんなの最初だけだよ。お前も言った通り、ここの雰囲気にもすぐ慣れてきたし。もう何も問題ないよ」

「はあ。だといいんですけど……」

「ほら、早くお行き。これ以上お前に時間を取らせて『妹の足を引っ張った』みたいに言われる方が、僕にとってはよっぽど問題なんだから」

　それでもまだ渋ってた妹だけど、ほどなく納得した顔で、

「わかりました。それじゃ行ってきますね。なるべく早く済ませますので、あとで落ち合うことにしましょう。食堂でいいですか？　あそこでしたらお茶も出ますし」

「うん、いいんじゃない？　そうしようか」

「それともうひとつ」

　と、妹はそこでやたらと真剣な目をして、

「お兄ちゃんに忠告しておくことがありますので、必ず守ってください」

「忠告？」

「はい。『生徒会室にはぜったい近づかないこと』──これだけは何があっても守ってほしいんです。いいですね？」

「……それってあれか？　例の生徒会長がいるから？」

「それもありますけど、他ほかにも理由があります。とにかく近づかないでください」

「だから何でだよ。お前も生徒会の一員なんだろ？」

「とにかくダメだったらダメなんです。いいですね？　どうしても見てみたいというなら、いずれ機会をみて案内します。ですからせめて今日だけは大人おとなしくしててください。わかりました？」

　うーん。

　ブラコンを公表してはばからず、風ふ呂ろをのぞかなければへそを曲げる妹が。本拠地ともいうべき生徒会に近づいてほしくないとは、これいかに。

　まあ生徒会には二に階かい堂どう嵐あらし──あのただならぬ捕食者もいることだし。妹としては僕をなるべく遠ざけておこうとするのは、わからなくもないけど。

「……オーケー。忠告に従うことにするよ。今日のところは生徒会室には近づかない。約束する」

「ありがとうございます。その言葉を聞いて安心しました」

「なあに。お安いご用さ」

「ついでに『行ってらっしゃいのキス』をしてくれると、もっと安心できるんですけど」

「だいぶ話が飛んだなあ」

「もしくは『お前は世界一かわいい女だよ。愛してる』とか言ってくれると、もっと安心できるんですけど」

「お前、さては話の流れを修正する気がカケラもないだろ」

「……言ってくれないんですか？」

「遠慮しとくよ」

「早く言ってくれないと、生徒会に遅刻しちゃうじゃないですか！」

「お。出たな得意の逆ギレ」

「それともお兄ちゃんは、わたしのことをぜんぜんかわいくないと思ってるんですか!?
 」

「えー？　そんなまさかー。かわいーかわいー」

「ええい、ぜんぜん気持ちがこもってない！　お兄ちゃんのいけず！　月のない夜は気をつけるがいいですよっ!?
 　暗くら闇やみからいきなり現れて、背後からくちびるを強奪してあげますからねっ！」

　捨てゼリフを残し、あわてて走り去っていく妹。

　たぶんアレだ。こんなバカなやり取りをしてたせいで、本当に遅刻しそうになったにちがいない。

　我が妹ながら愉快なやつである。






　　　　＊







　……しかしまあ白状すると。

　これで僕ひとりで学園内を見て回らなきゃいけなくなったのは、正直いって心細い。

　いや。

　ほんとに独特の空気があるのだ、この学園って。

　ものすっごいアウェー感があるというか。

　それも敵チームのホームスタジアムでサッカーの試合をやるとか、そういうレベルの話じゃなくて。たとえるなら、無礼講と聞いて顔を出したパーティー会場でお葬式やってました、ぐらいの。

　この学園って、決して排他的ではないんだろうけど。立ち入る者に一定以上のレベルを無言で要求してくる感じがあるんだよな。

　大して出来のよくない僕の、これはひがみ根性の表れなんだろうか。

　……まあいいや。

　どっちにしたってもう後には退ひけない身だ。腹をくくってこの空気にも慣れていくしかない。成績的についていけるかどうかはかなり疑問にしても。

「さーて。どのあたりを見て回ろうか」

　特に目的地も決めずに歩き出しながら、ともあれこの学園の空気をなるべくたくさん吸ってみることにする。

　春休み中ということで、さすがに数は少ないけど。それでも敷地内の人口密度は決して低いわけではなく。各種クラブ活動に励む生徒たちの姿がちらほら見える。

　エリート校の呼び名は決して伊だ達てではなく、勉学のみならずスポーツでも優秀な成績をあげている学園だから。部屋にこもって参考書とにらめっこしてるモヤシみたいな生徒は少ないと聞く。

　文武両道。

　口で言うのは簡単なこの四文字熟語を地で行っているあたり、ますます僕が気き後おくれする原因になっているのだけど。

「おっ？」

　そうこうしてるうちにグラウンドに出た。

　広い。野球とサッカーが同時にできそうだな、これ。

　しかもこの規模のグラウンドが普通に山やまの手て線内にあるからな……おっと、こんなこと考えてたら余計に気後れしちゃうな。ただでさえプレッシャーきついんだし、もっと精神衛生的に健全なことを考えよう。

　とりあえずアレだ。ちょうどこの位置から近いところで、女子陸上部が練習してるから。それの見学でもさせてもら──

「真っ昼間から女性の品定めとはいいご身分ね」

「へっ？」

「でもおあいにくさま。この時期の陸上部って、大会でもない限り露出の多いユニフォームは着ないわよ。それとも野暮ったいジャージの方に性的魅力を感じる人なのかしら、あなたって」

　妙に平淡なその声に振り向いてみれば。

「あっ!?
 　君か！」

　先日、大型ショッピングモールでいろいろあったあの子だった。

　金髪に青い目をした、なんだかキャラのよく掴つかめなかった例の美人。

　そして今日の彼女が着ているのはこの学園の制服。

「君、この学園の人だったのか。すごい偶然だなあ」

「ちなみにこの学園の女子生徒の体操服は、理事会からの厳しいお達しによって紺こんのブルマ以外は認められていないわ。よかったわね、あなたの変態的趣味にぴったり合致する学園で」

「この学園の体操服がブルマかどうかなんてこと、僕は訊きいてもいなければ訊きたいとも思ってないよ。あとうっかり流しちゃったけど、僕はここで女性の品定めをしてるわけでもなければ、ジャージに性的魅力を感じたりもしない」

「あらそう。残念ね。あなたが望むのなら、わたくしのジャージ姿をあなただけに見せてあげてもよかったのに」

「…………
 」

　絡みづらいなあ。

「先日はお世話になったわね」

「え？　ああいや。別に大したこと何もしてないし」

「まったくその通りだわ。ただの社交辞令に、そんなに律儀に受け答えしなくてもいいのに」

「…………
 」

　ああ言えばこう言う。

　ひょっとしてこの子、反抗期の真っ盛りだったりするのだろうか……？

「ごめんなさい。前にも言ったけれど、わたくしはあなたのやることなすことすべてに、いちいち突っかかってみたくなるのよ」

「迷惑だなあ」

「そして正直なところ、そんなわたくしのキャラはあなたにとって非常に絡みにくいものだと思うわ」

「自覚してるなら何とかしてくれよ」

「だけどこれだけは理解しておいてほしいの。先日のわたくしはとても緊張していたのだ、ということを」

「緊張？」

　何をしゃべってもテンションの変わらないこの子が？

「傍はた目めにはわかりづらいでしょうけど、そうなのよ。緊張のあまり、あの日あなたと何を話したのか覚えてないくらい」

「へえ。そりゃ何というか、意外というかびっくりというか」

　でもまあ。

　考えてみればあのショッピングモールって、この子にとってみればまったく馴な染じみのない場所だったはずで。実際周囲から浮きまくっていて、そのことに途方に暮れていた感じではあったから。見た目からはとても想像できないけど、普段の彼女とは全然ちがったのかもしれない。この学園にいる僕がアウェー感ありまくりなのと同じで。

　ていうか、よくよく考えたら言動も変だったしな。普通の人間なら初対面の相手にぜったい言わないようなことを、なんの遠慮もなく口にしてたし。それも緊張のあまりテンパっていたからだとすれば、なるほど納得がいく。

「わかったよ。実を言うと、あの日の君に僕はめちゃくちゃドン引きだったんだけど。そういう事情ならしょうがないよね。君に対して持っていた印象を、今日を境に一新することにするよ」

「そう言ってもらえると助かるわ。わたくしはあの日以来、あなたに悪い印象を与えてしまったんじゃないかと思って、ずっと不安だったの。あなたはどう思ってるのか知らないけど、本当のわたしは内気でシャイだから。緊張のあまり、思ってもいないことをつい口にしてしまうことがあって」

「あーなるほどね。いや、わかるよ。人間ってそういうところあるよね」

「誤解は解けたかしら？」

「うん。解けた解けた」

「そう。よかったわ。それじゃ、これから改めてよろしくお願いするわね」

「うん。こちらこそよろしく」

「ところでちょっと訊ききたいのだけど」

「え？　なに？」

「あなたって童貞？」

　ずっこけるかと思った。

「──その話は前回さんざんやったでしょ!?
 　あんな印象的な会話まで忘れるなんて、君はどこまで忘れっぽいんだ！」

　ていうか『内気でシャイな子』は普通、そんな話題を持ち出さない！

「ごめんなさい。あの時は極度に緊張してたから、何を話したかはきれいさっぱり忘れてしまってるのよ」

「ほんと、しっかりしてくれよ……ただでさえあの時のことは、僕にとってちょっとしたトラウマになってるんだから。なるべく蒸し返さないでほし──」

「で、結局あなたは童貞なの？　そうじゃないの？」

「って言ってる傍そばから！」

「ちなみにわたくしは処女よ」

「その話も前回やった！」

「たった今、あなたはわたくしの個人的なことをずいぶん踏み込んで知ったわね？　だったらあなたも話してくれていいはずだわ」

「そのプライベートの押し売りも記憶に新しい！」

「…………
 」

　と、彼女はそこでしばし黙考。

　フラットな表情のままあらぬところを見つめ、やがてゆっくり僕に視線を戻して、

「ごめんなさい。わたくし今、何の話をしてたかしら？」

「……君、ひょっとしてただの若年性アルツハイマー？」

「ところで童貞くん。あなたここで何をしてるの？」

「話投げっぱなしでまた脱線するし！」

　ひょっとしてこの子、ほんとにボケてるんじゃあるまいか。

　というか、僕はもう童貞で確定のあつかいなのか。彼女の質問には答えてないし、前回話したことは忘れてるはずなのに。

　まあいいや。

　訂正するのもめんどくさいし。ぶっちゃけ事実だし。

「……ええとね。この春から僕、この学園に通うことになってるから。その下見を兼ねた、まあ見学みたいなものかな？」

「そう。それで女子陸上部の練習を見ていたのね。若い女の子たちの瑞みず々みずしい肢体を記憶に焼きつけるべく、ジャージの上から食い入るように」

「不慣れな学園に少しでも馴な染じもうと思ってやってきた転校生の僕が、どうしてわざわざ女子陸上部をピンポイントでチェックしなきゃならないんだ。ちがうよ、そうじゃなくて──言ってみればあれだ、この学園の空気をできるだけたくさん吸っておこうと思ったんだよ。これから先、卒業するまで在籍するつもりのこの学園がどんなところなのか。その雰囲気を少しでも先取りしておこう、みたいな？」

「そう。女子陸上部の女の子たちが呼吸した使用済みの空気を、そうまでして吸いたいというわけね。その執念は見上げたものだわ」

「……君はアレか。どうあっても僕をおとしめたいのか」

「ごめんなさい。あなたを見ているとこう、無性に絡んでみたくなるのよ」

　そういやそんなこと言ってたな、前も。

　おっかしいな。

　僕って、そんなにいじめられっ子的な空気を出してるんだろうか。そりゃ確かに身長も体重も平均的で、見た目だって十人並みだけど。それだけじゃ絡んでくる理由にはならないよなあ。

「安心して頂ちよう戴だい。他人の変態性癖をいちいち糾弾するほどわたくしも無粋ではないわ。あなたの行動には目をつぶることにしましょう」

「……なんか僕のあずかり知らないところで、僕のマイナスイメージが勝手に作られてる気がするんだけど」

「無実だと主張するなら、それを証明する材料を提示してほしいわね」

「むしろ僕が提示してほしいよ。君が僕を有罪あつかいするってんなら、それを証明する材料を」

「そうね、わたくしを納得させたいなら──」

　僕の主張を全面スルーしながら彼女は言う。

「ジャージを着てるわけでもなく、陸上部所属でもないわたくし相手に欲情できるなら。あなたが変態趣味を持っていないノーマルな人間だと認めることも可能よ」

「……またずいぶん際どいコースを攻めてきたなあ」

「簡単に言えば、わたくしでオナニーできるかどうかということね」

「スト─────────
 ップ！」

　さすがにここはダメ出しだろう。

「僕は女の子がそういう言葉を使うことに、断固として反対する！」

「簡単に言えば、わたくしでひとりエッチできるかどうかということね」

「やわらかい表現に代えてもダメ！」

「それは言論弾圧じゃないかしら。『オナニー』も『ひとりエッチ』も、自慰行為を意味する立派な日本語よ。まして放送コードに引っかかる単語でもない。あなたからものすごい形相でダメ出しされるようなことではないと思うわ」

「とにかくダメ！　禁止！　そういうのを僕は許しません、ゼッタイ！」

「意外にお堅いのね」

　と言って、彼女は表情を変えないまま呆あきれてみせ（器用なやつだ）、

「まあいいわ。別にわたくしの前で自慰行為を見せたわけじゃないけれど、ひとまずあなたの趣味がノーマルであると仮認定しましょう」

「そりゃどうも……って言ってみてから気づいたけど。お礼を言うに値することを、僕は君から何もしてもらってないはずだよね？」

　しかも仮認定だし。

「そんなことないわ。わたくしの口から『オナニー』とか『ひとりエッチ』なんていう卑ひ猥わいな言葉が飛び出てくるのを目の当たりにするなんて。聞く人が聞けば失禁して喜ぶであろう、とびきりのラッキーハプニングよ。感謝こそされても、疑問に思われるようなことは何もないわ」

「悪いけどそんな価値はないよ、僕にとっちゃ」

　ていうか卑猥な言葉って、自分で認めてるじゃないか。

「ちなみにどちらの単語も、わたくしは生まれて初めて口にしたわ」

「えええ？」

「正直なところ、顔から火が出るかと思うほど恥ずかしかったわね。顔には出さなかったけれど」

「そうなのか……僕はてっきり、君はごく日常的にそういう単語を発してるのかと思ってたよ」

「失礼ね。こう見えてもわたくし、それなりの立場がある身分なの。そうそう軽率な言動は取れないわ」

「……にしては、ほとんど他人も同然の僕に対してえらく軽率なんじゃない？」

「仕方のないことだわ」

　と言って、彼女はため息。

「どうあっても、何がなんても、あなたには絡んでみたくなるのだから」

「そりゃまあ……なんというか、難儀なことだね」

　僕にとっても、彼女にとっても。

「そうなるとアレだ、僕と君ってよっぽど相性が悪いんだな。なるべく離れてたほうがいいんじゃないの？　お互いに」

「そういうわけにはいかないわ。あなたは女子陸上部の練習を見学するフリをしてよからぬことを企たくらんでいた要注意人物──何の監視もつけずに放置して万一のことがあれば、わたくしも責任の一端を負うことになるでしょうから」

「だから誤解だってのに」

「というわけで。あなたがこの先も学園内を見て回りたいのなら、わたくしもいっしょについていくことにするわ」

「え？　君が」

　急な申し出に僕は面食らう。

「つまり、この学園を案内してくれるってこと？」

「概おおむねそういうことになるわね」

「でもいいの？　君だって休日にわざわざ学園に来てるんだから、何か用事があったんじゃ？」

「ヒマなわけじゃないけれど、事情が事情だからこちらのほうが優先ね」

「ふむ」

　彼女の時間を割かせてしまうのは悪い気がするけど、申し出そのものは願ったり叶かなったりだ。この学園の生徒に案内を頼めるなら少しはアウェー感も和やわらぐだろうし、むしろこちらが頭を下げてお願いしてもいいぐらいだろう。

「そいつは助かるよ。じゃ、悪いけどお願いしようかな？」

「礼を言われることじゃないわ。あくまでもこの学園の生徒としての義務でやってることだから。それに──」

　と言って、彼女は無表情のまま神妙な顔をして（器用な子だ）、

「わたくし、これでも反省してるのよ」

「反省？」

　何をだ？

　無実の僕を変態あつかいしたこと？

「わたくしのキャラが絡みづらいことに対してよ」

「…………
 」

　そこ、こだわるなあ。

「そのことについてはわたくし、大いに後悔しているわ。本当の本当に、心の底から申し訳なく思ってるの。できることなら先日あなたと出会ったあの時までさかのぼって、すべてを一からやり直したいくらいに」

「いやー……それはちょっと大げさなんじゃない？」

「そんなことはないわ。その願いが叶うのならわたくし、あなたに陵りよう辱じよくされることを受け入れてもいいとさえ思っているの」

「いやちょっと待って。あたかも僕がそれを望んでるかのような言い回しはやめてもらえるかな？」

「その願いが叶うのならわたくし、あなたとの不義の子を身ごもったとしても、甘んじて受け入れると思うわ」

「いやだから。僕と君がそういう関係になることを前提にした話をしないでほしいんだけど？」

「そしてわたくしがこういうセリフを口にすることによって、いよいよ絡みづらくなるであろうことも、十分に理解しているわ」

「……それについては本当に自覚的なんだね」

　まあ絡みづらいというよりも、単に扱いづらいというべきなんじゃないか、とは思うのだけど。

「まあそれはともかくとして。案内をよろしく頼むよ」

「わたくしの案内を受け入れると？」

「うん」

「……こちらから申し出たことではあるけど」

　と彼女は前置きして、

「いいのかしら？　このままわたくしに付き合っていると、いよいよあなたはわたくしに幻惑されていくと思うけれど。断るなら今のうちよ」

「その辺もちゃんと自覚はしてるんだな……。でもいいさ。君のそういうところにはもう慣れた──とまでは言わないけど、まあだいたいもうわかってるし。あまり気にしないことにするから、ぜひ案内をお願いしたい」

「そう」

　と言って、彼女はあさっての方角を見る。

　本日も好天に恵まれ、都内とは思えないくらい鮮やかな青が空に広がっていて。

　穏やかで暖かい風が、ちらほら綻ほころび出した桜の香りを運んできている。

　そんな一いつ幅ぷくの絵画みたいな風景に溶け込みながら。

「わかったわ。案内しましょう」
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　ほんの一瞬だけ。

　彼女の口もとが、それこそ花びらみたいに綻ほころんだ──ように、見えた。

　……おおー。

　この子の表情らしい表情って見たことなかったけど。

　笑った顔、めちゃくちゃ素敵じゃないか。

　もちろん無表情のままでも恐ろしいくらいの美人だけど、それはどこか見る者を萎い縮しゆくさせるような美しさだったから。正直、ちょっとおどろきだ。わずかな笑顔でここまで魅力的な子に化けるなんて。

　まあアレだ、普段が普段だからってのもあるんだろうけど……それにしてもびっくりした。いい笑顔だった。あんな風に笑えるならいつも笑ってくれればいいのになあ──

「なに？」

　と、僕の様子の変化に気づいたらしい彼女が、

「さっきからやけにニヤニヤしてるわね。わたくしを陵りよう辱じよくする場面をあれこれ想像して、悦に入ってるのかしら？」

「……まだ引っ張るの？　それ」

「そしてそのシーンを後で思い返して、思うがまま自慰行為にふける魂こん胆たんというわけね。あなたの変態根性にはつくづく恐れ入るわ」

「だからちがうってのに」

「まあいいわ。わたくしはあなたに借りのある立場だから。あなたから何をされたとしても、たいていのことは許容できるもの」

「まさかとは思うけど、その借りってのはあれか？　君のキャラの絡みづらさのことを言ってたり？」

「そうよ」

　そこ、ホントこだわるなあ。

　ていうか自覚してるんだったら何とかすればいいのに。

「あのさ、君はどう思ってるか知らないけど。僕はそのことについて、君との間に貸し借りなんてないと思ってるから」

「あなたがそう言ってくれるのは助かるけど、わたくしがそう思ってないということが重要だわ」

「いいじゃないか。たとえ僕に借りがあったとしても、これから学園を案内してくれるんだろ？　それでチャラってことで」

「いいえ。とてもではないけれど、その程度のことでこの借りをなかったことにはできないわ。たとえあなたから不愉快な臭においが漂ってくることを我慢するにしても、とても差し引きゼロにはできないでしょうね」

「って、また前回の話を蒸し返してきた！」

　しかもこれまた、僕のちょっとしたトラウマをえぐってくるやつだし！

「ちょっと待ってくれ。それについては今ここで無実を証明したい。僕の名誉にかけて」

「聞きましょう」

「まず、今日の僕は出かける前にちゃんと風ふ呂ろに入ってきた」

「殊しゆ勝しような心がけね」

「それに先日は暖房のよく効いた店内だったけど、今日はごらんの通りの晴天だから。ヘンな汗をかいてしまった、という線も消える」

「確かにいい天気ね。寒すぎず暖かすぎず、ほどよく乾燥してもいる。周囲も開けているから空気が篭こもることもないわ」

「そして長年の友人が保証してくれた。長い付き合いだけど、僕の体臭が平均以上にきついという事実はない、って」

「わざわざそう言ってくれたの？　親子や夫婦の関係ですら、相手の体臭について口にするのは勇気の要いることでしょうに。あなたはいい友人を持っているようね。大事にするといいわ」

「そしてダメ押しをひとつ。昨日の夜、僕はニンニクを食べなかった」

「ニンニクの栄養価は高いけれど、どうしても臭においが残ってしまうものね。賢明な判断だと思うわ」

「さて。ここまで条件をそろえた上で改めて問いたい」

「聞きましょう」

「……僕って、そんなに臭う？」

「ええ。臭うわね」

「なぜだ!?
 」

　本気で悶もん絶ぜつする僕である。

「おかしくない!?
 　これだけ否定条件がそろってるのに、いったい僕のどこから君を不快にさせる臭いがにじみ出てるっていうんだ！」

「わたくしに言われても困るわ。あなたと会うのは二度目なのに、そんなプライベートなことまで知ってるはずないでしょう」

「納得いかない！　いったい何がどうなってどう臭うのか説明してくれ！」

「それは難しい質問ね。そもそも『名状しがたい不快な臭い』というものを、どうやったら言語で表現できるというの？」

「僕の体臭はそこまでレアでアレなのか！」

「それでもあえて表現するなら……そうね、『まるで夏場に一週間ほど炎天下にさらした生ゴミのよう』とでも言っておこうかしら」

「くそっ……そこまで予想以上にひどい表現だと、反論する気力が根こそぎ奪われてしまう！」

　そしてそれをごまかすためにこうしてテンション上げてしゃべっている、ということは、君と僕だけの秘密だ。

「その臭においの発生源が何なのか、知りたい？」

「って、そう言うからには君、心当たりがあるの!?
 」

「ええ。さすがにもう目星はついてるわ。知りたい？」

「知りたいよ！　そりゃもちろん！」

「本当に？」

「念を押されるまでもないさ！」

「心変わりはしないと誓えるかしら？」

「言われるまでもなく！」

「そう。あなたの覚悟はわかったわ」

　と、彼女は例によって平淡な表情のまま、

「でもごめんなさい。やっぱり言えないわ」

「え？　何で？」

「この話題をもう少し引っ張りたいから」

　…………
 。

「怒った？」

「……いや。怒ったというか何というか」

　呆あきれてるというか脱力してるというか。

「ええと。言ってくれないの？　ここまで思わせぶりに焦じらしておいて？」

「ごめんなさい。あなたの言いたいことはわかるけど、でもわたくし、どうあってもこの話題を引っ張りたいの。わかって頂ちよう戴だい」

「どうしても？」

「どうしても、よ。そのためなら土下座でも何でもするわ」

「いやそんなことされても」

「何ならお詫わびのしるしとして、わたくしの脱ぎたての下着をあげてもいいわ」

「はいその手の発言ストーップ」

　素早くダメ出しをしておいてから、

「わかったよ。よくわからないけどわかった。君が話したくないというなら無理には訊きかない。あれだけ前フリしておいて回答なし、ってのはさすがにどうかと思うけど」

「ごめんなさいね。わたくしの一身上の都合に付き合わせて」

「いや、いいよ。気にしないで」

　本心である。

　正直、普通なら怒ってもいいシーンのはずだけど。でも不思議なことに、彼女からこの手のひどいことをされてもぜんぜん頭にこないのだ。

　その理由はたぶん、彼女から悪意らしいものを感じないからなんだろうけど。それにしたって全部は説明しきれない。

　つくづく変な子だった。これも一種の才能なんだろうか。

「その代わり、と言っちゃ何だけど」

「何かしら」

「どうしてこの話を引っ張りたいのか、教えてくれない？　そのくらいはしてくれてもいいと思うんだけど」

「理由はみっつあるわ」

　と彼女は言う。

「まずひとつめ。できるだけこの話を引っ張った方が、あなたを焦じらすことができて楽しいかな、と思って」

「……まあなんとなく予想はしてたけど。それにしても大概な理由だよね、それ」

「ごめんなさい。このお詫わびはわたくしの脱ぎたての下着で──」

「いやだからいいってそれは。……で？　他ほかにも理由が？」

「ふたつめは、あなたと会話する時の話題をひとつでもキープしておこうと思って」

「……話題なんていくらでもあると思うよ？　出し惜しみしなくたって。たとえば僕ってこの学園には不慣れなんだし、そこから話をいろいろつなげていく、とか」

「理論上はそうなのだけど、なかなかそうもいかないのよ。あなたと会ってる時はやたらと緊張して、妙なことばかり口走ってしまうから」

「緊張？　君が？」

「そうよ」

「うっそだあ。君、ぜんぜん緊張してないじゃん」

「しているわ」

「表情もびたいち動かないし、声もずっと平淡だし」

「外からは判断できないところで緊張してるのよ」

「うーんそう言われてもなあ。ちょっと信じられないなあ」

「どうしても信じられないというなら、わたくしの脱ぎたての下着を家まで持ち帰ってもらうわよ」

「なんでそんな話になるのかもわからないし、そこにやたらとこだわる理由もさっぱりわからないけど、とりあえず丁重にお断りさせていただきます」

「不思議ね。わたくしの下着のためなら命も惜しくない人がたくさんいるというのに。あなたはみすみすその所有権を放ほう棄きするというの」

「人の趣味をおおざっぱすぎる枠でひとくくりにまとめないでくれ。……それで？　みっつめは？」

「どうせならもっと劇的なタイミングで明かした方がいい、と思ったのよ」

「いや、そんな無駄な演出を入れなくても……」

「それにちょっとわたくしにも心の整理が必要なのよ。実を言えば、わたくしもついさっき気づいたことなんだから。あなたの臭においの正体に」

「はあ」

「というわけで、納得してもらえたかしら。あなたの臭いの話を引っ張る理由」

「まあ納得はできないけど。理由があるってわかっただけいいかな、と。君の場合、何の理由もなく気分だけでそういうことやりそうだったし」

「失礼ね。根も葉もない中傷をそれ以上つづけると、わたくしが脱いだ下着を穿はいてもらうわよ。今すぐここで」

　そこ、ホントこだわるなあ。

　ひょっとして気に入ったんだろうか。

「さて、まあそれはそれとして。なんだか話が脱線しすぎて忘れそうになるんだけど」

「何かしら」

「そろそろ案内してもらえる？　この学園を」

「そういえばそういう話だったわね、元々」

「そうだよ。忘れてもらっちゃ困る」

「さて。そこであなたに残念なお知らせがあります」

　と、彼女は急に口調を変えて、

「こんな馬ば鹿か話ばなしをしているうちに、いつの間にか時間がなくなってしまいました。わたくしはそろそろ戻らないといけません」

「……うわあ」

「そんな目で見ないで頂ちよう戴だい。逆上したわたくしに、脱いだばかりの下着を頭から被かぶせられたくなければね」

「いやまあ、こっちはお願いする立場だし。強く言える筋合いは何もないんだけどさ。でも何というかこう、君の言う『馬鹿話』にここまで付き合った甲か斐いが……」

「ごめんなさい。あなたとの会話が楽しくて、つい時間を忘れたのよ」

「あー……まあそういうことなら、余計にクレームもつけづらい──」

「とでも言っておけば、納得してくれるかしら」

「ああくそ！　ついうっかり素で返してしまったことが悔しい！　君はそういうキャラだとわかってたはずなのに！」

「那な須す原はらアナスタシアよ」

　と、彼女は言った。

　相も変わらず唐突に。

「えっ？」

「わたくしの名前。那須原アナスタシア」

　差し出された右手を、僕は反射的に握り返す。

「よろしくお願いするわ」

「ああ。うん。よろしく」

「わたくしのことはアナ、と呼んでくれていいわ」

「ああうん。アナね。了解」

「ふ。女に向かって穴呼ばわりなんて。あなたも相当な男ね」

「……そういう言葉のトラップ的なものを仕掛けるの、やめてもらえる？」

「それじゃ行くわ」

　と言って、彼女は踵きびすを返す。

「ごきげんよう。あなたの学園生活が良きものになるよう、祈っているわ」

「ああうん。ありがとう」

「それと──次に会う時は覚悟しておくことね」

「何をだ何を」

「それじゃ、また」

　それを最後に、那須原アナスタシアはきびきびした歩調で、颯さつ爽そうと歩み去っていく。

　一歩進むごとに揺れる黄金の髪は、まるで一面に色づいた小麦畑が風に吹かれているみたいで。ただ歩いてるだけなのに名画のワンシーンを見ているような。

　いやあ。

　ゴージャスな子だなあ。あれでもう少し扱いやすければもっといいのに。

　ま、それはそれとして収穫はあった。

　学園を案内してもらう話は立ち消えになったけど、那須原アナスタシアという知り合いができたし。凡才の身でエリート校に通う羽目になってしまった僕の心細さも、これで少しは慰められることだろう。アウェーに乗り込む時は、知り合いがひとりでも多くいたほうがいい。

　というかよくよく考えてみれば。

　さっきの那須原アナスタシア。

　生徒会長の二に階かい堂どう嵐あらし。

　そして我が不ふ肖しようの妹。

　知ってる顔が三人もいれば、もうそれほどアウェーってわけでもないよな。

　いつまでも気き後おくれしてる場合じゃない。

　僕は姫ひめの小路こうじ秋あき子この兄なのだ。

　しばらく離れてるうちにすっかり立派になった妹の顔を潰つぶさないためにも。僕はこの学園でそれなりの立場を確保しなきゃいけない。

　よし。

　気分が乗ってきた。

　ちょっと場違いなこの学園で、僕は見事にやってやろうじゃないか。勉強も仕事も家事も、泣きごといわずに全部こなしてみせる。そうじゃなきゃ、わざわざ妹を連れ出してふたり暮らしを始めた意味が、

「お兄ちゃん。何してるんです？」

「……おっ？」

　振り返ると妹がいた。

「どうしたんだ秋子、こんなところで。生徒会の仕事はいいのか？」

「んもう。それはとっくに終わりました」

　と、彼女はほっぺたをふくらませて、

「食堂で待ってたのに、いつまでたってもお兄ちゃんが来ないから。こうして捜しにきたんじゃないですか。もう十分に学園を回って見れたでしょうに」

「あ、そっか。もうそんな時間か」

「妹を待たせるなんて、お兄ちゃんはいけないひとです」

「ごめんごめん。確かにこれは僕のミスだ」

「本当に悪いと思ってるなら、『美人でかわいい秋子を待たせて悪かった』と言ってください」

「美人でかわいい秋子を待たせて悪かった。いや、ほんとにごめん」

「……む。今日のお兄ちゃんは素直ですね。しまった、それだったらもっと高度な要求を出しておけば……」

「こら。またすぐにそうやって調子に乗る」

「えへへ。……でもあれですね、お兄ちゃん」

「なんだ？」

「さっきまでとは雰囲気がちがいますね。さっきはもっとこう、硬い表情だったのに。今はなんだか余裕がある感じです。この学園にはもう慣れました？」

「ああうん。そうだな。そういえばそうかも」

　確かに。

　この学園に足を踏み入れた最初の時とは、気の持ちようが全然ちがってる。

　もうそれほど気後れはしていない。現実として不安はあるけど、乗り越えられないほどのものじゃないと思えている。

　これはあれか。彼女のおかげかもしれないな。

　那な須す原はらアナスタシア。

　一見すると無駄としか思えない時間をあの子と過ごしたことで、否いや応おうなしに緊張がほぐれてくれた、ってことか。何しろ彼女の会話に付き合うためにはいろんな労力が必要だからなあ。緊張なんてしてるヒマがないというか、必死こいて食らいついていかないとペースについていけないというか。

「あれだよ秋あき子こ。この学園を見学してるうちにさ、ここの生徒と知り合いになって。その子といろいろ話してるうちに、いつの間にかリラックスできてた、みたいな」

「……む。その言い方からして、その相手は女子生徒なんですね」

「そうだけど」

「むむう」

　妹はくちびるを尖とがらせて、拗すねたみたいな顔をしてたけど。

「まあ致し方ありません。多少の浮気を笑って許すのも、かわいい妹としての資質です」

「浮気って何だ浮気って」

「ともあれ何よりです。そういうことなら、休みの日にわざわざこの学園に来た甲か斐いもありました」

「うんそうだな。ありがとな秋子、忙しいところ付き合ってくれて」

「いえいえ。お兄ちゃんの頼みであれば、たとえ火の中水の中です。ところで……」

「ん？　なに？」

「お兄ちゃん。わたしと別行動してる間に何かありました？」

「え？　何かって、何が？」

「いえ。何かと言われるとわたしも分からないんですけど……お兄ちゃんからまた、例の嫌な臭においがするので」

「げっ」

　なんてこった。

　妹まであの金髪美人と同じことを言う、だと……？

　しかもこれ、前回のショッピングモールと同じパターンじゃないか。

「……お兄ちゃん。わたし今、とてもイヤな予感がしてるんですが」

　と、妹がおでこに皺しわを寄せて、

「お兄ちゃんと知り合いになったというその女子生徒。どんな人でした？」

「え？　うーん、そうだなあ」

　なかなか難しい質問だ。

　あの那須原アナスタシアを、いったいどんな言葉で表現するべきなのか。

　表情が乏しくて、声も平淡で。大概なことばかり口にしている上に、何かと理由をつけては絡んでくる──こう、言葉にしてみるとろくな表現が出てこないんだよな。

　でも一応は恩のある人を悪く言うのは気が引けるし。それに僕、決してあの子のこと嫌いじゃないし。

「笑顔が」

　というわけで。

　僕は僕の知ってる、彼女のいちばんいいところを伝えることにする。

「笑顔が素敵な子だったよ。とてもね」

「……ふむう。笑顔が素敵、ときましたか。じゃあわたしの考えすぎですね」

「？　何かよくわからないけど、そうなのか」

「はい。わたしのイヤな予感は杞き憂ゆうだったみたいです。あの方がそうそう笑顔なんて見せるはずありませんもんね。……そんなことよりお兄ちゃん。たった今、より重大な問題が発生しました」

「ん？　何だ？」

「わたしは『笑顔が素敵だ』なんてセリフ、一度も言ってもらったことありません」

「ふむ。そうだっけ」

「そうです。言ってもらってないんです」

　妹は憤ふん懣まんやるかたない、という顔で、

「見ず知らずの女子生徒ですら言ってもらえるのに、かわいい妹であるわたしに言ってくれないなんて。これは重大な罪です。世が世なら実刑まである重罪です」

「んな大げさな」

「なので、『秋あき子この笑顔も素敵だよ』ってちゃんと言ってほしいです」

「？　何を言ってるんだ」

　僕は首をかしげて、

「そんなの当たり前だろ。秋子の笑顔が素敵だなんてこと、今さらわざわざ言うまでもないじゃないか。お前の笑顔が世界でいちばん好きだよ、僕は」

「………………
 ぐはっ」

　いきなりぶっ倒れた。

　前のめりに。

「おい秋子!?
 　どうした!?
 」

「は、破壊力が……」

「ていうかお前なに!?
 　鼻血出てるじゃないか！」

「だ、だいじょうぶ……だいじょうぶです」

　抱き起こそうとする僕を手で制して、妹は鼻を押さえながら立ち上がる。

「貧血か？　それとも日射病か？　こんな春先に？」

「いえ、何でもありません。だいじょうぶ、すぐに収まります。まったく……お兄ちゃんって、時々こういう天然なことするから油断できないんですよね……」

「え？　なんだって？」

「何でもありません。とにかく希望は叶かなえられました。わたしは大変満足です」

　鼻血の始末を終えてから、妹は赤く染まった顔で（血の色ではない。念のため）、

「そしてたった今、わたしの機嫌はマックスになりましたので。今日はお兄ちゃんの食べたいものを何でも作ってあげます」

「えーとそれはありがたいんだけど。ほんとにだいじょうぶか？　鼻血」

「ぜんぜん余裕です。こんなの嬉うれしすぎてすぐに止まっちゃいます。ヘモグロビン全開です。それより食べたいものはないんですか？　ほんとに何でもいいですよ？」

「えーとじゃあ」

　かなり鼻血出てたし、

「レバニラ炒いためとか？」

「レバニラですね？　おやすいご用です！」

　こくこく頷うなずいて、百点満点の笑顔を咲かせる妹。

　──うん。

　やっぱ間違ってないよな。

　妹の笑顔は世界一。誰だれが何と言おうと、これは僕にとって１＋１が２になるよりもずっと当たり前の、説明するまでもない確定事実だ。そんなことを今さら確認したからといって、どうしてそこまで喜ぶんだろう。

　まあいいや。

　妹の機嫌が良いならそれに越したことはない。

「それじゃ、そろそろ行こうか？」

「はい！　帰りにスーパーとかも寄っていきましょう！」





　そんなこんなで。

　僕の聖リリアナ学園プレ体験は、おおむね無事に終了したのだった。





四月六日（同居十三日目）（始業式前日）









『那な須す原はら──というとあれか。ひょっとして君、それは那須原重工のご令嬢だったんじゃないのかい？』

　後日。

　この間の学園見学のエピソードを話して聞かせると、銀ぎん兵べ衛えはそんなことを言ってきた。

「んん？　那須原重工？　マジで？」

『那須原なんて名字はそうそう転がってるわけでもないし。名門学園の生徒ともなればなおさらその可能性は高いだろう。君の見立てからしても、そのアナスタシア嬢は明らかにセレブリティな雰囲気を出していた──とも言っていたよね？』

「ああうん。まあ確かに」

　しかし那須原重工か。

　宇宙船からドアノブのネジに至るまで、ほとんどありとあらゆる工業製品を世に送り出しているお化け企業の。

『だとすれば秋あき人と、君は入学する前から早くも良い知己を得たことになる。運のいいことじゃないか』

「うーん。といってもまだ確定したわけじゃないし」

『たとえ由緒ある大企業のご令嬢でなかったとしても、君の会ったその子は十分すぎるほど愉快な人物だと思うよ。結構なことだ。僕もぜひその幸運にあやかりたいものだね』

「まあ……確かに。退屈をしない子ではあると思うけど」

　それ以上に何というか、いろいろ大変な子だと思うけど。

『敵をつくるよりは味方をつくる方が有意義だし、まして君の立場であればなおさらだ。君と妹くんとの同居生活は、名家同士の微妙な力関係の均衡上に成り立っている、きわめて安定性を欠くものであることをもう少し自覚するべきだろう。まして君の味方をする者は少ない。肉親である妹くんを除けば、あとはこの僕ぐらいのものだ』

「うん。まあ。そうだよな」

『アナスタシア嬢は、君さえ上う手まく立ち回れば心強い味方になってくれそうじゃないか。せっかくの縁だ、ぜひ大事にしてほしい。彼女だけでなく、先だって話してくれた生徒会長さんともね』

「二に階かい堂どうさんか？　確かに味方にはなってくれそうなんだけど……あの人は心強いという以上に身の危険を感じるタイプだからなあ」

『毒を制すれば薬、制し損ねればただの毒。それと承知で清せい濁だくあわせ呑のんでこそ、一人前の男というものだろう？　利用できるものなら片っ端から利用すべきだ』

「いやまあ、そりゃそうかもだけどさ。でもそう簡単にはいかないよ、ぜったいあの人って。僕なんかが下へ手たにちょっかい出したらミイラ取りがミイラになるというか。逆に僕のほうが丸め込まれちゃうのがオチだと思うね」

『やれやれ。数多くの人間を出し抜いて今の立場を確保したはずの君には、あまり言ってほしくないセリフだね』

　ふう、という電話越しのため息。

　それからややあって、

『秋あき人と。今の暮らしをここらで切り上げる気はないかい？』

「えっ？」

『僕にとって君は大切な人間だ。だから君の行動を受け入れたし、支持もした。必要とあれば助言もした。何よりも君が一大決心で臨んだ今回の件を、僕はできるだけ尊重したかった。だから可能なかぎり言わずに済まそうとは思っていたけど──ここらがその限界らしい』

　どこかしらいつもシニカルというか、斜に構えた感じの余裕があった銀ぎん兵べ衛えの声が。かつて聞いたことのないほどに真剣味を帯びて。

『秋人。これは僕からの最後の忠告だ。今の暮らしはやめたほうがいい。正直、君のような人間に今の生き方は向いてない。いろんな利害関係を正確に把握し、綱渡りじみたバランス感覚でそれらの隙すき間まを縫っていくような生き方はね』

「…………
 」

『僕の見る限り、本来の君はどこぞの農園でほうれん草でも育てながら牧歌的に生きるのが性に合っている。鷹たかノの宮みやに拾われたこと自体がまず、君の不運の始まりだったんだろうとは思うけど……今からでもまだ、迷走してしまった人生を方向修正することは可能なはずだ。君自身、そのことは自覚しているだろう？　自分の本質がどういうものか、ということについては』

「……ま、それについては反論の余地がないね。その通りだ」

『戻っておいで秋人。今ならまだかろうじて間に合う。妹くんの人生は有あり栖す川がわに任せ、君はこれまでどおり鷹ノ宮を頼ればいい。面倒事は多いだろうけど、その見返りもまた決して少なくはないはずだ。まして有栖川も鷹ノ宮も、君たち兄妹きようだいを取って食おうとしてるわけじゃあるまい』

「まあね。むしろ最大限よくしてもらったと思うよ」

『連絡もままならず、肉親としての関係を絶たれたまま生きざるを得なかったことは、君たち兄妹にとって苦痛だったろう。さぞかし兄妹間のコミュニケーションに飢えていただろうことは想像に難かたくない。だがその渇きも、ここしばらくの同居生活である程度は癒いやされたはずだ。今回の件を受けて、鷹ノ宮も有栖川も君たち兄妹の扱いについて再考せざるを得なくなっただろうし、待遇の改善を求める交渉だって何かとやりやすいだろう。それでも君たち兄妹きようだいがふたたび離れ離れになることに変わりはないが……以前のような没交渉ということにはなるまい』

「確かにそうかもね」

『それと言うまでもないことだが念を押しておく。僕は鷹たかノの宮みやや有あり栖す川がわに頼まれてこんなことを言ってるわけじゃない』

「わかってるよギン。君の言うとおり、まったくもって言うまでもないことだ」

『では改めて問おう』

　わずかな間をおいて。

『秋あき人と。今の暮らしをやめて、またこちらに戻ってくる気はないかい？』

「ない」

　その答えを口にするのに、ためらいはカケラもなかった。

「今の暮らしをやめる気はないし、そっちに戻る気もないよ。まさに君が言うとおり、今回の行動は僕なりの一大決心で臨んだことだ。今さら撤回するつもりも白旗を揚げるつもりもない。僕は大切な家族といっしょに暮らす権利を、金こん輪りん際ざいないがしろにする気はない。親おや兄弟きようだいでもない人たちの都合に振り回されて妹と離れ離れになるのは、もうまっぴらごめんだ。たとえこの権利を行使することで面倒なことに巻き込まれたとしても、僕は僕の全知全能をもってその解決に当たる。そして自らの権利を必ず守り通す。ギン、君の忠告はもっともだと思うし、立場が逆だったら僕も君に対して同じ忠告をすると思う。でも今回ばかりは聞けない」

『どうしてもかい？』

「どうしてもだ」

『君の今回の行動は、成功したもののいささか強引であり、もっと合理的で角の立たないやりかたはあったはずだ。多少の時間はかかっても、おおむね八方丸く収めるやりかたもあったと思う。そしていくぶん遠回りになるものの、まだそれらの方法を採る道は残されている──そうと知っていてもかい？』

「あきらめてくれギン。こればっかりは、僕は僕の我を押し通す」

『……そうか』

　と言って、友人は電話の向こうで黙り込む。

「ギン」

『……なんだい？』

「怒った？」

『どうしてそう思うんだい？』

「いや。何もしゃべってくれないからさ」

『心配には及ばない。単に笑いをかみ殺しているだけだから』

「あー……いや、それならいいんだ。何しろ君ってヤツは、この世でいちばん怒らせたくないヤツのひとりだからさ」

『そう思ってるなら、もう少しそれなりの気を遣ってくれてもよさそうなものだけどね……ともあれ大丈夫、君の頑迷さに呆あきれているのは確かだけど、別に怒ってはいない。君の答えは予想の範はん疇ちゆうだったし、それ以上に期待通りでもあったからね』

「？　というと？」

『僕の提案に少しでも心揺れるようなら、力ちから尽ずくでもやめさせるつもりだった、ということさ。君の無謀な同居生活を』

「……こえー」

　たぶん、本気でやるつもりだったんだろう。

　猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみはそういうヤツだし、実際あいつならやってのけそうな気がする。

『君がきちんと一本筋の通った男であったことを、僕はうれしく思う。それでこそ僕のみとめた男だ』

「なんだよ。またほめ殺しか？　もうその手は通用しないぜ？」

『と言いつつ頬ほおを染めて目を泳がせてるのが、電話越しにもわかるんだけど』

「うっさいな」

『ふふ。……ともあれ安心したよ。それだけ強い意志があるなら大丈夫。この先によほどの困難があっても、秋あき人とならきっと乗り越えられるさ』

「君にしては楽観的な観測だなギン。僕自身は正直、それほど先の見通しは明るくないと思ってるんだけど」

『いや。きっと大丈夫』

　妙に断定的な口調で太鼓判を押す友人。

『それじゃあね秋人。近いうちにこちらから会いに行く。それまで壮健で』






　　　　＊







「……やれやれ」

　築七十年のオンボロ寮、いつもの２ＬＤＫにて。

　友人との電話を終えた僕は、大きく息をついて畳に倒れ込んだ。

「ギンのやつの機嫌も、少しはよくなってきたかな……？」

　猿渡銀兵衛春臣は、ちょっと斜に構えた微笑を絶えず浮かべたヤツで。けっこう長い付き合いの僕でさえ、あいつが声を荒らげたところは一度も見たことないけど。

　でも長い付き合いなればこそ、わかりもするわけだ。

　声も口調もまったくいつも通りだけど……僕の引っ越しの件以来、銀ぎん兵べ衛えの怒りゲージがメーター振り切りっぱなしだった、ということが。

　実際それはあいつ自身が口にしていたことでもある。

　僕が相談を持ちかければきちんと答えてくれたし、ヘルプを求めれば進んで協力してくれたけど。

　でもそれは、あいつの怒りが収まったから、ということではなく。

　単に猿渡さわたり銀兵衛春はる臣おみは、いつも冷静に感情と行動をコントロールしているゆえ、その場その場で最適の選択を採っている、ということにすぎない。

　たいてい何をやっても銀兵衛には及ばない僕だけど──その点に関しては本当、いつも舌を巻くばかりなのだ。

　どこまでも冷徹に、それでいて誰だれよりも熱く。

　そんなあいつだからこそ、僕は気になってしょうがないわけだ。

　あいつの機嫌はいつ直るのか。

　どうすれば直してくれるのか。

　数えるのもバカらしいくらい心配事がたくさんある今の僕だけど。数少ない友人の動向こそが最大の懸念事項だというのは『なんだかなー』という感じではある。

　いやだってアイツ、ほんと何するか分からないところあるから。

　そりゃまあ確かに？　今回の件を極秘のうちに進め、誰にも一切相談しないという友だち甲が斐いのないことをやった僕に、それでも銀兵衛は変わらぬ友情を約束してくれたけど。でも他ほかならぬ銀兵衛の言葉を借りれば『怒ることと許すことは別』だったりするわけで。

　うーむ。

　あいつの好きなケーキを持って一度顔を見に行こうかと思ってたけど。取り急ぎケーキだけでも送っておいたほうがいいだろうか。あからさまなご機嫌とりをあいつが好むとは思えないけど、今の僕にはその程度のことしかできそうにないし──

「お兄ちゃん。お電話終わりました？」

　と。

　そこで妹から声が掛かった。

　となりの部屋から、である。

　居間の電話を使っていた僕に気を利かせて、しばらく席を外してくれてたのだ。

「ああごめん。いいよ、もう入って」

　床に寝ころんだまま声を掛ける。

　だらしないとは承知していたけど、友人との会話で少なからず疲れてしまったわけで。

　鷹たかノの宮みやでこんな真ま似ねしていればタダじゃ済まないだろうけど、そこは唯一無二の家族が相手。こういう時ぐらいは大目に見てもらうってことで、

「！」

　思わず跳び起きてしまった。

　開いた戸の向こうにいた妹が、見慣れない着物姿で端座していたから。

「────
 」

　そのまま無言で一礼。

　すすす、とひざを進めて桟さんを越え、静かに戸を閉める。

　僕のそばまで来てふたたび一礼。

「…………
 なんだよ。急にそんな格好してかしこまって」

「驚きました？」

　顔を上げ、ぺろりと舌を出す妹へ、

「そりゃまあ驚いたさ。不意打ちだよほんとに。そういう着物とかって、有あり栖す川がわの家にぜんぶ置いてきたんじゃなかったっけ？」

「はい、そのつもりだったんですけど。笙しよう子こさんが『せめてこれだけは』と言って聞いてくれなくて。押し切られる形で一着だけお借りしたんです」

「ふうん。そっか」

　考えてみりゃ、しっかり折り目正しい妹を見るのはこれが初めてか。六年前までは、七五三ぐらいでしか妹の着物姿なんて見たことなかったし。

「いいじゃんか。似合ってるよ」

「えへへ。ありがとうございます」

「……で？　服の由来はわかったけど、なんでまたそんな？」

「いわゆる『形から』というやつです。わたしの気持ちを、できるだけ正しく伝えたかったから」

「ふむ？」

「それに明日は始業式です。ちょうどいい節目だと思いますし……何よりこれ以上延ばし延ばしにしたら、一生伝える機会がなくなってしまう気がして」

　と言って。

　妹は三つ指をついて頭を下げ、堂に入った辞儀をする。

「お兄ちゃん。この度はほんとうにありがとうございました。妹として──いいえ、それ以上にひとりの人間として。深く深く、御礼もうしあげます」

「……なんだよ」

　襟えりからのぞく真っ白いうなじにドキリとしながら。

　それを苦笑でごまかしつつ、なるべく平静なふりをして口を開く。

「おかしなやつだな。珍しい格好をしたかと思えば、今度はそんな真面目まじめくさって。どうしたんだよ本当に。御礼ってなんの御礼？」

「有あり栖す川がわからわたしを連れ出してくださったこと。こうしてわたしと一緒に暮らしていただいてること。家長としてわたしを養ってくださっていること──です」

「あはは。何だそんなことか」

　深々と頭を下げたままの妹を、僕は軽く笑い飛ばして、

「そんなの当たり前のことだろう？　御礼を言われる筋合いじゃないよ。お前は僕の妹で、この世でたったひとりの家族じゃないか」

「肉親だからといって、何でも無条件に、無制限に、恩おん顧こを受けられるものではありません。ましてお兄ちゃんがわたしにしてくれたことが、どのくらい大変なことだったか……これでもつい先日まで有栖川の人間だったんですから、よくわかってるつもりです」

「頭を上げてよ」

「上げません。一緒に暮らし始めてから十三日──今日の今日まで、きちんと御礼を言うことができませんでした。わたしの感謝の気持ちをきちんと伝えられるまで、この頭は上げられません」

　……やれやれ。

　内心でため息をつく僕だった。

　しょうがない。こうなった以上、妹の気の済むようにしてやろう。
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　六年かかってようやく彼女にしてやれたことよりも、六年も待たせてしまったことの負債のほうがよっぽど大きい、と僕は思ってるのだけど。妹の解釈は、僕とはだいぶちがってるのだろうし。

「……それと、ほんとうは」

　わずかに語尾を震わせて、妹は言葉を絞り出すように、

「わたし、お兄ちゃんに謝らなくちゃいけないんです」

「謝るって、何を？」

「お兄ちゃんを疑っていたことを、です」

「疑っていた？」

「はい。六年前、離れ離れになった時。お兄ちゃんは言ってくださいましたよね？　いつか必ずお前を取り返す、僕を信じていい子にしてるんだぞ、って」

「うん。言ったね」

「もちろん最初は何も疑ってませんでした。お兄ちゃんの言うことなら間違いない、きっとすぐに迎えに来てくれるんだ、って」

　語尾だけじゃなかった。

　よく見れば、妹の細い肩が。

　まるで落雷におびえる子供のように、小刻みに震えている。

「でも一ヶ月が経たって、半年が経って、一年が経って。そこからまた二年、三年、四年と経って。その頃ころにはわたしも子供じゃなくなって、できることとできないことの区別もつくようになって。有あり栖す川がわと鷹たかノの宮みやという家がどんなところなのかもだんだん分かってきて、お兄ちゃんは迎えに来てくれるどころか会いにも来てくれなくて、それどころか手紙だってまともにやり取りできなくて」

「…………
 」

「最初の頃は、毎日お兄ちゃんのことばかり考えてたのに。気づいたらお兄ちゃんのことを考えない日が時々あったりして。そのことに気づくたびに身体からだ中じゆうの血が逆流するような気持ちになって、せつなくて、やりきれなくて。それに清きよ嗣つぐさんも笙しよう子こさんも、厳しくはあったけどとてもよくしてくれて。もうこのまま有栖川の人間になって、お兄ちゃんとは一生会えなくてもしょうがないのかな、って思い始めてて。でもそんな風に考える自分が嫌で嫌でたまらなくて、ほ、ほんとうにっ、ふ、不安で不安で、心細くてっ──」

「秋あき子こ」

「はい」

「泣いてる？」

「泣いてません」

　ぐずっ、と。

　洟はなをすする音。

「泣いてるじゃん」

「泣いてません！」

「済んだことだよ。なにもかも、全部」

　かしこまったままの妹に、僕はひとことひとこと噛かみしめるように、

「もちろん何もかも解決したわけじゃないけど。でも今お前はここにいて、僕もここにいる。それがすべてだよ、ここへたどり着くまでに何があったとしてもね。そうは思わないか？」

「思います。思いますけど、でも──」

「それに、秋あき子こが謝るなら僕だって謝らなきゃいけなくなる」

「え？」

　思わず顔を上げかけ、あわててまた頭を下げる妹。

「どういうことですか？」

「僕だって不安で不安でたまらなかったんだよ。お前が本当に待っててくれるのかどうか、ってことがさ。何しろやり取りできる数少ない手紙でさえ検けん閲えつつきだったからね、秋子の意志を本当の意味で確認する手段は何もなかったわけで。だから六年たってようやく迎えに行ける準備ができても、確信することはできなかったんだ。本当に秋子は僕を待っててくれるのか──今さら僕が迎えに行っても迷惑するんじゃないか──秋子はもう有あり栖す川がわの人間としての人生を歩み始めていて、僕なんかが出る幕はとっくに無くなってるんじゃないか──ってね」

「そんな！　そんなことあるはずないじゃないですか！」

　思いっきり頭を上げて妹が叫ぶ。

　でもすぐにまた、ハッとした顔をしてかしこまり、

「お兄ちゃん。わたし、いつかお兄ちゃんが迎えに来てくれるって、それだけを信じて生きてきました。厳しいしつけも、たくさんのお稽けい古こ事ごとも、難しい勉強も、ぜんぶぜんぶ。お兄ちゃんが遠くで見守っててくれると思ってたから、だからがんばることができたんです。ちゃんとお兄ちゃんの言いつけを守って──がんばった成果を、いつの日かお兄ちゃんに見てもらいたくて」

「うん。そっか」

「お兄ちゃん。わたし、約束を守れましたか？　お兄ちゃんの言いつけ通り、ちゃんといい子になれましたか……？」

「もちろん」

　何の迷いもなく僕はうなずく。

「お前は僕の言いつけをちゃんと守ってくれたよ。言いつけを守って、ちゃんといい子になってくれた」

「ほんとうに……？」

「ほんとうにそう思ってるよ。心の底から、掛け値なしに。そしてそんなお前を、僕はとても誇りに思ってる。昔よりずっともっと、お前は僕の自慢の妹だよ。それに──」

「それに？」

「昔よりずっと、きれいになった」

　ぼふんっ、と。

　そんな擬音が聞こえた気がした。

「な、な、な」

　たちまち耳まで真っ赤になって──三つ指ついたまま、妹は声をわななかせる。

「なんてこと言うんですか!?
 」

「えっ？」

　なぜかキレられて僕は戸惑う。

「なんてこと、ってなんだよ。お前いつも僕に要求してるじゃないか。『きれいって言ってください』とか『かわいいって言ってください』とか」

「そ、それはそうなんですけどっ！」

「きれいになったと思うよ、実際。六年前よりもずっとね。……あーでもアレか、秋あき子こからすればそうでもないってことなのか？」

「いいえ！　そんなことはありません！　いつお兄ちゃんに会ってもいいよう、自分を磨くのを怠おこたりませんでしたから！」

「だったらいいじゃないか。素直にほめられておけよ」

「う、うれしくはあるんですけどっ……そういう不意打ちは困るんです！」

　難しいヤツだな。

「まあとにかくそういうことだから。そろそろ顔、上げたら？」

「上げられません！」

「なんだよ。まだ納得いかないの？　感謝の言葉も謝罪の言葉も、十分すぎるくらい聞いたぜ？　これ以上何をしたら納得するってんだ？」

「いいえ、そこはもう納得しましたけど！」

「だったら何だよ。なんで顔を上げないわけ？」

「は、恥ずかしいからに決まってるじゃないですか！」

　妹の声はほとんど悲鳴に近かった。

「鏡を見なくてもわかるくらい顔真っ赤になってるし、それにうれしすぎて気持ち悪いくらいニヤニヤしちゃうし──こんな顔、人前にはぜったい出せません。ましてお兄ちゃんには死んでも見られたくありません」

「いいじゃないかそんなの。僕らはこの世でふたりきりの兄妹きようだいなんだぜ？　『兄妹の間で隠し事するなんて！』みたいなこと、お前いつも言ってるじゃないか。そのお前が僕に隠し事をするってのかい？」

「そ、それとこれとは話が違──」

「見てみたいな、僕は。今のお前の顔」

「…………うううう
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 っ」

　面おもてを伏せたまま、恨めしげなうなり声をだして。

　おずおずと、のろのろと。妹は顔を上げる。

「…………
 」

　眉まゆをハの字に下げて、くちびるをギュッと噛かんで。これからお仕置きをされる子供みたいに肩を縮こまらせて。

　顔は本人の申告どおりの真っ赤っかで、耳の先どころか首元まで鮮やかに染まっていて。

　意地でも僕と目を合わさないぞ、と言わんばかりに、視線はあちこちをさまよっていて。

　──ああ。

　そうだよな。

　やっぱりそうだよな。

「なあ秋あき子こ」

「は、はい……？」

「かわいいよ、とっても。お前は僕にとって、世界で一番かわいい女の子だ」

　ばたん。

　きゅう。

　と、そんなベタな擬音がぴったりくる感じで。

　妹は前のめりにぶっ倒れた。

「秋子？」

「…………
 」

「おーい。秋子～。おーい」

「…………
 」

　返事がない。ただのしかばねのようだ。

「しょうがないやつだな……」

　さては恥ずかしさのあまり昇天したか。

　まあいい。

　さっきよりもさらに輪をかけて、人類の限界にでも挑戦しているのかと思えるくらい真っ赤になってる肌を見る限り。僕に顔を見られることなく突っ伏した今の状態は、彼女にとって本望にちがいない。

　とはいえ、これは僕も反省しないとな。

　今のはちょっと羽目を外しすぎた。いかんいかん。

「……つってもまあ、せっかく秋あき子こがかわいいところ見せてくれてるんだ。何もしないってのも、それはそれで失礼ってもんだよ……な？」

　誰だれに聞かせるでもなくひとりごちて。

　僕はそのまましばし、マンガであれば『ぷしゅう』と湯気を上げているだろう妹の姿を鑑賞することに決めたのだった。

　まあその程度は許される範囲だろう、と思う次第。





四月七日（同居十四日目）（始業式当日）









　さて。

『ようやく』と言うべきなのか、『とうとう』と言うべきなのか。

　ある意味では待ちかねた、またある意味ではなるべく来てほしくなかった日が。ついにやってきた。

　聖リリアナ学園。本日、めでたく始業式である。

「……うーん」

　築七十年のオンボロ寮、その玄関にある姿見の前で。

　僕は先ほどからずっと、自分自身の姿とにらめっこを続けている。

「どうもイマイチこう、よくわからないよな。似合ってるのかどうか」

　首をひねりつつ、左回りに半回転。

　さらに右回りに一回転。

　自分の身体からだを隅々までチェックし終えた僕は、小さくため息をつく。

「だめだ。どうもこう、勝手がよくわからん……今までこういう服って着たことなかったし」

　というのも、聖リリアナ学園の男子用制服は古式ゆかしい学ランで。重厚な生地を使っている分、質実剛健という点では素晴らしいのだけど、その分だけ着る人間を選ぶというか。

　ぶっちゃけ身長も体重も平均的な僕が着るには、いささかキャラが強すぎるというか。

　いや、もうハッキリ言ってしまおう。

　この制服、ぜんぜん似合ってないっす。

　僕、完全にこの制服に着られてるっす。

　あーくそ、失敗だったなあ。

　こんなことなら、前々からもうちょっと手を打っておけばよかった。普段から制服を着て寝起きするとか……いやホラ、大学生が就職活動する時も、そういうことするっていうし。リクルートスーツに『着慣れた感』を出しておいた方が、面接担当のひとのウケがいいとかなんとか。

　うーん。まずいなこれは。

　なにしろ聖リリアナ学園は、名だたる名門校である。

　お坊ちゃまお嬢さまがわんさか集う、由緒正しい学まなび舎やなのである。

　しかも僕の妹は、その学園の生徒会書記。れっきとした役員待遇の生徒だ。

　兄たる僕が無様な姿をさらすことはできない。

　鷹たかノの宮みやの世話になってる時にわかったことだけど……上流階級の人たちって、ホント体面にうるさいからなー。僕の行状に不評が立てば、それはそのまま妹の評判にも直結してくるわけで。

　彼女の立場を悪くする可能性が少しでもあるなら。最大限、それは潰つぶしておかなきゃならないのだ。

「おーい。秋あき子こ～」

　というわけで、当の本人を呼んでみることにした。

　制服を着た僕の、この似合わなさっぷりが許容範囲なのかどうか。ぜひとも判断をあおぎたい。

「秋子～？　おーい。ちょっとこっち来てくれ」

「…………
 」

「秋子～？」

　妹がいるはずの部屋に声をかけるけど。呼びかけに応こたえる様子がない。

「おーい早く早く。あんまり時間ないんだからさ、そっちも忙しいのかもしれないけど、ちょっとだけこっち来てくれよ」

「…………
 」

　やっぱり返事がない。

　おかしいな。いつもだったら少しくらい忙しくたって、僕が呼べばすぐに飛んでくるのに。あいつも出かける準備に手間取ってるんだろうか。

　──なんて風に首をひねっていると。

「……お兄ちゃん」

　ドアのあたりから声がした。蚊かの鳴くような小さな声が。

「実はわたし、お兄ちゃんに隠していたことがあります」

「え？」

　藪やぶから棒な告白に僕は戸惑いながら、

「何だよ隠していたことって。ていうか、それっていま話さなきゃいけないこと？　わりと時間が押してきてるんだけど」

「どうせ明らかになることですから」

　と言う妹の声は、追い詰められた末のあきらめがにじみ出ているようで。

「いつか、明かさなきゃいけない日が来るのはわかってましたけど……でも今日の今日まで、ギリギリまで引き延ばしてしまいました。秋あき子この意気地のなさを、笑うなら笑ってくれても結構です」

「いや。何の話だかわからないんだけど」

「重大なことです。とても、重大な」

　なんだなんだ？

　僕はにわかに不安になってくる。

　この妹のことだからどうせ大したことじゃないだろう、と高をくくりつつも。真剣そのものの声を聞いてしまうと落ち着いてはいられない。

「おいおい。あまり怖がらせないでくれよ。僕は見た目の通り気が小さいんだ、そんなふうに脅されると心臓が縮み上がっちまう」

「ごめんなさい。でもこれはわたしにとって、清きよ水みずの舞台から飛び降りる気持ちで告白することだから。どうか許してください」

「穏やかじゃないな……ていうかさ、そこにいるんならこっちに出てこない？　顔が見えてないと話しにくいんだけど」

「……わかりました」

　恐る恐る、といった感じで。

　制服を着た妹が部屋から現れた──かと思ったら、外敵に襲われた小魚みたいにすいっと引っ込んでしまう。

「秋子？」

「……あの、お兄ちゃん」

「なに？」

「……笑いません？」

「え？　笑う？　って、なんで？」

「なんででも、です。とにかく約束してください。ぜったい笑わない、って」

「ああ……そりゃまあ構わないけど」

　何だろう？　笑わないでくれ、ってどういうことだ？

　いったい彼女は僕に何を明かそうとしているんだろう？

「約束、ですからね……？」

　おびえた声で、かすれるようにそう言って。

　おずおずと妹が姿を現した。

「…………
 ？」

　首をかしげる僕。

　え？

　何？

　何をそんな不安がってたんだ？

　おかしなことなんて何もないし、まして笑うようなポイントは見あたらないんだけど。

　強いて挙げるなら、今日の妹はメガネをかけて前髪を上げている、ってことぐらいだけど──いや、でもそれのことじゃないよね？　確かに彼女がメガネをしてるのは初めて見たけれど、まさか、ねえ……？
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「わ、わかってるんです、ぜんぜん似合ってない、ってことぐらいは」

　顔を真っ赤にして、目をそらして。

　よほど居たたまれないのか、身体からだをもじもじさせながら、

「できれば一生隠しておきたかったんです。でも学園じゃわたしがメガネをしてること、みんなに知られてるし。隠し通すのはどうみても無理だったから」

「…………
 」

　どうやらそのまさからしい。

「秋あき子こ」

「は、はい」

「目、悪いの？」

「悪いです。ここしばらくで急に悪くなって……」

　ひどく悲しそうな顔をする妹。

「本当はこのメガネでも度が低いぐらいなんですけど、これ以上ぶ厚いレンズにしちゃうともっとヘンになってしまうから、このあたりが限度というか」

「…………
 」

「あの、ごめんなさい。やっぱり無茶なお願いでしたよね。こんなヘンな姿を見たら誰だれだって笑いたくなりますよね……ごめんなさいお兄ちゃん、やっぱり笑ってくれてもいいです。そんな風に無理にガマンしてもらうのは心苦しいですから……」

「あー。ていうかさ」

　自虐的な笑みを浮かべつつそんなことを言う妹に、僕はごくまっとうなことを言ってやることにした。

「それ、ぜんぜんヘンじゃないよ？　ていうかむしろ似合ってるぜ？」

「嘘うそですっ！」

　涙目で『きっ』と僕を睨にらみつける。

「いいんです、そんな風にフォローしてくれなくても。だって、こんな不自然な物体が顔にはまってるのに、それがヘンじゃないなんて……そんなことあるわけないじゃないですか」

　失礼な。

　全国のメガネっ子およびその愛好者に謝れ。

「そんなにメガネが嫌ならさ、コンタクトにすればいいんじゃない？」

「目の中に異物を入れるなんて、そんな怖いことできません」

「ていうかお前、僕の前ではずっとメガネなしだったよな。よくそれでまともに生活できたね。けっこう大変だったんじゃ？」

「バレないで済むように、前から努力してたんです。見えないものをちゃんと見えてるフリをする練習とか」

「まさしく無駄な努力だなあ……ところでそんなことよりさ、ほら僕のこの制服。かなり似合ってなくて困ってるんだけど、どうしたらいいかな？」

「？　ぜんぜんそんなことないですよ？　とてもよく似合ってます」

「そおかあ？　とてもそんな風には見えないんだけど……」

「それは愚問というべきです。だって、お兄ちゃんだったら何を着たって似合うに決まってるじゃないですか」

「…………
 」

　うーん。

　この手の相談をするには、超ブラコンの妹は不適任だったか。そもそも僕とは美的感覚があまり一致してないようだし。

「まあそれはそれとしてもさ。やっぱかわいいと思うよ？　お前のメガネ姿」

「もういいんですお兄ちゃん。その点はわたし、あきらめてますから。たとえ愛するお兄ちゃんから『かわいい』と言ってもらえても、こればかりは素直に喜べません……ごめんなさい、せっかく気を遣ってお世辞を言ってくれてるのに」

「いや。ただの本音なんだけどね」

「とにかく、お兄ちゃんの前ではできるだけメガネをかけないようにしますから。だからメガネをかけたわたしの見み栄ばえの悪さを、どうか許してもらえたらと思うんです」

「ていうかさ、危ないでしょ？　目が悪いのにメガネしないのって」

「それは承知の上です」

「心配だよ僕は。もしそれでお前に危ないことがあったらどうするんだ」

「その点はもう、申し訳ないとしか……でも秋あき子この決意は変わりません」

「飛んでくるボールとか、突っ込んでくる車とか。そういうのが見えないのって、かなり怖いことだろう？」

「愛するお兄ちゃんの言うことでも、こればかりは聞けません」

「ていうかさ」

　頑として聞く耳を持たないので、攻める方向を変えてみる。

「メガネをかけてないと、お前の言うその『愛するお兄ちゃん』の顔をまともに見られないんじゃ？」

「痛いところをつかれた！」

　悲鳴をあげて、よよよ、と倒れ込む妹。

「……そうです、そうなんです。その点だけはどうにもならなくて……メガネをかけたところをお兄ちゃんに見せたくないけど、メガネをかけないとお兄ちゃんを見ることができない……人知れず耐えてきたこのジレンマと、わたしは今後も付き合っていくことになるのでしょう。おそらくは一生、ずっと」

「いやだから。メガネかければ？」

「嫌です」

「僕の顔をちゃんと見たいんだろ？」

「それはそうなんですけど。でもよくよく考えるとですね、じっとお兄ちゃんを見ていると、心拍数が上がりすぎて死んでしまう可能性があるじゃないですか」

「ねーよそんな可能性」

「あとその点については、もっと簡単な解決法があります。お兄ちゃんがもっとわたしに顔を近づけてくれればいいんです。日々の生活において、寝ても覚めてもわたしのそばにいてくれれば……ほら、これで解決でしょう？」

「日がな一日おまえにくっついてたら、それはそれで日常生活に支障が出る」

「できればくちびる同士がくっつきそうになるくらいが望ましいです」

「僕がお前に顔を近づけながら暮らすことを前提に話を進めるな。とにかくやらないからな、そんなこと」

「そんなつれないこと言わずに！　せめてガラス越しにでも！」

「だめだめ。メガネかければ済む話なんだから、これからはちゃんとかけるように。いいね？」

「うう……」

「これはお兄ちゃん命令だからな。わかった？」

「うううう
 ～っ」

　涙目でうなりながら僕を睨にらみつけてくる妹だけど、やがてあきらめたように息をついて、

「……わかりました。お兄ちゃんにそこまで言われては嫌とは言えません。これからはなるべくメガネをかけることにします。……ただし」

「ただし？」

「お兄ちゃんとふたりきりの時は、メガネを決してかけません」

「なんでだよ」

「お兄ちゃんの前ではいつも一番かわいい自分でいたいからです。それが愛するお兄ちゃんに対する、女としての最低限の礼儀。ここだけはぜったいに譲れません」

「ふむ」

　相変わらず言ってることは意味不明だけど。

「わかった、それでいいぜ。普段の生活では基本的にメガネはかける、僕とふたりでいる時はメガネをかけない。ＯＫ？」

「はい。それで構いません。お兄ちゃんもそれで構いませんね？」

「ああ、そのくらいならぜんぜん譲歩できるさ。お前とふたりきりでいる時なら──ボールが飛んでこようと車が突っ込んでこようと、僕は必ずお前を守ってみせるだろうし」

「はうっ……」

　妹の身体からだがふらりとぐらついた。

「ま、またしても無自覚のラブアタック……でもここは耐えなければ。こんなことがあるたびに毎回のように鼻血を出して倒れていたら、乙女の沽こ券けんに関かかわります。というかそれ以前に出血多量で死亡する恐れが……」

「何をぶつぶつ言ってる？　ほらそろそろ行くぞ、ホントに時間がなくなってきた」

　転校初日の始業式ぐらいは余裕を持って登校するつもりだったのに。その皮算用も水の泡と帰してしまった。僕が制服に着られてる問題も解決してないし。

　でもまあいいか。

　まだちょっとだけ残ってた緊張も、これでしっかりほぐれてくれたし。

　それにこの程度でいちいち気を揉もんでいても仕方ないのだ。

　何しろこの先、こんな毎日がずっと続いていくのだから。

　そう。

　最初に宣言した通りである。

　この物語は、





『とある事情でしばらく離れ離れになっていたものの、ゆえあって再び一つ屋根の下で暮らすようになったふたりの兄妹きようだいが、特に波乱もない平和な日常をのんべんだらりと送っていく様子を、これといった起承転結もなくつづっていくだけの単調な物語』





　なのだ。

　僕はこれから先、平凡な日々を着々と送っていかねばならない。

　誠心誠意、身を粉にして、最善を尽くして。

　そのために散々これまで骨を折ってきたのだから。

「さあて、張り切って行くとしますか！」

　声に出して気合いを入れ、僕は玄関を勢いよく開けた。

　今日というこの日を、輝かしき平凡な日々の先駆けとするために。






　　　　＊







　……なーんて風に意気込んで登校したのだけど。

「また会ったわね」

　聖リリアナ学園、正門。

　生まれ育った川を遡そ上じようするサケみたいに群れをなして登校する生徒たちに交じって、僕と妹が門をくぐろうとしたところで。

　例の彼女に声をかけられたのだった。

「それにしてもあらかじめ予想できたことだったとはいえ、本当に、ものの見事に、開いた口が塞ふさがらないほどに、我が校の制服が似合ってないわねあなた。真新しい制服を着慣れていない、という点を差し引いたとしても、ちょっとにわかには信じがたいほどのミスマッチよ。これはもはや一種の才能と呼ぶべきでしょう。この世に二つとないであろう貴重な才能を、今後もぜひ大切に伸ばしてもらいたいものだわ」

「くっ……何日かぶりに再会した第一声がこれか！」

　やはり家を出る前に解決するべきだったんだ、この問題は！　彼女から妙なケチをつけられないためにも！

「そんなに気にしないで頂ちよう戴だい」

　と、例によってフラットな表情のまま、

「いつもみたいに意味もなく、無駄に絡んでみたくなっただけだから。言うほど似合ってないわけでもないから安心して──と、きちんとフォローしておくわ」

「あ、そう？　それならいいんだけど。いや、この制服が似合ってないのは自覚あったからさ……」

「問題ないわ。世界チャンピオンクラスのボディビルダーがミニスカートを穿はいてカメラ目線でウインクするのと同じくらい似合ってるから」

「……それってつまり、この世のものとは思えないほど似合ってない、ってことと同義だよね？」

　でもって、それはフォローじゃなくてディスっていうんだ。

　……まあ、それはそれとして。

　那な須す原はらアナスタシア、である。

「おはよう那須原さん」

「アナでいいわ」

「ああそうだったね。おはようアナさん」

「ふ。女に向かって穴呼ばわりなんて。あなたも相当な男ね」

「……そのネタ、気に入ったのかい？」

　相変わらずだな彼女は。まあもう慣れたけど。

　それにまあ、呆あきれつつも正直うれしかったりはするのだ。

　何しろこの学園は、僕にとって思いっきりアウェーな場所。出会ってからまだ日が浅いとはいえ、知り合いが居るというのはいいものだ。ましてこうして声を掛けてくれるのは、僕にとって喜び以外の何物でもない。

　……いや、ほんと小心者なんですよ、僕。

　妹という、この上ない身内がすでに在籍してるのに。それでもまだ不安は残るんだよなあ。転校生としては十分すぎるほど恵まれてるとは思うのだけど。

　って、その妹がやけに静かだな──と思って振り返ってみると。

「ど、ど、ど、ど、ど」

　……ドレミのドを繰り返し発音しているわけではなかった。

　妹は目を点にして口をあんぐり開け、身体からだを小刻みに震わせて、僕と那な須す原はらさんを交互に見やって、

「どういうことですかお兄ちゃん!?
 」

「え？　どういうことって、何が？」

「どうして『その方』とそんなに親しげなんですか!?
 」

　あ。

　なるほど、そういうことか。

「何だお前。彼女と──那須原さんと知り合いか？」

「いいえ赤の他人です！」

「いやさすがに無理があるだろそれ。ここまでの流れを考えたら」

「とにかく！」

　と言って、妹は僕と那須原さんの間に割って入り、『ふーっ！』と威い嚇かくのうなり声をあげる。

「わたしのお兄ちゃんに近づかないでください副会長！」

　んん？

　副会長？

「そう邪険にするものではないわ」

　一方の那須原さんは涼しい顔で、

「わたくしとあなたのご令兄は、あなたとはまったく関かかわりのないところで知り合ったのだから。わたくしと彼がどのような交際をしようと、あなたには何の関わりもないことよ。たとえあなたと彼が血のつながった兄妹きようだいであっても。ねえそうでしょう？　わたくしと同学年でありながらわたくしより背も低く胸も小さく成績も悪い、そのうえ生徒会での序列もわたくしに劣る有あり栖す川がわ秋あき子こさん？」

「わざとらしい説明文を読み上げつつ巧みに悪口を混ぜるのはやめてください！　それでいて主だった主張はおおむね正論なところがますます腹が立つし！」

「ではそこをどいてもらえるかしら」

「嫌です！　主張がどれだけ正しくても、あなたにはお兄ちゃんに近づいてほしくありません！」

「こらこら秋あき子こ」

　そこで割って入る僕。

「何かいろいろ事情があるみたいだけど、とりあえず落ち着きなさい。周りの目もあるんだからさ」

「お兄ちゃんは、この人の極悪ぶりを知らないからそんなことが言えるんです！」

　と、妹は聞く耳を持たない。

「だいたいですね、この人とわたしは背も胸もそこまで変わらないんですよ!?
 　テストの順位だってわたしと一つか二つしか違わないんです！　なのに、いつもいつもそれをあげつらって！」

「わたくしが常にあなたより上位なのは事実だわ」

　やり玉に挙げられても、那な須す原はらさんはどこ吹く風。

「むしろわずかな差であっても必ずあなたより上に立つ点は、わたくしとあなたとの間にある決定的かつ決して越えられない壁というやつを、より強調するエッセンスになるのではないかしら。そうは思わない？　副会長よりもランクの低い書記であるところの有あり栖す川がわ秋子さん」

「書記だって立派な役職です！　そもそもあなた、生徒会の集まりはいつもすっぽかしてばかりじゃないですか!?
 　生徒会副会長の立場でありながら！」

「生徒会の集まりに顔は出さずとも、副会長としての職責は十分に果たしているわ。それに我が校における副会長の役割は、会長の意志決定に助言をするアドバイザー的なもの。だけどご存じの通り、当代の会長は超有能かつ超ワンマンだから、そもそもアドバイスをする必要がない──という点については、あなたも生徒会の一員なんだから十分に承知しているはずでしょう。にもかかわらず、わたくしの生徒会における出席率をこの場でやり玉に挙げるのは、筋違いというべきではないかしら」

　……仲、悪そうだなあ。

　でもあれだ、これでようやく合点がいった。

　妹と那須原さん。ふたりして僕のニオイにやたら過敏に反応してたのは、そういうことだったのか。

　たぶん僕の身体からだについた、残り香以下のわずかなニオイで相手の存在を察知してたんだろうけど。ニオイひとつであそこまで反応するなんて、いったいどれほど犬猿の仲なんだろうかこのふたり。というか嗅きゆう覚かくが動物的すぎるだろいくらなんでも。

　まあでも、僕の体臭に関する疑惑が濡ぬれ衣ぎぬだと証明されたようなので。個人的には大変にめでたいのだけど……

「ああもう！　ああ言えばこう言う！」

　妹には、僕の無実をいっしょになって喜ぶ余裕はないようで。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃんっ！」

「大声ださなくても聞こえてるよ」

「これでわかったでしょう!?
 　この人はこういう人なんです！　だから近づいてはいけないと言ったのに！」

「近づいてはいけない人がいる、みたいなことは確かに言ってた気がするけど、どこの誰だれに近づくなとはひとことも言わなかったよな？」

「お兄ちゃんまでそんな『ああ言えばこう言う』的なことを言うんですね!?
 　ええい、これもすべて不良副会長の悪影響！　日経平均が上がらないのも、円高に歯止めが利かないのも、デフレに改善の傾向が見られないのも、すべて彼女のせいにちがいありません！」

　怒りにまかせてド派手な言いがかりを付けつつ、妹は目から火を噴きそうな勢いで金髪の上司をにらみつける。

「とにかく金こん輪りん際ざい、お兄ちゃんには近づかないでください！　お兄ちゃんはわたしのお兄ちゃんなんですから！」

「悪いけどそれは難しいわね。むしろこれから先、あなたの希望とは真逆の展開になると思うわ」

　と言って那な須す原はらさんはこちらを見て、

「姫ひめの小路こうじ秋あき人とくん」

　初めて僕の名前を呼んで、

「あなたに頼みがあるのだけど。聞いてもらえるかしら」

「え？　なに？」

　そして相変わらず起伏にとぼしい表情のまま、

「わたくしをあなたの彼女にしてください」

　ぺこり、と頭を下げた。

　…………
 。

　…………
 。

　…………
 。

「え？」

「わたくしをあなたの彼女にしてください」

「いや、聞こえてるから。同じこと二度言わなくてもいいけど。え？　でも何？　どういうこと？　彼女って、つまりその、いわゆる『彼女』のこと？　え？」

「ごめんなさい。ちょっと単刀直入すぎたわね」

　那須原さんの表情には、相変わらず変化らしい変化がない。

「もう少し意訳するわ。つまりこれから先わたくしと接するにおいては、将来的にわたくしと恋人として交際することを頭の片隅で意識してほしい、ということよ。今すぐ返事をどうこう、というつもりではないわ」

「え。いや。あの」

　うわー。

　やばいなこりゃ。

　ちょっと展開についていけない。頭も身体からだも。

「これは告白というよりむしろ、わたくしの単なる個人的な宣言だと受け取って頂ちよう戴だい。自分の立場を明確にして、それをあなたに知っておいてほしかった。ただそれだけのことよ。だからそんな呆ほうけた顔をすることはないわ」

「ええと……その、ですね。アナさん？」

「ふ。女に向かって穴呼ばわりなんて。あなたも相当な男ね」

「いや、とりあえずそれはいいから今」

「あらそう。それで？」

「ええとその、ね。……なんで？」

「なんで、というのは、わたくしの告白のことを指しているのかしら」

「ああ。うん。そうだね」

「あなたが好きだから」

「…………
 」

　二の句が継げない僕だった。

　笑わば笑え。

　ここまでストレートに、シンプルに、唐突に、それも公衆の面前で告白されて。それでいて平然と受け答えできるやつなんかと、僕は友だちにはなりたくな──

「Wait! Wait a minute!」

　エクトプラズムが九割がた抜け落ちたみたいな顔をしてた妹が、そこでようやく割って入った。

「I can't understand what you said! Oh my God……Oh my God! Please tell me why! Why do you do so……such a strange,unbelievable,immoral,and……Ahhhhhhhh!」

「落ち着け秋あき子こ。戻ってこい日本に」

「Korega otituite iraremasuka! Onii-chan ni tikazuku dakedemo ikari-sintou nanoni! Sonoue ko,ko,ko,koku-haku nante! Eei,korewo misugositeha okemasen! Kyo kosoha ano-hito to kecchaku wo tukenakereba!」

　どうやら興奮しすぎたあまり、どの国の言語で話せばいいのか分かってないようだけど、





「あっはっは！　いいねいいね、悪くないねそいつぁ！」





　そこで聞き覚えのある笑い声が。

「嫌いじゃないねえ、こういういかにも風雲急、って感じは。始業式早々の惚ほれた腫はれた、大いに結構じゃないか。んん？」

　見れば、騒動を見守るギャラリーたちをかき分けるようにして、ひとりの女子生徒が近づいてくる。

　赤髪、眼帯、日本刀。

『捕食者プレデター』のあだ名を持つ、サバンナを闊かつ歩ぽする豹ひようみたいに獰どう猛もうできれいな女性──聖リリアナ学園生徒会長、二に階かい堂どう嵐あらし。

「やあおはよう、あたしのかわいい部下たち」

「おはようございます」と、無表情のまま那な須す原はらさん。

「……おはようございます」こちらは警戒心むき出しの我が妹。

「うんうん。今日はいつにもまして美人だなふたりとも。どうだ？　今日こそはあたしの愛人になる決意をしてくれないか？　ん？」

「お断りです」即答の妹。

「…………
 」那須原さんのほうは完全スルー。

「というか生徒会長」妹がさらに食ってかかる。「わたしたち、今とりこみ中なので。ちょっと外してもらえませんか？」

「おいおいつれないねえ。何十回となく愛の告白をしてきたあたしを、まるで邪魔者あつかいじゃないか」

「まるで、じゃなくて完全無欠に邪魔者なんです。会長がいると話がややこしくなりますから、あっちへ行ってください」

「あたしの愛人になってくれるなら言うことを聞こう」

「お断りです。会長みたいに節操のない人は嫌いですし、わたしに同性愛の趣味はありません。それより何よりわたしはお兄ちゃん一筋なんです」

「あっはっは、今日もまたフラれてしまったな。まあいい、困難であればあるほど手に入れた時の悦よろこびも大きいってもんだ。それに──」

　と、二階堂さんがこっちを流し目で見てくる。

　……うわあ。

　めちゃくちゃ艶つやっぽいなあ、この人。

　大ざっぱで浪人っぽくって、ともすれば粗野なイメージすらある彼女だけど。こんな目で見られると、まるで背すじを濡ぬれた舌でなぞられてるみたいな感覚がする。

　かわいさなら妹。

　美人っぷりなら那須原さん。

　でもって色気ならダントツでこの人──って感じだろうか。

「姫ひめの小路こうじ秋あき人と」

「あ。はい」

「辞令だ」

　と言って、生徒会長は懐から取り出した紙を広げて、

「本日、現時刻をもって、貴殿を生徒会特務委員に任ずる。以上」

「……はい？」

「悪いが拒否権はねェよ。ウチの学園じゃ、生徒会長の権限は絶対だからな」

「いや、そんなこと言われても……」

「ちなみにお前さんの正式な肩書きは、『書記代理副補佐』だ」

「……それってとどのつまり、ヒラ以下ってことですよね？　そんな居ても居なくても変わらない役職を生徒会に入れて、いったい何をさせようっていうんです？」

「あたしのツバメ」

「丁重にお断りします」

「あっはっは、まあそう言うねェ。なあに、天井のシミの数でも数えてりゃすぐに終わるってもん──」

「ちょっと会長ッ！」

　そこで妹が口を挟んだ。

「これは一体どういうことですか!?
 」

「聞いての通りさ。あんたの愛するお兄ちゃんは、今日からあたしの可愛かわいい男になる」

「そんな悪質な冗談は聞きたくありません！　まったく、なに勝手なことしてくれちゃってるんですか！　この学園のことをよく知らないお兄ちゃんを生徒会に入れるなんて……いくら人望があって仕事ができるからって、生徒会長の独断専行は目に余ります！」

「気にすんねェ。いつものこった」

「他人事みたいに言わないでください！　そもそもわたしにはひとことも相談がなかったじゃないですか！　わたしのお兄ちゃんに関することなのに！」

「まあ落ち着いてよく考えてみねェ。お前さんの兄貴の肩書きは『書記代理副補佐』で、書記であるお前さんは兄貴の上司になるわけだ。これがどういう意味かわかるか？」

「むむ……？」

　渋い顔をしていた妹がちょっと表情を和やわらげて、

「お兄ちゃんがわたしの部下……ってことは、お兄ちゃんに命令し放題……？」

「付け加えるなら、これでお前さんと兄貴はいつでもどこでも一緒にいられる、ってことになる。せっかくいっしょに暮らせるようになったはいいが、学園では離れ離れ……ってことになりゃ、お前さんも寂しかろ？」

「むむむむ
 ……」

「それに兄貴が生徒会に入りゃ、あたしも年下の愛人をいつでも手元に置ける、ってわけだ。まさしく一石三鳥というわけさ」

「ちょっと待ってください！　思わず納得しかけちゃいましたけどその点は──」

「生徒会長」

　と。

　黙って成り行きを見守っていた那な須す原はらさんがそこで手を挙げて、

「異議あり、よ。姫ひめの小路こうじ秋あき人とはわたくしが目をつけた男性。それを承知の上で言っているのかしら？」

「おうよ。もちろん心得てるぜ副会長」

「だったら彼のことはあきらめるのね。両手で数えきれないほど愛人を抱えながら、まだなお閨ねやの華が足りないというのであれば、別の誰だれかを見繕って頂ちよう戴だい」

「そいつぁ無理な相談だな。気に入った男を別の誰かが見初めたからって、ハイそうですかと引き下がってちゃ女の沽こ券けんに関かかわる」

「でしょうね。わかったわ生徒会長、あなたを敵に回しましょう。不本意ではあるけれど、わたくしにだって譲れないものはあるのだから」

「あっはは、いいねいいねえ。あたしはこういうの大好きだぜ？　息詰まる恋のさや当てに、惚ほれた腫はれたのつばぜり合い。まさしく女の本懐、女として生まれたからにゃ、こうでなくちゃいけねえ。桜舞い散る春、今日というこの日の舞台に、この上なくふさわしい──」

「ちょ、ちょっと待って！　待ってください！」

　悲鳴をあげて妹が制止する。

　僕の意志が全面的に無視されてる会話に抗議してくれた──なんてことはもちろんなくて、

「勝手なこと言わないでくださいふたりとも！　生まれた時からこの方ずっと、お兄ちゃんはわたしのお兄ちゃんなんです！　とっくに予約済み、いいえ売約済みなんです！　今さら出てきてそんな話をしたって通用しな──」

「何言ってんだ？」

「何を言ってるの？」

　会長と副会長の声がきれいにそろう。

「彼とあなたは血のつながった兄妹きようだいなんでしょう？　事の初めから数のうちに入るはずもないでしょうに」

「お前さんが兄貴のことを大事に思ってるのはわかる。だがこういう話に首を突っ込むのは筋違い、ってもんじゃないのかい？」

「そ、そんなことありません！　わたしとお兄ちゃんの愛はそんな程度じゃ──」





「ちょっと待ってくれないかな」





　止めたのは僕じゃなかった。

　もちろん那な須す原はらさんでも二に階かい堂どうさんでもない。不ふ肖しようの我が妹でもない。

「そういう話をするのであれば、ぜひ僕にも一枚噛かませてもらえるかい？」

「────
 ッ!?
 」

　ここにいるはずのないヤツの、聞こえるはずのない声だった。

　いよいよ騒然としているギャラリーたちの間から姿を見せたのは、

「ギン!?
 」

「やあ秋あき人と。しばらくぶりだね」

　見み紛まがうはずもない。

　とても日本人には見えない銀髪のショートボブ。淡いグリーンの瞳ひとみ。子供っぽい細い体型。

　京都にいるはずの畏い友ゆう、猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみその人に間違いない、のだけど。

「って君、なにしてんだここで!?
 　ていうか何その格好!?
 」

「ああ。これかい？」

　友人は、自らがまとっている服の裾すそをひょいと持ち上げてみせて、

「なかなか良いデザインじゃないか。気に入ったよ」

「じゃなくて！　なんでリリアナの制服を着てるんだよ!?
 」

「君らしくなく惚とぼけたことを言うんだね秋人。聖リリアナ学園に、その制服を着た人間がいる。だったら答えはひとつしかないじゃないか」

「…………
 転校、してきたの？」

「言ったはずだよ秋人」

　くすくす笑いながら片目を瞑つむってみせる銀兵衛。

「報いはきっちり受けてもらう、ってさ。まさか忘れちゃいないよね？」

　ああ。

　確かに言ってたな。

　倍返しにするとも言ってたし、本格的な復ふく讐しゆうの機会はちゃんと用意してあるとも言ってたし、近いうちに会いに来るとも言ってた、けど。

「ったく……これのどこが『おちゃめな復讐』なんだ。一瞬心臓が止まるかと思ったよ、ほんと。勘弁してほしいな」

「うん。心底おどろいてくれて何よりだ。そうでなけりゃ悪巧みをした甲か斐いもないしね」

「いたずら好きなのは君の悪いところだよ」

「安心してくれ。いたずらの対象はおおむね君に限られる」

「なおさら悪いってーの。ていうか君、『こっちに戻ってこないか』とか何とか、そんなこと言ってなかったっけ？　つまりあれもブラフだったってことか……あーもうホント君ってやつは……」

「ちょ、ちょっと待って！　待ってください！」

　とそこで、妹がやたらとうろたえつつ、

「お兄ちゃん、その人って前に言ってた……？」

「ああごめん、紹介するよ。猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみ、僕の友人だ。京都の家──鷹たかノの宮みやにいた頃ころはずいぶんよくしてもらってね。聞いての通り今日からこの学園の生徒、ってことになるみたいだ。いやホント何考えてんだか……コイツの家だってけっこう複雑で、そうそう簡単に転校とかできるはずじゃ──」

「いえ、それはわかるんですけど！　そんなことより！」

「あーはいはい。コイツね、こんな名前だけど血筋はほとんど北欧系でさ。見た目に反して中身はまるっきり日本人なんだけど、それまた家庭の事情ってのがあって──」

「そうじゃなくて！　それも気にはなりますけどそんなことより！」

「そんなことより？」

「女の子じゃないですか
 、その人！」

「え？」

　……あー。

　そうか。

　うっかりしてた。

　僕にとってはもはや当たり前のことすぎて、つい説明を省いてしまってたな。

　しゃべり方も名前も、まるで明治時代あたりの書生さんみたいではあるけど。猿渡銀兵衛春臣はれっきとした女性である。

　まあ見た目といい中身といい、ちょっとキャラ立ちしすぎてるきらいはあるのだけど、その辺もいろいろ家庭の事情というやつがあるらしく──

「さてと」

　とはいえそんなことにはお構いなく。

　友人はいつものようにちょっと斜に構えた微笑を浮かべながら、那な須す原はらさんと二に階かい堂どうさんを交互に見て、

「初めまして、秋あき人との知人
 のお歴々。これでも僕は秋人とは浅からぬ付き合いだ。小こ姑じゆうとのように振る舞うつもりは毛頭ないとはいえ、僕のまったく与あずかり知らぬところで彼の所有権を論じられるのは看過しがたいね」

「こらこら銀ぎん兵べ衛え」

　初対面の人たち相手に、のっけからトゲがありすぎだ。ここはひとこと言っておかないと角が立つ。

「いきなりそんなケンカ腰でどうするんだ。君だって僕と同じ──いや僕以上に、この学園には知り合いもいないんだろう？　仲良くしようよ、せっかくの縁なんだし」

「その通りだが、僕とて譲れない立場というものはあるんだよ。許せないこと、我慢できないこともまた、それと同じくらいにある」

「……そっか。うん、そうか」

　強い口調で断じる友人に、お恥ずかしながらちょっと感動した。

　僕は心から頭を下げて、

「ありがとう銀兵衛、いつものことながら感謝するよ。君は昔からそういうやつだったよな。いつも僕のことを気にかけてくれて、今回に至ってはわざわざ転校してまで僕の心配をしてくれて。今もまたこうして、僕の意志をないがしろにした状況に待ったをかけてくれる。ほんとにありがとう。君の友人でいられることを、僕は誇りに思うよ」

「…………
 。やれやれ」

　なのに、なぜか銀兵衛はため息とともに首を振る。

　そして呆あきれ顔がおでぼそぼそと、
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「ひどい仕打ちもあったものだ。仮にも女が単身、はるか東国まで追いかけてきたというのに。ボタンの掛け違いというやつがいかに修繕困難であるかを証明する、いい見本だな。まあそういうのも秋あき人とらしいところではあるんだけど……」

「え？　何？　よく聞こえないんだけど」

「何でもない。ただの独り言だよ。とにかく僕は──」

「あっはっは！　いいねいいねえ！」

　と、そこで二に階かい堂どうさんが豪快に笑った。

「いよいよ面白くなってきたじゃないか。いやいや、まったくもってあたし好みの展開だ……始業式早々、実に素晴らしい！」

　いかにも機嫌よさそうに肩をゆすりながら、ぐるりと一同を見回す。

　那な須す原はらアナスタシア。

　猿さ渡わたり銀ぎん兵べ衛え春はる臣おみ。

　と順番に見て、

「そこの色男のセリフじゃないが、似たような立場にある美人が三人集まったのも何かの縁だ。どうせ一日や二日で結論の出る話でもない。生臭い話なんぞ置いて女同士、まずは友ゆう誼ぎを深める……ってのはどうだい？　ん？」

「そうね」

　うなずく那須原さん。

「所詮は敵同士、友誼なんて深めようもないでしょうけど。今この場で激突してもお互いにとって益はない、という点については同意だわ」

「僕も同感だね」

　銀兵衛もそれに続いて、

「こっちは右も左もわからない新参者。それなりに予習はしてきたつもりだけど、明文化されない独自のルールやマナー、流儀だってこの学園にはあるだろう。さしあたってそのあたりをご教授いただければ幸いだ」

「決まりだな」

　いよいよ笑みを深くして、二階堂さんが『ぱんっ』と手を叩たたく。

「この場はあたしが預かった。固かてぇこたぁ抜きにしてまずは一献、杯を交わすとしようや。こういうことにはそれが一番手っ取り早い」

「会長。始業式は？」

「固ぇこたぁ抜きだ、って言ったばかりだぜ副会長。んなもんサボりだサボり」

「公式行事をすっぽかして酒宴ときたか……屈指の名門校が聞いて呆あきれるね」

「あっはっは。銀兵衛さんとやら、あたしゃ酒だなんてひとことも言ってないぜ？　それにこの学園じゃな、何ごともメリハリってやつが大事なんだよ。単に勉強ができるだけのヤツはこの場所にそぐわねえ。やる時はやる、羽目外す時は外す。そのバランスを上う手まく取らなきゃな」

　何やら話が纏まとまってきたようだ。

「おし、そうと決まれば善は急げだ。さっそく生徒会室を開けて──」

「すとお───────
 っぷ！　ストップストップストップ！」

　まあその権利はあるだろう。

　完全に放置されていた妹が、いい加減にしろとばかりに大声をあげて、

「ちょっと待ってください！　黙って聞いてれば、さっきからわたしを置いてけぼりにするにもほどがあるでしょう!?
 　そんな肝心な話をどうしてわたし抜きにして語るんですか!?
 　おかしいでしょうどうみても！」

「……何言ってんだ？」

「……何を言ってるの？」

「……何を言ってるんだい？」

　二に階かい堂どうさん、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛え。

　三人の声がきれいにそろう。

「さっきも言っただろう？　お前さん、姫ひめの小路こうじ秋あき人との実の妹じゃないか」

「あなたのことなんて最初から勘定に入れてない、と言ったはずよ。話がややこしくなるから引っ込んでなさい」

「君は秋人の妹だ。なるべくなら意見を尊重してあげたいけど、分際というものは弁わきまえてもらわないと。わかるね？」

「そ、そんなことありません！」

　必死で食い下がる妹。

「わたしとお兄ちゃんの愛は本物なんです！　真実の愛の前ではタブーなんて無意味なんです！　血のつながりなんて些さ細さいなことなんです！」

「そりゃ無茶だろお前さん」と二階堂さん。

「些細どころか決定打よね」と那須原さん。

「常識で考えたまえよ、常識で」と銀兵衛。

「そんなことない！　そんなことないもん！」

　圧倒的に不利な立場に立たされた妹は、子供みたいにべそをかいて、

「お兄ちゃんとわたしの絆きずなはゼッタイなんです！　生まれてからずっと──家庭の事情で離れ離れになってた間を除けばずっと一緒にいたんです！　一緒に過ごしたその時間の長さは伊だ達てじゃないんです！　お兄ちゃんはいじめっ子からわたしを守ってくれたこともあるし、嫌いなセロリを食べてくれたこともあるし、眠れない夜はわたしが寝付くまで起きててくれたし──それに、約束を守ってまたわたしと一緒に暮らせるようにしてくれたんです！　兄妹きようだい以上の感情が芽生えるのもとーぜんのことなんです！」

「だったらさ、お前さん」

　二に階かい堂どうさんが肩をすくめながら、

「当の兄貴に訊きいてみようぜ。それがいちばん手っ取り早い」

「お、お兄ちゃんに？」

　長らく口を挟めずにいた僕に、ようやくお鉢が回ってきた。

　二階堂さん、那な須す原はらさん、銀ぎん兵べ衛え。

　三人の視線が僕に集中する。

「お兄ちゃん……？」

　両手を胸の前で組み、うるんだ目で見上げてくる妹の視線も、また。

「秋あき子こ」

　僕は妹の視線を真まっ直すぐに見返して。

　ひとことひとことを噛かみしめるようにして、ゆっくり語りかける。

「おまえは良い子だよ」

「ほ、ほんとうに……？」

「本当だとも。お前は素直で真っ直ぐで明るくて──僕の言うこともよく聞くし、僕が何を言うまでもなくたいていのことはやってくれるしね。これを良い子と呼ばずに何て呼ぶんだ」

「わたし、お兄ちゃんの期待に応こたえられてますか……？」

「もちろん。期待以上にお前はよくやってくれてるよ。それにお前は良い子である以上に可愛かわいい子でもある」

「ほんとですか!?
 」

「本当だとも。よく笑うところも可愛いし、笑った時にちょっと八重歯が出るのも可愛いし。ちょっと吊つり気味だけどやわらかい眼まな差ざしも可愛いし、そろえた前髪のラインも可愛い。歩くリズムがきびきびしてるのも可愛いし、座ってる背すじがスッと伸びてるのも可愛いかな。それとすぐに拗すねるところも可愛いし、でもすぐに機嫌を直すところはもっと可愛い。僕はそんなお前を、いつだって大事に思ってる」

「わ。わ。そんな、わわ」

「愛してるよ、秋子」

「わ、わたしもです！　わたしもお兄ちゃんのことをずっと──」

「あくまでも妹として、だけど」

「うわああああああああああああ
 ん!?
 」

　輝いていた表情が一転。

　グラスの仮面に出てくるキャラみたいな顔で絶望を表現する妹。

「お兄ちゃんのばか！　いけず！　もう知りません！　ふみゃあああああああああ
 ！」

　泣きながら走り去ってしまった。

　……うーむ。

　ちょっとやりすぎたかな？

　まあでもいいか、ちょっとキツめのお灸きゆうを据えた、ってことで。

　こうして公衆の面前で妹のブラコンを否定することは、今後の学園生活を送る上でマイナスにならないだろうし。

　というかどこへともなく走り去っていったけど、これから始業式じゃなかったっけ？

「さて。話はこれで纏まとまった」

　そんな小さなことは気にもしない、という顔で二に階かい堂どうさん。

「河か岸しを変えよう。生徒会室に行けばたいていのものは用意できる。あそこはあたしの城だからな。──ほれほれギャラリーども、これで見せ物は仕舞いだ。散った散った、始業式に間に合わなくなるぜ？」

「その始業式をサボる立場の人が言うセリフとは思えないわね。まあ今回に限って言えばわたくしも同類だけれども」

「おう、その切り替えの早さあっての副会長よ。お前さんのそういうところがあたしは大好きだぜ。あとは愛人にさえなってくれりゃ、言うことないんだがなあ」

「ふむ。まったく想像していなかった展開だが……これもこの学園の流儀か。少しばかり無理をして転入したけれど、その甲か斐いはあったのかもしれないね」

「あっはっは。お前さん順応が早いねえ、銀ぎん兵べ衛えさんとやら。新入りでありながらウチの生徒会の面子めんつを前にして平然としていられるってのは、こいつぁ得え難がたい資質だよ。どうだい？　会計の席が空いてるんだが、お前さんそこに収まる気は──」

　女三人、何やら意気投合するものがあったらしい。

　そろって肩を並べ、見物人の山と僕を残し、思いのほか和わ気き藹あい々あいとした空気で去っていくのだった。






　　　　＊







　公約違反を詫わびねばなるまい。





『とある事情でしばらく離れ離れになっていたものの、ゆえあって再び一つ屋根の下で暮らすようになったふたりの兄妹きようだいが、特に波乱もない平和な日常をのんべんだらりと送っていく様子を、これといった起承転結もなくつづっていくだけの単調な物語』





　──を語っていくつもりが、むしろいつの間にやら正反対の状況になってしまった。

　名は体を表すの言葉どおりな生徒会長。

　自他共に認める絡みにくい副会長。

　友情の厚さでは他たに類を見ない会計（候補？）。

　我が不ふ肖しようの妹である書記。

　でもって、与あずかり知らぬところで生徒会の下っ端になってしまったらしい、この僕。

　大変に残念なお知らせである。

　この面々がそろっていながら平々凡々たる毎日を過ごす──なんてことは、宝くじの一等を当てるよりも、ダービー馬の馬主になるよりも、あるいはこの地球を征服するよりも、困難かつ低確率なことだろう。

　見た目も成績も中の中。心臓には毛の一本も生えておらず、秘めたる才能も特にない僕にとって、これは由々しき事態である。

　残り三分の二となった高校生活を波は瀾らん万ばん丈じように送るなんて、まっぴらごめんだ。

　妹とふたたび一緒に暮らせるように段取りする──それだけで一生分の勤勉さを使いきってしまった僕にとって、それは苦痛以外の何物でもない。

　それでもまだ、僕はあきらめたわけではない。

　絢けん爛らん豪ごう華かで百家争鳴な連中に包囲されてしまった形だけど、その状況をどうにかしようとする気力くらいは、さすがにまだ残っている。

　平凡な日々を淡々と送る──ただそれだけの、簡単に見えてひどく難しい願いを叶かなえるために。今後の僕は人生のすべてを傾けることになるだろう。

　ゆえにまだ、このことは秘密にしておかねばならない。

　誰だれしもが──有あり栖す川がわや鷹たかノの宮みやですら信じて疑っていない、僕と妹との血縁関係が。実は戸籍の通りではないということを。

　二卵性双生児ということになっている僕と妹が、実はなんの血のつながりもない、赤の他人同士であるということを。

『平凡な日々』を真っ向から否定するような設定を、僕は僕の胸に秘したまま、今回はここで筆を置くことにする。





　それではご縁があれば、また。






あとがき







　こんにちは、鈴すず木き大だい輔すけです。デビュー六年目の中堅作家です。ＭＦ文庫Ｊでは今回が初登場となります。よろしくお願い致します。

　さて本作『お兄ちゃんだけど愛さえあれば関係ないよねっ』略して『おにあい』、お楽しみいただけたでしょうか？

　本作はタイトルからも概おおむね読み取れます通り、お兄ちゃん大好きっ子の可愛かわいい妹が主人公といちゃいちゃする平和な日々を、ひたすら綴つづっていく内容となっております。スプラッタ表現および、過激なエログロ表現などは一切ありませんので、小さなお子様にも安心してお読みいただけます。

　ひいては各種教育機関における優良図書、あるいは推薦図書として、大いにご利用いただくのも一興ではないでしょうか。ＰＴＡのみなさま、あるいは文部科学省のお役人のみなさまにおかれましては、何卒よろしくご検討いただければ幸い至極に存じます。

　時に、あからさまに続編を匂におわせている本作ですが。すでに二巻目の原稿は完成しておりまして、発売は２０１１年の３月を予定しております。ヒロインたちと主人公がより一層いちゃいちゃする内容となっておりますので、ぜひともご期待くださいませ。

　なお富ふ士じ見み書しよ房ぼう様より刊行中の拙作『藤ふじ宮みや十と貴き子こは懐かない』シリーズの最新刊は、２０１１年２月の発売予定。さらに同じく富士見書房様において、別の新シリーズをスタートさせます。こちらは２０１１年の４月に刊行予定です。

　いずれもすでに原稿は完成しておりますので、よほどの事故が起きなければ予定通り発売されるものと思われます。三ヶ月連続刊行のあわただしいスケジュールとなりますが、よろしければお手にとってみて下さいませ。





　なお本作の制作にあたりましては、担当の佐さ藤とうさん、イラストの閏うるう月げつ戈かさんを始め、多くの方々にご尽力いただきました。心より御礼申し上げます。特に月戈さんには色々無理を聞いていただき、大大大感謝です。次回もどうぞよろしくお願い致します。





　それではまた、近いうちにお目にかかれることを祈りつつ。






２０１０年11
 月吉日　鈴木大輔
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